
    
      
        
      
    

  





























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











































　　PROLOGUE




　遠くで鳴いている山鳥の声に耳を澄ましながら猟師は足を止めた。

　山の気配に耳を澄ませると、後方から近づいてくる足音ばかりが耳につく。

　なんのことはない。その足音は猟師の徒と弟ていだった。

「……は、はや……。はぁ、はぁ……。早いですよ、師匠」

「息を整えろ」

　まだ少年から抜けきっていない華きや奢しやな体たい軀くを震わせながら徒弟は訴えかけてきた。

　歳は14。本格的に鍛えはじめてまだ１年ほどである。

　山歩き一筋で30年は過ごしてきた猟師と比べれば、まだまだひよっこもよいところだ。

　なにも体力がそこまで違うわけではない。それどころか純粋な体力でいえば、もう白髪も目立ってきた50手前の自分よりも、まだヒゲも生えそろわないようなこの坊主の方が勝るかもしれない──猟師はそう思う。

　要はコツだ。山歩きにはそれがある。

　体重のかけ方、安定した足場の見抜き方、歩幅、身体の運び。

　すべてには要訣があり、それをはずせば無駄な体力が流れ出す。

　山というのは里と違い過酷な世界だ。本来、人間を許容する世界ではない。人間の法のりがまだ通用する里と違い、この緑の世界では人間もまた動物の一種にすぎない。同じ生き物として平等な条件で戦いを余儀なくされる。

　その過酷な世界で無駄な体力を垂れ流せば、待っているのは死のみである。深山とは、ただ生き抜くのみで多大な試練となる場所なのだ。




　もっともそれは〈大地人〉にとってである。

　無尽蔵ともいえる体力をもつ〈冒険者〉はそうではない。この徒弟よりも幼い外見の〈冒険者〉が、鼻歌交じりに山を駆け抜けるのを猟師は目撃したことがある。

　あれは違うモノなのだと心底思い知らされた出来事だった。




　猟師は里住みの人間と違い、山で暮らす。もはや壮年といってもよい年齢だが、彼の所属する村では腕の立つ男としてとおっているのだ。

　赤く磨いたような太い手足にがっしりした顎あごのラインは、いかにも手て練だれの雰囲気を漂わせている。事実、酒の上の喧嘩でも後れを取ったことなどない。

　隣でぜぇはぁと荒い呼吸を繰り返す少年も、彼に憧れて猟師の道を目指したのである。山に入りさえすれば、その弓の腕で鹿やイノシシを仕留め、村に貴重な肉をもたらす猟師は、狭い寒村では間違いなく重要人物でもあった。

　だがだからこそ自分の限界はわかっている。

〈冒険者〉にはどうやってもかなわない。もはやあれは風雷のようなものだ。出会ったことはないが、ドラゴンなどという強大な化け物が人間の姿に凝り固まったような存在が〈冒険者〉である。




「行くぞ」

　男はぶっきらぼうに告げると、歩きはじめる。

　後ろでは哀れを誘うような悲鳴が聞こえるが気にかけてはいられない。彼自身も師匠からこのようなシゴキを受けて、山歩きのコツを盗み取ったのだ。これしきで潰れるようであれば、なにも身につかない。そもそも少年が背負っている荷物は、彼の半分にも満たないのだ。




　茂みを迂う回かいして尾根を目指す。

　その歩みは一定のリズムをもち無造作に見えるが、猟師の視線は油断なく下した生ばえの状態を観察していた。彼らが移動している経路は、鹿やイノシシがその巡廻路としているコースではない。しかし、だからといって注意を怠っていては、猟師は勤まらない。

　今は夏。深山も活気づき、クマも活動しているはずだ。ばったり出会うというような事態は避けたかった。




「ど、どこ行くんですかぁ、師匠」

「東尾根だ」

　彼らが歩を進めている山脈は、広くヤマトではオウウの御山と呼ばれている広大な地域である。もっとも、山に抱かれた名もなき村の住民である猟師たちにすれば〝山〟といえば四囲を取り囲むすべてであり、ことさらにそこからどこまでがオウウだという意識はない。彼らにとっては、ただ〝山〟だ。

　猿のいる沢、大岩の峰、一本杉の尾根──活動範囲の代表的な地形を互いに認識できる符丁で呼び合えば、それですむ。

　猟師の立てた計画では、今日は昼過ぎまでにトンビ岩の尾根まで上がり、それから沢の方を巡ってみるつもりであった。

　しかし、少年の様子からすれば、それはいささか厳しいかもしれない。どちらにせよ、一度山入りすれば、１週間やそこらはこもるつもりである。それなりの準備もしてある。




（どうせ今日は使い物にならぬのであれば、少しは手ほどきしてやるか）

　尾根まで辿り着けばそれでよし、と心に決めれば余裕も生まれる。

　男のもつ強弓にくらぶべくもないが、少年も一応、それなりの短弓は所持している。尾根でしばらくしごいてやるのもよいだろう。里で弓の練習はしているようだが、里でいくら弓上手でも、山で射れなければ仕方がない。

　平地で巻まき藁わらめがけての弓は、所詮はママゴトだ。

　山で尾根に向かい、あるいは谷に射降ろし、草陰に紛れ、茂みから顔をのぞかせる獲物を仕留められなければ、そんな技う術でにはなんの意味もない。




　猟師の吐く短い呼吸の音と、少年の荒い呼吸の音。

　山刀でときおり下生えを切り払う音がしばらく続いた。

　山の中では、目的地に向かって真っ直ぐ進むわけにはいかない。人間の踏破能力という枷かせがある以上、「歩ける経路」を辿らねばどこへも行けないのだ。尾根に上るとはいえ、時には蛇行し、下らなければならないところもある。

　素人であれば度重なる方向転換に嫌気がさし、なにより方向感覚を失ってしまったであろう。なにせふたりを包む森は深く、人の手が入っていないその野生で空を覆い隠すほどだったのだから。

　しかし、猟師はその長い経験からくる確かさで着実に尾根を目指していた。




　猟師はふと違和感を覚えて、足下に落としていた視線をあげる。その違和感とは、雰囲気のようなモノだった。具体的にいえば、風の匂いや、小鳥や虫などの森に満ちる音なき音からなる「なんとはない」情報ということになるのだろうが、それは言葉にできるような段階ではない。

　だが確かに常のそれとは違うものを感じ、壮年の猟師は足を止めたのだった。

「どしたんすか、師匠？」

「しっ……」

　手で少年を制した猟師は、先ほどまでのむしろゆったりしたペースからうって変わって、身体を左右に揺らしながら尾根を目指した。茂みの下をくぐり抜けるような強引さを見せて辿り着いたそこからは、ふたつ先の尾根までが見通せる。

　地面をくしゃくしゃのテーブルクロスのように皺寄せた山脈という土地では、たとえ高所に上ってもそう遠くまでは見通せないものだが、この場所は角度がよかった。

　蛇行して走る沢と、その沢の上流にある禁足の地の方向が見える。

　遙か視界を越えて伸びてゆくのは、猟師らが「猿の沢」と呼ぶ渓流である。この辺りの山野を走る沢の中では比較的幅が広く、石河原を含めて、緑の中を一筋の切れ目となって続いている。

「あれは──」

　少年の言葉が、切れる。

　それを形容する言葉をもっていないのだ。

　無理もない。少年の３倍以上の年齢で、猟師としての経験ならば30倍にも達する彼でさえ、それははじめてみる光景だった。

　沢が塗りつぶされている。

　暗く、ごつごつした、そして蠢うごめくもので塗りつぶされていた。

　それらは生き物だった。

　あまりにも距離があり数も膨大でわからないが、その動きは明らかに生物としてのそれである。生物、しかもおそらく亜人間が、膨大な数、沢を下っているのだ。いや、その数を見れば、沢のみを進んでいるのではないだろう。木々に遮られて見えないが、眼下に広がる森の中を、ざわざわと揺らして進む、空恐ろしくなるような規模の群れがあるのだ。

　猟師は魂を抜かれたようにその光景を見つめ続けた。

　それは圧倒的なまでの途絶。おしまいの予感。

　あれがどのような生物であれ、猟師は自分の存在がなんの役にも立たないことを確信していた。

　それは自分が〈冒険者〉であったとしても同じだろう。

　群れは視界の限りの深山へ──猟師たちが禁じられた山と呼ぶ「七つ滝」へと続いている。あまりにも膨大なその数に、猟師と少年は、長い間その光景を見つめ続けることしかできなかった。


































　　▼１




〈神じん代だい〉のこの地は、大地を黒い膜で覆った巨大都市がいくつも栄えていたという。その抑圧の反動が出たのだろうか。

　モデルになっているのは日本ではあるが、この世界の植物の生命力は旺盛で瑞みず々みずしい。大地から吹き上げるような下生えが林道を覆い、頭上にはすっぽりとトンネルのような樹木が覆い被さっている。

　足下の下生えの隙間から見えるのは、黒土だけではない。

　所々にのぞくアスファルトは、この林道が神代に作られたものだということを示している。

　陽光が木漏れ日となって透け、あるいは梢が墨で塗りつぶしたような影となり、そのトンネルは長く長く続いた。

　それだけに、その緑が途切れた瞬間に目にとびこんでくる景観は素晴らしい。

「うわぁぁ」

　ミノリは我知らず歓声を上げる。

　それは周囲にいた30人ほどの仲間たちも同様のようだった。

「ひゃっはー！　すっげー！　すげすげすっげー!!」

　弟のトウヤはいち早く先頭に出ると、馬を並足から駆け足にして坂を下りて行く。

　潮気を含んだ強い風が、その同じ坂道を駆け上がり、ミノリたちに吹き付けてきた。緑の濃い坂道は、今越えてきた峠から海岸線へと向かっていた。

　視界を太く横切る河の名前はなんというのだろうか？

　その向こうの海岸を望む丘には、巨大な残骸なのか、それとも未だに稼働しているのかはわからないが、高さ十数メートルほどの風車がいくつも並んでいる。

　海岸は白い線となって輝くばかりだった。

　まだ10キロは離れているはずのこの場所からでは、ただきらきらとしてその細かい様子まではとても窺うかがうことはできない。

「ほいほい！　みんな。喜ぶんはついてからにするっ。早めについてキャンプの場所さがさんと、夜ご飯抜きやからねっ！」

「んだぞぅ。お前ら、旅の最中のメシ抜きは堪こたえるぞ～！」

　マリエールの声を、直なお継つぐがおちゃらけて混ぜっ返す。

　新人プレイヤーたちは陽気に歓声を上げると、林間道で降りていた馬にまたがり直し、２列になって坂を下りはじめるのだった。




　ザントリーフ地方。

　それは現実世界でいうところの房ぼう総そう半はん島とうを中心とした地域だ。

〈ハーフガイア・プロジェクト〉によりサイズダウンされたこの世界において、アキバの街からの直線距離は50キロ弱。荒廃してモンスターも現れるこの世界の旅では、出発から３日が経過している。

「大丈夫ですかにゃ？　ミノリっち」

「は、はいっ」

　木漏れ日を遮るひょろりとした瘦身は、ミノリと同じギルド〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のにゃん太だ。その細められた優しい眼差しに、ミノリは慌てて肯定の返事をする。

　視線をやれば、列の先頭付近にいる〈守護戦士ガーデイアン〉の直継もこちらを振り返っていた。ミノリは安心させようと小さく手をふる。こうして同じギルドの仲間たちに囲まれているのは、心休まることだった。

　ギルドはギルドでも、〈ハーメルン〉とはまったく違うんだな、とミノリはまたしても思い知る。

　とはいえ、この一行は〈記録の地平線ログ・ホライズン〉だけで構成されているわけではない。多数のギルドから有志を集めて結成された、混成の大所帯なのだ。その総人数は、約60人。

〈海洋機構〉や〈黒こつ剣けん騎き士し団だん〉、〈西にし風かぜの旅りよ団だん〉といったアキバに冠たる大規模ギルドからも人が派遣されている。

　ここにいるのは35人前後の本隊だが、先乗りですでに到着している班もあるそうだ。最終的には目的地で合流する予定だった。




　ミノリたち一行がこうやって進んでいるキャンプ。そのことの起こりは、マリエールだったという。

　ミノリはその場にいたわけではないが、仲のよい年上の友人、五い十す鈴ずがいうには、こういうことらしかった。

　──海行きたい。海でかき氷とラーメンとカレーライス食べたいっ。食べたいったら食べたいっ!!　ねぇねぇ！　だめ？　だめかなぁ？　海行きたい！　いこーっ!!

　と〈三み日か月づき同どう盟めい〉のギルドマスターであるところのマリエールがいいだしたのだそうだ。

（それはなんとなくわかるような……）

　ミノリは〈記録の地平線ログ・ホライズン〉所属だが、そこに入るまでのわずかな時間、〈三日月同盟〉のギルドハウスで寝泊まりしていた時期がある。今ではこの世界から消え去った悪徳ギルド〈ハーメルン〉から解放された直後の慌ただしい数日間だ。

　その生活でミノリは〈三日月同盟〉のみんなに優しくしてもらったし、マリエールをはじめヘンリエッタや小しよう竜りゆうといったメンバーの世話にもなった。マリエールがそういう我が儘をいいだして、ヘンリエッタが困った顔をするというのはあのギルドでは日常的な光景なのだ。ミノリには容た易やすく想像できてしまう。

（きっとソファの上でじたばたしたんだろうなぁ）

　そう考えると、大きなクッションを胸に抱えて足をばたつかせるマリエールの姿が脳裏に浮かんできて、微笑ましい。




　そんな気持ちも無理はないと思う。

　多くのプレイヤーが「元の世界に帰るため」今でも懸命な努力を続けているのはミノリも知っているが、それでもその努力は一いつ朝ちよう一いつ夕せきにかなえられそうもない。ヒントや解決の糸口が見つかったという噂さえ聞かないのだ。

　ただ生きていくだけならば多少の金銭で事足りるこの世界で、帰るための努力すらも手がかりがないとなると、暇をもてあましてしまうのは想像に難くない。

　だから、夏にバカンスに行きたい、と誰かが思いついたとして、それを阻はばむものはない……はずだ。

　しかしマリエールおよび〈三日月同盟〉は目下特別な立場にあった。さる６月、シロエの提案により設立された、アキバの街の自治問題をあつかう組織〈円卓会議〉における11ギルドのひとつであり、ギルドマスターのマリエールは評議員のひとりなのだ。

〈円卓会議〉はその設立以降、アキバの街の話題の中心でもあり改革をリードする立場にある。

　その選ばれたメンバーのひとりであるマリエールが、２日３日ならまだしも、週単位でバカンスに行くのはまずいのではないか？　なにしろ〈円卓会議〉が設立されてからまだ２ヶ月。毎日のように新しい情報が飛び交い、アキバの街が刻一刻と変わってゆくのが実感されている時期なのだ。

〈海洋機構〉を中心とする三大生産系ギルドでは、蒸気機関実験が大詰めを迎えていた。当初考えられていた木炭式を、〈召喚術師サ　モ　ナ　ー〉の操る火蜥蜴サラマンダー式に変更したところ、装置が一気にコンパクトになり、技術的なブレイクスルーがもたらされたのである。

　そのほかにも新方式の料理のためのオーブンや水道が設計されたり、今までは見られなかった種類の衣服（主に下着類）が開発されたり、街中に巨大な温泉が出現したりと、この２ヶ月の間、毎日のように新しい発見や計画が立ち上がってくる。

　その大事な時期に、評議員が長期間（しかもバカンスで）留守にするのはいかにも外聞が悪い。……のではあるが、マリエールは諦めなかったらしく、ヘンリエッタや小竜をいいくるめて一計を案じた。

　それが「預かった新人プレイヤーたちを鍛えるための夏季合宿」というお題目だったのだそうだ。




「この辺りは、畑になっているようですにゃ」

　にゃん太がいうように、低い山地からの下り坂はやがて段々畑に挟まれた田舎道になるようだった。カボチャ、ナス、トマト、キュウリ……あちらにある樹は果樹だろうか。風の中に甘い香りが混じる。

「ミノリー！　ミノリってば、これ梨だぞ！　すっげー！」

「もう、トウヤったら!!」

　道からそれて、段々につくられた素朴な石垣をよじ登っていたトウヤが歓声を上げる。梨なんていつから食べていないだろう？　ちょっと思い出せないが、確かに素晴らしくおいしそうだ。

「それは〈大地人〉の皆さんが作ってるんだから取っちゃダメだからねーっ！」

　とトウヤを叱りながらも、ミノリは考える。

　──新人プレイヤーたちを鍛えるための夏季合宿。

　そもそも〈ハーメルン〉から新人プレイヤーを解放したのはシロエたちが独断で行なった行為であり〈円卓会議〉とは関係がない。〈円卓会議〉が成立した時、すでに〈ハーメルン〉への処罰は終わっていたと公式には説明されている。

　しかしそれは微妙な時期のことでもあるし、新人プレイヤー支援自体は〈円卓会議〉でも採り上げられた問題なのだそうだ。

　だから、〈三日月同盟〉のこの申し出は〈円卓会議〉ではすんなりと了承された。〈ハーメルン〉から脱退した35名の新人プレイヤーのうち19名が入会していた〈三日月同盟〉は、いわば新人プレイヤーの修練ギルドでもある。

　だが同じ〈ハーメルン〉から脱退した中でも〈三日月同盟〉に参加しなかった新人プレイヤーたちも存在した。主に生産職希望のプレイヤーで、専門性の高い生産系ギルドへと入会した人たちがそれだった。

　また、最初から〈ハーメルン〉には参加していない、ある意味幸運だった新人プレイヤーたちもいた。彼らはアキバの街のさまざまなギルドに参加していたのだ。

〈円卓会議〉の公認を受けて夏季合宿を行なうのであれば、そういった他の場所の新人プレイヤーに声をかけないのは不公平、という当然の判断により、行方がわかる新人プレイヤーには参加の意向を尋ねる手紙が送られ、アキバの街の広場には「40レベル以下の新人プレイヤーに対する支援策の一環として夏季合宿を行なう」という告知が張り出されることとなった。

　そうなれば今度は、ギルド間のメンツの問題もある。

〈円卓会議〉承認の行事イベントともなれば、その負担を〈三日月同盟〉だけに押しつけるわけにはいかないという意見だってあった。

　新人プレイヤーを出して鍛えてはもらうけれど、引率の仕事は拒否する──などとは立場上いえない評議員も存在する。それこそ総勢が10名程度のギルドならともかく、１００人、２００人といったメンバーを抱える大手ギルドは引率者のひとりやふたり送らないと格好がつかない。

　また引率と同時に食料品や衣料品などの援助も行なわれたし、レベルが上がれば自動的に必要となる新しい装備などの寄付も大規模に行なわれることとなった。

　あれよあれよという間に話はどんどんふくれあがり、結果としては60人もが参加する大規模合宿となってしまった。──というのがミノリが五十鈴から聞き出した、夏季合宿発端の全貌である。




　いつの間にか坂は緩やかになり、〈神代〉では市街地だったらしい丘陵地帯の荒廃した瓦が礫れきの群れへと入っていった。この辺りは、〈神代〉においては平屋の建物が多い地域だったのだろう。ビルなどのコンクリート建築に比べ、木造住宅は風化が早い。

　目立つようなコンクリートの残骸はなく、あちらこちらに朽ちた家屋が残る程度。その多くは雑草に埋もれている。

　ザントリーフ地方の半島部分は、森と、山地と、緩やかな起伏をもった丘陵部といった自然溢れる環境になっているらしかった。

　先ほどから視界に入っている幅の広い河はザントリーフ大河と呼ぶそうだ。その河が青い海に注ぐ辺りは、現実世界では銚ちよう子しと呼ばれる地域である。８月の太平洋は、この異世界においても底抜けに碧あおく、空の青と融け合うように美しかった。




　大河のほとりに辿り着くと、そこには幾つかの小屋が建っている。

　見回してみれば、その種の小屋は川沿いに多く散在しているようだった。元気いっぱいで先行偵察をしてきた弟やその仲間たちによれば、それらの小屋は小さな漁船をもやっておいたり、引き上げておいたりする施設らしい。

　海が近いこの地方では、河を下り漁に出るのだろう。

　こうして少し遡った地点の小屋に小舟をしまえば、海が荒れてもダメージは受けないという知恵なのかもしれない。マリエールの話では、漁業を営む〈大地人〉がその川沿いでは暮らし、もう少し河口の方へと近づけば中規模の町もあるのだという。




　再び大河のほとりを離れて、杉の生い茂る林をぐるっと迂回したミノリたちが辿り着いたのは、さしわたし５００メートルはありそうな貯水池だった。池のそばには、この辺りでは珍しい鉄筋コンクリートの廃墟がさほど古びもせず立っている。

「わお！　これって学校じゃん！」

　トウヤがいったとおり、それは神代の学校の校舎のようだった。そう思って見直してみれば、廃墟の正面に広がる平地はグラウンドだったのだろう。もはやフェンスの金網や、付属する体育館などは見る影もないが、確かにそのような面影が残っている。

「おーっし！　みんなぁ！　今日からしばらくのあいだ、ここがうちらの寝床やで！　事前に班分けしていたとおり、今日は教室３つを掃除する。１階の東の端から３つや。１部屋20人で寝泊まりする予定。……余裕をもちたかったら明日からも掃除して、なんとか住みよくするんやでぇ！」

　その声に校舎の中からは先行偵察で先乗りをしていた大手ギルドのメンバーたちも出てきて、新人プレイヤーに混じって働きはじめた。

「今晩の食事は、グラウンドでバーベキューやで！　だから昼はお弁当パンでがまんしたりぃな～。それから、えーっと、３班。と〈料理人〉スキル持ちはうちと一緒に、村への買い出しいくで！　村長さんにも挨拶にいくから、失礼のないように。出発は30分後。では作戦開始や！」

　マリエールの声に応えるように、一行は合宿の準備を慌ただしくはじめるのだった。
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　セミの音がうるさいほどにふってくる田舎道を、マリエールたち食料調達部隊は歩いていた。

　マリエールの引き連れている新人プレイヤーたちはそれぞれ誇らしげに、首から、または腰から〈召しよう喚かん笛てき〉を下げている。これは乗騎である「ウマ」を呼び出すためのアイテムだ。もちろん〈召喚笛〉にも多様な種類があり、彼らのもっているそれは、あまり性能がよくない乗騎を１日数時間限定で呼び出すにすぎないアイテムである。

　しかし、新人プレイヤーにとっては貴重なマジック・アイテムなのだろう。それぞれが大事そうに指先でなでる仕草を見せるのだった。

　それは今回の夏季合宿を行なうに当たって、先渡し支援アイテムとして新人プレイヤーたちに配布されたものだ。

　今マリエールたちは徒歩で近隣の町へと向かっている。

　歩いて行く道すがら、農作業をしている〈大地人〉も多く見かける。

　大人数でいきなりやってきて、あまり警戒させたくもないので、こうして散歩のようなペースで町へと向かっているのだ。

　もちろん〈召喚笛〉は各人がもっているから、帰りは馬に乗って帰ることになるだろう。荷物も多くなるものと思われる。しかし、町までの距離はおよそ３キロ。歩いていっても１時間とはかからないし、今のうちに周囲の地形確認等も行なっておきたかったのだ。




「んぅーっぅ。いい匂いやんね！」

　辺りには、ほのかに梨の香りが漂っている。

「そうだにゃぁ。梨のいいところがあったらわけてもらいたいにゃ」

「そうですね、梨食べたいです！」

　同じく食料調達斑の引率でついてきたにゃん太と、その隣に控えるセララ。さらにミノリもが控えめに頷く。また〈料理人〉を選んだ新人プレイヤー数名も、畑を見やっては口々に夏野菜のあれこれを品定めしているようだ。

　夏の日差しを浴びて、トマトも茄子も、まるで宝石のように輝いている。トマトはガーネット、茄子はオニキスのようだ。どちらも水滴をきらめかせて、たわわに実っている。

　旧来の調理方法では、素材の善よし悪あしなどを気にかける人はいなかった。多少小さかろうがしなびていようが、極端にいえば腐りかけだろうが、メニュー上で素材アイテムの名前が確認できれば、合成後の料理には影響が全くなかったせいである。

　新鮮なトマトで作ったトマトサラダも、しなびたトマトで作ったトマトサラダも、完璧に同じ料理であって（もちろん、味は湿気た煎餅になるわけだが）、そこに違いはない。

　しかし、料理人が自らの手と技術で調理する新料理法では、素材の選択をおろそかにはできない。腐りかけのトマトで作った料理は、どこまでいっても腐りかけの素材を用いた料理にしかならないのだ。もちろん、料理人の技量も大切だが、見栄えのする料理を作るには、新鮮で形のよい素材を用意する必要がある。

「あれでピッツァ焼いてみたいなぁ！」

「トマトソースもうまそうだ」

　そんな点からも、新人〈料理人〉たちは興味深く畑を眺めながら歩いているようだった。




　まだ昼を回って少ししか経っておらず、あちこちの木陰では昼食後の休憩や午睡をしている〈大地人〉の農夫たちを見かけることができた。時に手をふってくる彼らに挨拶をして、採れている野菜はなにかを尋ねる。あるいは帰りには買っていくと約束を交わす。

　今から向かう町には、〈第８商店街〉のカラシンが、事前に挨拶をしてくれているはずである。その噂が広まっているのか、〈大地人〉の農夫たちは一様に友好的だった。

「こりゃよいバカンスになりそうやね♪」

　マリエールがうきうきした口調で告げるのを、にゃん太は「夏季合宿ですにゃ」と一応訂正する。マリエールのこの旅行にかける思おも惑わくは、メンバーに広がってしまった噂でしっかりバレバレなのだが、年長者としては一応たしなめる義務のようなものがあるのだろう。

　しかしその注意もほとんど本気ということはなく、つっこみというレベルのものだった。

　町はザントリーフ大河の河口付近にあった。

　水害を警戒したのか、河の畔ほとりからは少し離れている。

　この辺りの土地は平坦で、穏やかにうねる大地のあちこちがタイルのように四角く区切られ、あちらは畑、こちらは田んぼ、そちらは果樹園と利用されているようだ。だんだんとそのモザイクが細かくなってきたと思ったら、農具をしまう小屋や倉庫などが現れ、いつの間にか町の内部に入っていたという印象だった。

　中世の騎士道物語にあるような、柵や壁で囲われた武装町村のイメージはない。

　町の中央通りは用水路と並行して走る太いアスファルトの道で、おそらく旧世界の国道がモチーフなのだろう。その道をはさむように石造りや木造の家がたくさん並んでいる。アキバの街のように神代のビルの廃墟を利用した建築物は少なく、見渡す限り、河の方にある巨大な倉庫群だけのようだ。

　通りには、看板を出した店を５つ６つは見ることができた。

　マリエールがシロエに聞いた話によれば、ススキノへの旅の最中に見た村の景色の中に「商店」は含まれていないという話だった。

　自給自足を基本にした農村や、畜産と農業を複合して行なうような大きめの集落では、村民同士の互助が基本だ。

　そこで暮らす限り「貨幣」はあまり必要ではない。だから「商店」という専門施設は必要ないのだろう。少なくともヘンリエッタはそのように説明していた。

　だが、この「チョウシの町」は、村落というよりも小さな町といってよいほどの規模がある。このぐらいになると、商店などが存在する意味も出てくるのかもしれない。

「ふむふむ。これは、ずいぶんと……。想像していたより立派な場所ですにゃ」

　にゃん太もそんな感想を漏らす。

　もちろんアキバの街とは比べるべくもないが、数千人くらいの〈大地人〉は住んでいるのではないか？　そんな感想を抱かされる大きな町だった。

　太い通りの中央で足を止めると、ついてきたメンバーがマリエールを取り囲む。面倒見がよいといわれてきたマリエールだ。少しだけ姉御気分で、気持ちがよくないこともない。




「えっとな。うーん。どないしよかな。買い出しは……にゃん太班長に任せるか。あとは、ルキセアだっけ？　キミにもお金渡しておくから、ふた手に分かれて。内容は相談して決めてな。メモ、もってきてあるよね？」

「もちろんですにゃ」と請け合うにゃん太。

　それに頷いたマリエールは１回だけ自分のマジック・バックを確かめてみる。用意されたお土産を確認すると、メンバーをきょろきょろと見回した。形式の問題として、この町の町長格に挨拶にいくつもりだ。

　挨拶だけだから人数はいらないが、見栄えとしてはひとりくらいお供を連れていくのがよいだろう。

　誰を連れていくべきか、と考えたとき、ミノリと視線があった。

（ええやん。しっかり者そうな娘やし）

　そう思って口を開きかけると、ミノリはそれに先駆けて「お供します」といった。

（勘もええ娘やね）




　そんなわけで一行は手分けして用事をすませることになった。

　にゃん太たちは、とりあえず港の方へといくようだ。河畔に作られた倉庫群では、近海魚が売られているらしい。考えてみれば、新鮮な肉は冒険者であるマリエールたちにとって身近だが、新鮮な魚は最近食べてない。ご馳走があるのなら有り難い。

「じゃ、うちらは」

「はい、ご挨拶に向かいましょうっ」

　しっかり者なのだろうが、そこはやはり話に聞いていたとおり中学生なのだろう。緊張のあまり背筋がぴんと伸びすぎて、行進するような姿勢になっているミノリの頭を、マリエールはくしゃくしゃとなで回す。

（シロ坊のトコにとられちゃったけど、ほんといい娘なんやね。……うーん、これはお買い得を逃したかもしれへん）

「あ、あのっ」

「なん？　ミノリ」

「なんで頭をなでるんですか？」

「撫で撫でしたいからに決まっとるやんっ♪」

　少しふくれるミノリを笑いで丸め込んで、ふたりは年の離れた姉妹のように町の大通りを歩いてゆく。




　途中で荷物を運んでいる主婦らしき〈大地人〉に尋ねると、町長はすぐ先の十字路にある大きな２階建ての屋敷に住んでいるということだった。この辺りを取りまとめている70すぎの老人だが、気さくな人だから安心してよいという。

「ご挨拶すればいいんですよね？」

「そやな、挨拶して、お土産渡して……」

　マリエールは話す内容を頭の中で箇条書きにする。

　荷物には、アキバの街からもってきたサクランボ酒が樽で入っている。重さ１００キロ近いそれは、本来であればマリエールには持ち上げることさえ不可能なのだろうが、魔力を秘めた背負い袋があるのは本当に有り難く、こうして手ぶらのように歩いていけるのだ。

　そのほかには──おおよそ２週間の間、廃墟を使わせてもらうこと。町からは５キロほど離れているのであまり迷惑はかけないと思うこと。ただ、数日に一度は食料の買い出しにやってきたいということ。

「そやな、挨拶して、義理を通して。食料仕入れの打診もせなあかんな。あんまりひとつの農家から買いあげてばっかりいると、こっちの町で喧嘩になるかもしれへんし……」

「あ、そうですね」

「まぁ、町長さんのいうこと聞いておけばいいんとちゃうかなぁ。あとは、世間話をして……ここいらの情報があるならつかんでおきたいところやね」

「情報、ですか……？」

「せや」

　マリエールは頷く。

　この世界は〈大だい災さい害がい〉以降変わってしまった。ノンプレイヤーキャラクターはもはや〈大地人〉になってしまったわけで、〈エルダー・テイル〉時代にもっていた機能を保持しているかどうかは、厳密にいえばわからない。

　マーケットや銀行に勤めている〈大地人〉はそのまま職務を全うしているようだが、例えば〈円卓会議〉で新しく事務の人員を雇ったように、それまでとは違う職種を選ぶ〈大地人〉も生まれてきている。

　そこから仮説を組み立ててみると、〈エルダー・テイル〉において重要だった「クエスト」というシステムが、今も正常に機能しているのかどうかはわからないのだ。

「クエスト」とは、一種の任務で、ゲーム〈エルダー・テイル〉の物語的な部分はこの「クエスト」システムに大きく依存していた。例えばこの「チョウシの町」のような場所であるならば、〝村はずれの畑に幽霊が出るので退治してくれ〟であるとか〝沖合の島まで魚を捕りにいくので護衛をしてくれ〟等といった種類のクエストがあったはずだ。

　クエストはなんらかの曰いわくありげなアイテムや場所からスタートすることもあるが、多くの場合、ノンプレイヤーキャラクターからの依頼という開始形式をもっている。

　その大本であるノンプレイヤーキャラクターが〈大地人〉になってしまった現在、徐々にその機能が失われているのではないか？　という疑問が成り立つ。仮にある特定のクエストが、今この瞬間は機能していたとしても、その〈大地人〉の命が失われるなどしてしまえば、次の瞬間からはそのクエストは発生しなくなってしまうかもしれないのだ。

　──と、いったことはシロエが危き懼ぐしていたことであるが、マリエール自身もその危機感は理解できる。




　例えば〈エルダー・テイル〉時代、誰もが行なう「定番クエスト」というものがあった。

　そのひとつが重量無視効果のある魔法の背負い袋が報酬となるクエストである。マリエールをはじめ、ベテランプレイヤーはみんな、このバッグを愛用している。とにかく便利なのだ。

　このクエストが、いずれなにかの拍子にもはや受けられなくなるなどとなれば、この魔法のバッグは新人プレイヤーの手には入らないことになるのだ。その影響は想像以上に大きいだろう。

「シロ坊はいろいろ気のまわる子やから、できるだけ情報収集をって、頼まれとるん。このチョウシの町についても、〈大地人〉のことについても。うちら、知っとるようで、あんまりわかってへんから」

「そうですか……。そう、ですよね」

　ミノリもなにか得心したのか、素直に頷いた。

「シロエさん、今頃なにしてるでしょうかね」

「シロ坊はシロ坊で、情報収集やろうね。いや……それとも」

　マリエールはなにに気がついたのか、くすくすと笑い声を上げる。

「案外それどころでもないかもしれへんけどなっ」
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　優雅で華やかな調べは、弦楽器の四重奏。

　巨大な広間は華々しく飾り立てられ、淑女の笑い声や紳士の呟きで満ちている。それでも客の入りは４割というところだろうか。

　壁際に置かれたソファや、軽食用のラウンドテーブルを中心に、あちらこちらで小グループが歓談をしているだけで、ホールの中心部分には人の気配がない。

　まだ正式な開始時刻前なのだ。

　どうやらこの種のパーティーには、少し遅れてくるくらいが当たり前であり、王侯や貴族ともなるとその傾向がさらに強くなる。先ほどつかまえた給仕にそんなことを聞いたシロエは小さなため息を漏らす。

（田舎者な真似しちゃったか）

　そんな事情など知るよしもない未経験者の悲しさで、失礼があってはならないと時間より少し早く到着したのが裏目に出たらしい。

　シロエたちは、仕方なく壁際に集まり、それぞれに飲み物でくちびるを湿らせていた。




　ここは〈エターナルアイスの古宮廷〉。

　アキバの街からほんの２時間ほどの場所にある古アルヴ族の造った宮廷、という設定の城である。古アルヴ族は〈エルダー・テイル〉の世界ではもはや過去の種族となってしまい、滅亡したとされている存在だ。魔力に優れ、さまざまな技術をもっていたが、時の流れの中で滅んだらしい。その面影はプレイヤーが選べる８種族のひとつ〈ハーフ・アルヴ〉にわずかに残っている。

　現実世界における東京の南側──港区にあたる場所に存在する〈エターナルアイスの古宮廷〉は主人のいない巨大な建造物だ。現在は〈自由都市同盟イースタル〉の諸侯が共同で管理している。

　──〈自由都市同盟イースタル〉。

　それは現実の日本でいうところの「東日本」を統治している同盟だ。この〈エルダー・テイル〉の日本サーバー管理区域は、大きく５つの国や文化圏に分かれている。

　現実世界でいう北海道は〈エッゾ帝国〉。

　四国は〈フォーランド公爵領〉。

　九州は〈ナインテイル自治領〉。

　本州の東半分は〈自由都市同盟イースタル〉。

　西部は〈神聖皇国ウェストランデ〉。

　そもそもはバラエティ豊かな冒険を楽しんでもらおうというゲーム運営会社の思おも惑わくだったのだろう、それぞれに異なった民族風習とアートワークをもった地域が、〈ハーフガイア・プロジェクト〉によって縮小された日本列島に集まっている。

　その中でも東日本を統治領域としている〈自由都市同盟イースタル〉は、都市国家を中心とした同盟であった。貴族領や貴族都市と呼ばれる、20あまりの勢力が同盟を組んで、西部の〈神聖皇国ウェストランデ〉に対抗しているのだ。

　この世界に存在する人間の数は、シロエの知っている現実の日本に比べれば圧倒的に少ない。それは今やゲーム時代に比べ10倍程度にまでふくれあがった〈大地人〉の人口を勘定に入れたとしても、だ。

　モンスターの徘徊するこの世界における人間の領土というのは、けっして大きな割合を占めているわけではないのだ。〈自由都市同盟イースタル〉に所属する各領主の統治する地域も、東日本全体からいえば、未開の荒野に浮かぶ泡のような安全地帯にすぎない。

　だがいくら少ないとはいえ、おそらく２００万人前後の〈大地人〉が日本サーバーには存在するだろう。

〈自由都市同盟イースタル〉はその東日本部分だけを取りまとめているわけだが、それにしたところで格式や統治機構は必要になる。

　その統治機構は〈自由都市同盟イースタル〉においては封建主義的貴族支配の形をとっていた。中世ヨーロッパファンタジーを基本世界観としている〈エルダー・テイル〉においては、彼ら領主たちはすべて貴族を名乗っている。

　それぞれに居城や館を持ち、王冠やマントあるいはティアラにドレスをつけた、典型的な貴族として〈大地人〉たちを支配しているのだ。

　そして〈自由都市同盟イースタル〉の領主たちは、年に１回から２回、この〈エターナルアイスの古宮廷〉に集まり、さまざまな政治上の議題を取り上げる会議を行なう。また、旧交を温め、貴族として息子や娘をお披ひ露ろ目めしたり、馬上試合を行なったり、縁戚関係を結ぶこともある。

　見ようによっては優雅な文化だが、その一方で、モンスターの脅威にさらされた〈自由都市同盟イースタル〉が必死に助け合う姿がそこにあるのも事実であった。

　旧世界における東京の南部──浜離宮の位置に建てられ、魔法の氷によって支えられた宮廷は、そのようなわけで〈大地人〉貴族の社交と協議の場所として利用されているのだ。

　その〈エターナルアイスの古宮廷〉の大広間にシロエたちは所在なげにたたずんでいる。




「ふん。なかなかに壮観だな。これは緊張だ」

　そう声を上げたのは、生産系ギルド〈海洋機構〉のミチタカだった。その言葉は本音なのだろう。彼は宮廷の設備や装飾を、じろじろと無遠慮に眺めている。

「周りが全部モンスターだと思えば落ち着くさ」

　答えたのは戦闘系ギルド〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉を率いる〝狂戦士〟クラスティだ。そのふたつ名のイメージに反して、白はく皙せきの思慮深い美青年という印象のクラスティは、今日も見事にタキシードを着こなしている。

「そいつぁ、お前さんだけだ」

　ミチタカはからからと笑って応える。

　こちらもタキシードを着ていて、その迫力はクラスティに勝るとも劣らない。元々タキシードは西洋の礼服である。線が細いよりは、多少骨太の体形の方が似合う。戦士職のふたりにはうってつけの晴れ着でもあった。

　かたやアキバの街最大の生産系ギルドの長。かたや最大規模の戦闘系ギルド〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の代表であるばかりではなく、アキバの街の自治組織〈円卓会議〉の代表でもある。

　今回の参加の目的を考えても、迫力があるに越したことはない。

「そのとおり。モンスターに囲まれていた方が落ち着くのはあなただけです。ミロード」

　とはいえ、クラスティの発言は不敵すぎたのだろう。彼のそばに控えていた長身の女性が、小さなグラスの発泡酒を手渡しながらいさめる。彼女は〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のメンバーで、高たか山やま三さん佐さという名前だとシロエは聞いていた。

　ドレスコードを聞いた時点で予想はしていたが、下手をすればこれは舞踏会である。社交をする以上そのような必要もあるかと、〈円卓会議〉から参加した３人の代表は、随行団の中にそれぞれにパートナーを連れてきていた。




「……主君」

　そんなわけで、シロエの脇に控える小柄な少女もまた、素晴らしいドレスをまとっている。彼女は〈円卓会議〉11ギルドのマスターふたりの声など聞こえもしないかのように、心底心細そうな声をシロエにかけてきた。

　シロエはそのアカツキを見下ろす。

　身長差が30センチ近くあるので、あまり近くにこられると、表情というよりも頭部しか見えなくなってしまうのが不便だ。

　かといって視線を合わせようとしゃがみこんで話しかけると、「子どもあつかいするな、主君っ！」といわれてしまうので、これはもう、諦めるしかない。

「どした？」

「そ、その……。わたしの格好……へ、へん」

　普段の態度からは想像もできないような、蚊の鳴くような声で訴えかけてくるアカツキ。

　いったいなにをいっているのかわからないシロエは首をかしげる。

　アカツキの装いは、どこにもおかしいところはない。それどころか目も覚めるような美しさだ。

　黒く美しい髪は整えられ、小柄でほっそりとした姿はドレスに包まれている。全体は真珠色を基調としているが、ふわりと翻ひるがえるスカートの裾から半分ほどはターコイズブルーに染め上げられ、その色が上に向かうにつれて真珠色の白と融け合っているのだ。

　清潔感ある色合いは彼女の黒い瞳や黒い髪の色をこの上なく引き立てていて、凜々しい美しさを演出している。

「うーん」

「変じゃありませんわ。むしろ可愛いです。美しいです。ふわふわの甘ロリのストロベリってます！　テイク・アウトしたいくらいにっ。いえ、しますっ」

（断言したぞ、今っ）

　シロエが困惑している隙に口をはさんだのは〈三日月同盟〉の誇る辣らつ腕わん会計ヘンリエッタだった。こちらは蜂蜜色の髪を結い上げて、首筋もすっきりと見える貴婦人そのものといった装いだ。

　彼女は整いすぎた硬質の美貌なのだが、いつもはその容貌からすれば派手さに乏しい服を愛用している。それはそれで清潔感があり、一部のファンには受けがよろしいのだが、今日のようなイブニングドレス姿を見てしまうと、やはりこういった高貴な装いこそが彼女にもっとも似合っているといわざるをえない。

「そ、そうだろうか。落ち着かない。武器も隠しておくのが難しいぞ」

「もう、どこからそんな隠し武器クナイを取り出すんですかっ」

「主君ぅ」

　アカツキは困ったようにシロエの背中に回り込む。

　シロエの視線からは隠れたいが、離れるつもりもないらしい。

（護衛という言葉に律儀すぎるよ、アカツキは）

　そんなアカツキの世話を焼きつつも、ヘンリエッタは慣れた物腰だ。舞踏会の経験を尋ねてみたが、そんなものはないとのこと。落ち着いて見えるのもハッタリだといっていたが、シロエの見たところ、アカツキに見とれるあまり他が目に入ってないだけではないかと思う。

　　燕つばめのような印象をもつ小柄な黒髪の美少女アカツキ。

　蜂蜜色の髪を持つ理知的な美女のヘンリエッタ。

　今回シロエのスタッフとして同行したのはこのふたりである。

　そもそも、シロエたちがなぜ〈エターナルアイスの古宮廷〉の大広間にいるのかについては、話せば長い事情がある。




　それは今から１ヶ月ほども遡る、アキバの街が改革の熱気でまさに弾けるポップコーンのようになっていた７月のことだ。

〈円卓会議〉宛に届いた一通の書状は〈自由都市同盟イースタル〉の領主連名によるものだった。筆頭領主セルジアッド＝コーウェンの名前で書かれたそれは、〈自由都市同盟イースタル〉への参加要請であると同時に〈エターナルアイスの古宮廷〉において開かれる会議と舞踏会への招待をもかねていたのだ。

〈自由都市同盟イースタル〉は、旧世界における東日本地域を支配する領主たちの同盟だ。いうまでもなく、アキバの街はその区域に存在する街のひとつである。

　理屈で考えれば、アキバの街の自治が確立した以上、〈自由都市同盟イースタル〉が連絡をとってくることは至極当然であった。これはシロエが予想していた展開のひとつである。

　即座に〈円卓会議〉が招集された。

　シロエたち〈冒険者プレイヤー〉がこのような形で〈大地人ノンプレイヤー〉から招待されるのははじめてのことだろう。予想されていた事態ではあったが、会議にはしった緊張は小さなものではなかった。

　──この世界の社会統治機構の一部である〈自由都市同盟イースタル〉が〈円卓会議〉を自らの一員として認め、その立場を明確にしようとしているのだ。

　ざわめく〈円卓会議〉のメンバーたちは、慎重に状況を分析した。




　この要請を受けた場合はどうなるのか？

　おそらく要請の意図は、アキバの街を支配する〈円卓会議〉を〈自由都市同盟イースタル〉領主会議の一員として認めるということだろう。その場合は、領主（この場合、〈円卓会議〉代表のクラスティだろう）になんらかの貴族位を与える、ということになる。

　その上で今後は継続的に会議への参加を要請されることになるかと思われる。メリットは〈大地人〉に対する大規模な情報収集、交渉のチャンネルを手に入れること。デメリットは〈大地人〉の政治に巻き込まれることだろうか。

　この要請を断った場合はどうなるのか？

　その時は受ける場合に得られるメリットはなくなる。つまり、〈大地人〉との間の交渉ラインがひとつ途絶し、領主連盟には参加できない。しかし一方、〈大地人〉の政治に巻き込まれることもない。

　また、具体的なデメリット──例えば領主たちの怒りを搔き立てて、戦争が発生するのか？　という点についても検討した。

　しかし、その可能性は低いだろう、というのが現時点でのシロエたちの推測だ。

　アキバの街はプレイヤータウンである。

　それなりの商業施設も整っているし、なにしろこれだけの〈冒険者〉が揃っていると戦力的にも申し分がない。現実世界での戦争は、近代的な火器が発達したために、兵士ひとりひとりの個人戦闘能力は勝敗において重大な要素ではなくなった。

　しかしこのファンタジーな異世界においては魔法の存在もあって、個人の戦闘能力格差は、戦争全体の行く末に影響を及ぼす要素として大きく残されている。一騎打ちでの勝利や、作戦局所における大勝利が、戦争全体に大きな影響を及ぼしてしまう世界であるはずだ。

　一般的にいって〈大地人〉の戦闘能力は〈冒険者〉のそれよりずいぶん低い。かなり危険度の高い辺境の開拓村の住人であろうと、ただの農民であればその戦闘レベルは20もあれば十分に高いといえる。

　ほとんどの農民や猟師たちは10未満のレベルしかもってはいないし、商人や女子どもに至っては、せいぜい１レベルから５レベル前後だ。

　もちろん〈大地人〉の側にも戦力は存在する。

　領主たちは、兵士や騎士、魔法兵を抱えているだろう。それなりの数が揃っているそれらの軍はシロエの知る限り、精鋭兵で50～60レベルというところだろうか。

　さらに街の衛兵のような特殊な能力が付与された〈大地人〉も存在する。彼らは実際には冒険者以上のレベルをもっているわけではなく、街という特定のゾーンを守護するために〈動力甲冑ムーバブル・アーマー〉という特殊な甲かつ冑ちゆうを使用しているのだ。

〈動力甲冑ムーバブル・アーマー〉は街全体に施された魔法陣から魔力伝導を行なって、高出力の魔法戦闘能力を付与する、魔法工学式の精鋭鎧である。

　また、それらを遙かに超える戦闘能力をもつノンプレイヤーキャラクターも存在する。彼らは〈エルダー・テイル〉の世界において〈古来種〉と呼ばれている。シロエもこの件については詳しい伝承を知らないが、〈大地人〉は〈古来種〉を自分たちの一員として見なしていながら、その一方で特別視もしているようだ。




〈古来種〉──その世界内の伝承についてはともかく、そのゲーム的な意味合いははっきりしている。

　この世界における〈大地人〉はさまざまな点で〈冒険者〉より劣る存在として設定されている。

〈冒険者〉は戦闘を繰り返すことによりどんどんと成長する。レベルが上昇し、初期の戦闘能力を何十倍にも拡大する。

　致命傷を負っても完全には消滅せず、大神殿へと戻って復活する。世界各地に残された遺跡やモンスターから強力なアイテムを見つけ出し、あるいは奪い返し、その戦闘能力を高めてゆく。

　ごく普通の〈大地人〉から見れば、〈冒険者〉はある種の超人だ。

　もちろんそれはゲームとして正しい。成長というＲＰＧ的なシステムの下もとでは、現れてくるほとんどすべての登場人物が、プレイヤーである自分よりも強いなどという状況は屈辱的だろうし、大きなストレスを伴う。

　ゲームとして〈大地人〉が強くないのは十分に意味があることなのだ。しかしその一方、シナリオ的な意味で「物語」を作る場合「超人的な〈大地人〉」も配役としては必要となる。

〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代、そこには数え切れないほどの物語がゲーム中の説話や伝説として、または冒険の背景として、さらには「クエスト」としてちりばめられていた。

　さまざまな物語があったが、それらの中には物語の筋立てとして「英雄」を必要とするものもあったのだ。例えば「窮地に陥ったあの英雄を助けにいってくれ！」等という物語の筋立てもあるだろう。




　ゲームである以上、救うのはプレイヤーだが、救われるノンプレイヤーキャラクター側があまりにもレベルが低くてはプレイするモチベーションに関わる。

　例えば90レベルにもなるドラゴンをも倒せる〈冒険者〉が、「悪霊王リッチ」の元へ向かった英雄を助けにいくという物語の場合、その英雄が15レベルでは話として格好がつかない。

　それでは「お前みたいに弱いヤツは最初からこんなところに出てくるなよ！　戦闘なんかするな。助けるのもバカらしいや」という感想をもたれてしまうだろう。

　少なくとも「俺が援軍にきたぞ！　力を合わせて敵を倒そう！」といえる程度の実力をもっていないと、「物語」は盛り上がらない。

　そういった「物語を作るデザイナー側からの要請」で設定としての〈古来種〉が出来上がったのだろうと推測できる。




（この考えもずいぶんゲーム側の事情に引っ張られてる気がするけれど……）

　とにかく〈大地人〉にもそれなりの戦力はある。

　ひとつは領主の軍隊。レベルはそこまで脅威ではないが数は揃っている。もうひとつが〈動力甲冑ムーバブル・アーマー〉に代表される、プレイヤーには利用できない魔法文明の特殊な機構。最後に〈古来種〉だ。

　もし〈自由都市同盟イースタル〉への参加を断った場合、なんらかの争いが発生する可能性は考慮しなければならない。だが先ほど考えたように、その可能性は高くないだろう。

〈大地人〉側の３つの戦力はどれも一長一短がある。

　それぞれには見るべきところがあるが、総合戦力としての〈自由都市同盟イースタル〉はアキバの街の〈冒険者〉に及ばない。

　それでも〈円卓会議〉は〈自由都市同盟イースタル〉への参加と不参加の間で揺れた。

　参加派の主な主張は、参加を拒んでもメリットが特にないという点だった。参加をすれば少なくとも〈大地人〉との間に正式な交流ラインが開かれる。戦力的に不安がなければ無理な要求を力尽くで押しつけられる可能性も低いとなれば、参加によるデメリットも少ないように思える。

　参加否定派のあげる主な問題点は「貴族位を与える」という部分にあった。プレイヤーである自分たちがノンプレイヤーキャラクターから「叙勲」され、仲間として認めていただく、という部分が感情的に納得できない、というのだ。

　双方の論点がはっきりした時点で、会議の大勢は参加へと傾いていた。

　参加否定派の主張が感情的であったのは誰の目にも明らかだったからだ。もっともこの感情はなかなかにやっかいで、共感を覚える心はプレイヤーの多数に多かれ少なかれあったのも事実である。

〈円卓会議〉はその辺りを勘案して、簡素な報告を街の広場に張り出した。〈自由都市同盟イースタル〉の各領主と情報交換を行なうために、〈自由都市同盟イースタル〉への参加を決定した、という趣旨の張り紙をしたのである。

　こうして８月、〈円卓会議〉から選抜されたメンバーは〈エターナルアイスの古宮廷〉へとやってくることになったのだ。




　　▼４




　一行が〈エターナルアイスの古宮廷〉へと到着したのは今朝のことだった。アキバの街からこの宮廷への旅は取り立ててトラブルもなく、平穏なものだった。時間にして２時間ほどの距離であり、「シンジュク御苑」よりもさらに近いのである。

　シロエたち代表団は総勢10人。

　あまり大人数で押しかけるのも警戒心を与えるだろうということで、入念に調整された選抜メンバーだった。

　兎にも角にも出席しなければはじまらないのが〈円卓会議〉代表の〝狂戦士〟クラスティだ。

〈自由都市同盟イースタル〉は貴族文化をもっているようである。その中で自治委員会方式である〈円卓会議〉がどのように受け取られているかは不明だが、貴族と対等に話すというのであれば、〈円卓会議〉側も代表者を送らざるを得ない。

　その次に考えられたのは派遣団Ｎｏ．２である。

　クラスティは戦闘系ギルド最大手〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の代表でもあるので、形の上では生産系ギルドから１名副使を選ぶべきだろうという話になった。

　候補としては〈海洋機構〉の〝豪腕〟総支配人ミチタカ、〈ロデリック商会〉のロデリック、〈第８商店街〉を率いるカラシンだが、これは押し付け合いになった。

　多少揉めたあとで選ばれたのは、〈海洋機構〉のミチタカだった。

　３つの生産系ギルドの関係はけっして悪くはない。それぞれに特徴をもち、このアキバの街を支えている。しかし、生産者にとって、今は新発見に街が沸き返っている時期だ。街を離れるのは惜しい気持ちがあるのだろう。代表の押し付け合いにはそんな背景があった。

　ミチタカは「今は発明のニュースを追いかけている方が楽しいしな」等と逃げようとしたのだが、11回勝負のじゃんけんに負けては文句もいえない。カラシンになにもかも押しつけようとしたが、それにも失敗した様子だ。

　もっとも面倒見のよいミチタカのことである。最終的には最大手の器を見せつけて、「しっかたねぇなぁ。任せておけよ」と断言したのは立派だった。しかしそのあとで未練がましく「なんかあったら飛んで帰る。２時間で帰れるし」とコメントしたのは、〈円卓会議〉参加者間の秘密だ。

　バランスからいってもうひとり、実務方面や情報関係の分析ができる人材をＮｏ．３に選ぼう。そんな風に〈円卓会議〉の意志が決まった時、全員の視線が止まったのがシロエだった。

　もちろん〈円卓会議〉を構成する評議員はそれぞれがアキバの街を代表するギルドの責任者だ。情報収集も分析も自らのギルド内部に得意とする人材は存在する。

　しかし、彼らの中ではシロエの見せた知謀の記憶は新しかったし、なにより「〈円卓会議〉を成立させた黒幕なのだからもっと働け」という気持ちがなかったとはいえないだろう。




　シロエ個人としては同時期に行なわれる結果になってしまった「夏季合宿」も興味深かった。

　新人プレイヤーの鍛錬ということになっているので、ミノリとトウヤの双子が〈記録の地平線ログ・ホライズン〉から参加しているし、東京周辺の農村部における情報収集もおろそかにはできない。この２ヶ月の間、折にふれて調べてはきたが、まだまだ〈大地人〉との接触が根本的に足りていないように思える。

　シロエとしてはどちらのイベントも軽視したくはなかったために悩んだのだが、ミチタカが熱心に「いや、お前もくるべきだ。俺だけ街を離れるなんて許せない」と力説するので、仕方なく宮廷へ向かう副使としてメンバー入りを了承したのだった。

　シロエは〈円卓会議〉の要請で３人目の列席者として代表団に。アカツキは最初から「主君の身はわたしが守る」と公言していたので、自動的にシロエと同行。随行というか従者という立場での参加となった。

　一方で、直継とにゃん太は夏季合宿の方へ引率者として同行という分担になった。直継もにゃん太も後輩の面倒見がよいし、異世界化してしまったあとの戦闘経験が豊富だ。実践的な戦闘訓練と、なにかトラブルがあった場合の対処では頼りにできるだろう。

　シロエの誤算としては、アカツキの参加が決定した時点で、いつの間にやら〈三日月同盟〉からオブザーバーとしてヘンリエッタの派遣団参加が決定してしまったことだろうか。

　ヘンリエッタの同行は「シロエの従者」という形になっている。

　それはよいのだが、同じく「シロエの従者」というあつかいのアカツキと控え室などが一緒になるヘンリエッタは、まさに狂喜乱舞の有様だった。

（──明らかにアカツキ狙いだよ）

　シロエとしては額に縦線を入れるしかない。

　ヘンリエッタが嫌いなわけではない。美人だし、聡明だし、頼りがいはある。むしろ好意をもたざるを得ない女性だと思う。しかし多少常軌を逸した熱情があるようで、心配の種になっているだけだ。

　もっとも事情を知らない他の〈円卓会議〉メンバーから見れば、シロエは両手に花というか、両脇に美少女と美女の布陣に見える。「そうじゃない」といっても納得してもらえはすまい。

　そんな選考過程を経て、〈自由都市同盟イースタル〉領主会合へ派遣される代表団は決定された。代表は〈円卓会議〉議長、クラスティ。第１副使は〈海洋機構〉のミチタカ。第２副使は〈記録の地平線ログ・ホライズン〉シロエ。そのほか、秘書や従者という形での同行者を含めて総勢10名である。




（これは、なんていうか……。居心地悪い）

　選考過程を思い出しながらも、大ホールの隅で目立たぬようにしていたシロエは独りごちる。

　会場には徐々に人が増えてくるのに、アカツキはシロエの背中に隠れるようにぺたりとくっつき、ヘンリエッタは艶然と微笑みながらもシロエに身を寄せているのだ。

「シロエ君は流石さすがだな。悠然としたものじゃないか」

　クラスティがミチタカにそういうが、それは誤解だ。

　シロエは悠然としているのではなく、途方に暮れているのだ。

「まぁ、こいつほどの英雄になると。ぷっ。こんな大舞台でも、女をふたり囲うくらいのことは……あー。余裕でできるらしいな。なぁ？」

「失礼です。このような舞踏会など真っ黒シロエ様の草刈り場にすぎないのですわ」

　わかってて笑い者にしているミチタカにはあとで復讐するとしても、ヘンリエッタの方向性を誤った買いかぶりが、シロエには痛い。

　と、いうのもだ。

　先日の〈円卓会議〉設立騒動以来、ヘンリエッタの内部でシロエは「陰謀をたくらませたら比類ない黒脳みその持ち主」という設定になってしまっているらしいのだ。

　それだけなら苦情をいうこともできるのだが、それに加えてその黒さに対する絶大な信頼感のようなものを表明されてては、ろくに言い返すこともできない。

　わけがわからないが、ヘンリエッタの中では黒い＝評価が高い（？）ということでもあるらしい。褒めてくれているものを無闇に否定することもできず、シロエは苦しんでいるのである。




「今回はよくおいでくださった」

　それでもヘンリエッタになにか一言くらいはいってやろうとシロエが口を開きかけた時だった。毛皮の縁取りがついた白銀のマントをまとう、見まごうこともない貴族が、シロエたちの一行に挨拶に現れた。

（ううわ、すごい……。本物だぁ）

　シロエの感想どおり、どこからどう見ても「本物」の貴族然とした壮年の男性だった。短く刈り込んだ髭、銀髪の下の眼光鋭い眼差し。年齢のせいで筋張ってはいるが、若い頃は戦場に立っていたのだろうと思われる筋肉の付き方。

　夏用なので、あまり重そうには見えない暗褐色の縁取りのついた濃紺の上下に、いくつものメダルや飾りのついたベルトを締めて、黒く磨き上げた革の丈の高いブーツを履いている。

「初めまして、お招きありがとうございます。アキバの街を自治する〈円卓会議〉代表のクラスティと申します」

（クラスティさんの度胸はすごいなぁ。貴族みたいだ）

　滑らかに答えるクラスティ。その表情はさほど気後れしたようにも見えない。

　続いてミチタカが挨拶をする。こちらも特に緊張した様子は見えなかった。図太いという意味では、〈円卓会議〉でも屈指の図太さをもつふたりだ。この人選はまったく正解だな、とシロエは考える。

「僕はシロエといいます。以後よろしくお見知りおきを」

　そんな思考を巡らしながらもシロエも簡潔に挨拶する。そのシンプルな態度は、傍はた目めには緊張とは無縁に見えるために、「図太いふたり」ではなく「図太い３人」であることに、シロエは気がついていない。

（詳しい自己紹介は後回しだ。相手の素す性じようも知りたいし）

「わたしの名前はセルジアッド＝コーウェンだ。〈自由都市同盟イースタル〉の取りまとめ役を務めさせてもらっておる」

　シロエの気持ちを察したのかどうかはわからないが、壮年の貴族はそう名乗った。セルジアッド＝コーウェンといえば、〈円卓会議〉へと送られてきた書状にあった筆頭領主である。

（この人がそうなのか。……東部最大の実力者、というわけだ）

　アキバの街は日本サーバーにおける、最大規模のプレイヤータウンである。しかし、それは日本サーバー内で最大の街であることを意味するわけではない。

　この日本サーバーにおける最大規模の街とは「灰姫城キヤツスル・シンデレラ」を中心とする「マイハマの都」である。

　そもそもこの異世界において、東京の街はすでにひとつの都市として機能してはいない。

　なぜならば、現実世界の日本人口１億数千万に比して、この異世界においてのそれは１００分の１程度しか存在しないからだ。

　人々は、あちらこちらに小さい集落や、城壁に囲まれた避難地を作り、そこで暮らしている。旧東京周辺もそうだった。この地域にはアキバの街やこの宮廷など、高度な科学文明や魔法文明の遺産が残り、それを利用した幾つかの市街が存在する。しかしこの地域すべてを管理、支配するには、もはや人間が少なすぎるのだ。

〈神代〉と同じほどの勢力圏を維持できないまでに、善の人類種族はこの世界の主役の座から転落しているのだ。

　そのため旧首都圏は幾つかの自衛能力をもつ小都市に分かれてしまっているが、その中でも、もっとも巨大なのはマイハマの都だ。

（それに続いて僕たちアキバの街。同じくプレイヤータウンのシブヤの街。イケブクロは〈陽光の塔〉のおかげで大きいな。現実世界で新宿に当たる場所はベヒモスの発生で完全に壊滅しているから……。あとは少し離れてヨコハマ、アサクサ……。くらいか）

　それが現在の関東圏の人間が住む環境の概要だった。




　目の前にいる壮年の領主は、その関東圏の中でももっとも大きな街、マイハマの都の支配者である。マイハマの都はアキバとは違い大聖堂がないために、いわゆる「プレイヤータウン」ではない。だがそれをのぞけば商業設備も整っているしクエストの種類も豊富だ。中レベル以上のプレイヤーであれば、〈エルダー・テイル〉時代、少なくとも一度は訪れたことがある場所だろう。

　繊細な鋼細工でできた高架歩道と空中庭園が印象的な街で、シンボルになっている「灰姫城キヤツスル・シンデレラ」は日本サーバーでもっとも美しいといわれる白亜の宮殿である。

　目の前では早速クラスティが会話に乗り出していた。

〈円卓会議〉は自治委員会であり、住民の代表たちで構成されているということ。自分はその議長という立場にあるということ。今回は招待を嬉しく思い参上したことなどを簡潔に伝えている。

「ふむ。ふむ……。あいわかった。つまりそのギルド、なるものがそれぞれ領地をもたぬ貴族のようなもので、有力なギルドが話し合って自治を行なっているということだな？　形式としては領主が集まり会議をもって行動指針を決める〈自由都市同盟イースタル〉のやり方を１段階小規模にしたものといえるわけだ」

「そのとおりです」

　セルジアッド＝コーウェンの言葉にクラスティは頷く。

「しかしそうなると、ふむ……」

　会場に給仕として現れたエルフの女性から飲み物を受け取ったセルジアッドは考え込む。

「代表とはいえ、その中のひとりだけに貴族位を授けるというのは無用な軋あつ轢れきを生むかの？」

「そう考えます。できれば、その件に関しては、辞退いたしたく」

「ふぅむ。それはそれでこちらとしてもな」

「では、〈円卓会議〉そのものに準貴族位というか、貴族と〝みなす〟ことにより出席権を与えてはいただけないでしょうか？　そうすればわたしたちも皆さんと一緒のテーブルにつくことができます」

　これはミチタカの言葉だ。悠々とした大人物の態度でクラスティと協力して老領主の説得に当たっている。

（僕とたいして歳は違わないと思うけど。まったく問題なさそうだなぁ）

　シロエは１歩引いたところから話し込む３人を見つめていた。

　クラスティはもちろん、ミチタカも、おそらく現実世界では30歳にもなっていないだろうが、この世界の貴族相手に退きもせずに渡り合っている。横で見ていても不安を感じないし、よしんばふたりが交渉に失敗するようならば、シロエが多少口出ししたところで成功などしないだろう。

「やはりずいぶん注目を浴びているようですわね」

　そんなシロエにこっそりと耳打ちしたのはヘンリエッタだった。目をあげてみれば、大ホールはすでに大勢の出席者で賑にぎわっている。事前に調査したところによれば、〈自由都市同盟イースタル〉には24の都市や領地が参加しているそうだ。

　それぞれ代表１名に参謀２名、随行が４～５名。お披露目をするために子どもや孫を連れてきているとすれば、合計してやはり数百人にはなるだろう。ざっと見渡しても、この巨大な広間には１００名以上の人間がひしめいているように見える。

　ダンスをするために装飾された、緋色と金色に染まるこの巨大なホールは、それだけの人数が集まっても手狭という印象は全くない。その巨大なホールのあちこちで談笑するグループが、こちらに視線をちらちらと送ってきているのは、シロエも感じることができた。

（それでも声をかけてこないというのは……。セルジアッド公に遠慮をしてのことなのかな？　それともなにかすでに密約があるとか。でなければ、僕らには想像もつかないような奇怪な噂が流れているとか？）

　シロエは思考を巡らせる。

　おそらくシロエたち〈円卓会議〉が〈自由都市同盟イースタル〉の情報を完全には把握していないのと同様に、〈自由都市同盟イースタル〉もまた〈円卓会議〉の情報を把握し切れてはいないのだ。

　今回の招待状がよい例である。

　ある程度は上から命令してしまい自分たちの組織の一部に組み入れてもよいのか、それとも細心の注意と礼をもって遇しなければ手痛いしっぺ返しを喰らうのか、両者ともに測り切れてはいない。

　相手の情報は欲しいが、その情報を得るための会話は、揚げ足をとられないように慎重なものとなる。

　必然的に、やりとりには多くの時間が必要だ。

（これはタフな交渉になりそうだなぁ）

　シロエはぎゅっと目をつむり、眉み間けんを押える。交渉のメインどころはクラスティとミチタカが現在全力で当たってくれている。そうであるのならば、その隙に突破口を見つけるのがシロエの役目だろうが、今の段階ではよいアイデアもない。

　もちろん〈自由都市同盟イースタル〉の情報は手に入る限り事前に集めているが、所詮街の酒場や書物で調べた知識だ。貴族の社交界の生の情報が、そうそう巷こう間かんへダイレクトに流出するものでもないだろう。

　シロエがそう悩んでいると、突然音楽が止まる。




　ざわめきが潮のように引くと、大ホールのアーチ付近の人垣が割れて、そちらの方から輝くような一行が現れる。人々が好意と期待でざわめく中に現れたのは３人の少女とパートナーだった。




　　▼５




「孫娘なのだよ。レイネシアといって今年15になった」

　セルジアッド公爵は目を細める。

　すると貴族然とした貫禄が色を潜め、柔らかい祖父の表情を見せるようになった。

「諸君らには馴染みがないだろうが、我々のしきたりでね。適齢期に達した淑女は、舞踏会において社交界にデビューする。明日から続く10日間の会議は、〈自由都市同盟イースタル〉の諸問題を調整する場であると同時に、わたしたちの交流の場でもあるのだ。──われわれ貴族はその領地を守るために普段蓄えた武力や財力を利用するが、この過酷な世界においてはそれでは十分とはいえない。いや、十分といえる備えなどいつになっても得られる保証などはないのだがね。それでも、友人や縁戚というものは、剣や金貨や城壁といったものよりも、時に自らと自らの領民を守る助けになってくれるものなのだ」

　多少は打ち解けてきてもらえたのか、セルジアッドはクラスティとミチタカに自分たちの社交界の意義を説明している。

「わかります。わたしたちもギルドという集団を作り、仲間で支え合う。家族のようなものです。時にはギルドの枠を越えて助け合う。それも〈円卓会議〉の使命です」

　ミチタカがそう答えた。

「ひとりの力には限りがありますからね」

　クラスティの答えもそれを受けてのものだ。

　綺麗事ではあるが、この場においては綺麗事が相応しい。

「そのとおりだとも」

　セルジアッドもまた、その言葉に我が意を得たりとばかりに微笑みを返す。

　ミチタカとセルジアッドが、話しながらも視線で追いかける先では、３人の少女が今まさにホールの中央に進み出たところだった。その手を壊れ物のように支えるのは、領地の騎士なのだろうか。いずれも劣らぬ伊だ達て男おとこである。

「皆さんお美しいですね」

　ミチタカがそう評する。

　商人らしい賛辞だったが、ミチタカとしても噓をつく手間が省けて気が楽だったろう。今回に限ってはお世辞をいう必要はないのだ。

　１歩進み出たのは、15歳という年齢よりは幾分幼く見えるが、ほっそりとした首筋をもつ儚はかなげな印象の美しい少女だったのだ。

「中央が我が孫娘、レイネシアだ。右にいる新緑の髪をもつのがオウウのレスター侯の娘、アプレッタ。赤毛の情熱的な娘が自由都市イワフネの領主スガナの孫娘。いずれも今年社交界に顔見せとなるな」

（なるほど……。３人ともかなりの美少女だな。こうして「お披露目」をして、社交界デビューとなるわけだ）

　見守るうちに音楽が流れはじめる。

　そのような事情であれば、こういった公衆の面前で踊るのははじめてのはずだが、練習を重ねたのだろう、３人ともそれを感じさせないステップだった。とはいえ、まだ表情は硬い。

　緩やかな円舞曲は弦楽に木管楽器が加わってより一層深みを増した。シロエはその音楽に聞き覚えを感じる。〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代に、ゲームを立ち上げる度に耳にしていたオープニング曲だったのだ。

　その驚きと懐かしさを共有できたのは、この大広間の中で、シロエたち一行の10人だけだった。弾かれたように視線を合わせるシロエたちは、すぐにも苦笑めいたものに満たされる。

　視線が絡んだ瞬間に、自分たちが本当に異世界にきてしまって、帰れる当てがないという苦い思いを共有したのだった。だが、だからといって取り乱してよいような立場でもないし、取り乱すには責任がありすぎた。

　やがて一連のフレーズが終しゆう焉えんを迎え、姫たちは優雅に膝を折る可憐な感謝の礼を行なう。

「さて、２曲目だ。……諸君らも踊ってくるとよい」

「は？」

　ミチタカがなんとも間抜けな表情で老セルジアッドに問い返す。

「先ほどもいったろう？　この舞踏会は会議に先だつ社交の場なのだ。周囲を見渡して見たまえ。皆が君たちに興味津々だぞ。今わたしが代表して話しかけているのは〈冒険者〉との付き合い方をみんなが知らずに警戒しているからにすぎない。これではお互いの信頼はともかく、情報交換もままならないのではないかね？」

〈自由都市同盟イースタル〉を代表する老領主は、そういうと威厳たっぷりの横顔に茶目っ気をのぞかせる。

「皆のものも客人のダンスを見たがっている。どうだね、そこの黒髪のお嬢さんは？」

　突然話を振られたアカツキは、それこそ電流でも流されたかの如く小さく飛び上がると、そそくさとシロエの陰に逃げこむ。

「わたしは主君の忍び。忍びは影にして護衛。こ、こ、このような公の場で姿をさらすなどとんでもない」

　続いて視線をやられたミチタカは、多少引きつった表情を張り付かせたまま首を左右に振る。「いやいや、俺は不調法ですからね。とんでもない！」と。

　生産が専門とはいえ、そこはさすがに〈冒険者〉の身体能力だ。残像が出るほどの速度で首を振っているのがおかしかった。

　まぁこの中で押し出しがいいのはクラスティだな、とシロエはくすくす笑いながら考える。




〝狂戦士〟だなどという恐ろしげなサブ職業とふたつ名をもっているクラスティだが、見かけは理知的な美丈夫だ。

　アメリカンフットボールのチームにいるような「身体つきもがっしりしたエリート秀才タイプのハンサム眼鏡」という表現がぴったりの彼だ。ポジションでいえば、クオーターバック。しかも中央突破ができる司令塔だろう。

　体格がよいからタキシードも似合っているし、おあつらえ向きに同じギルドの女性も同伴してきている。

「ここはシロエ君の出番だな」

　しかし、声をかけようとしたシロエより先に、そのクラスティ本人が重々しく口を開く。そんな冗談を、といいかけたシロエだが、機先を制したクラスティは至し極ごく真面目な表情だ。

「わたしはここでセルジアッド卿と今少し歓談していたく思う。シロエ君であれば、えーっと、そうだ。──〝この舞踏会は草刈り場〟なのだろう？　その絶技の一端を〈円卓会議〉のために役立てて欲しい」

（ク、クラスティさん。わかってていってるな!?　く、くそぅっ）

　シロエは血の気が引いていくのを感じる。

　高レベルのモンスターに立ち向かうのだって大会議で論陣を張るのだってできなくはないが、そもそもシロエは周到に計画を整えて、つまり必勝の策をもって戦線を構築する参謀タイプの人間である。

　これが例えば、10日前に予告されたのであれば、どのような無理難題でもなんとか切り抜ける策を見つけただろうが、いきなりふられては目を白黒させるしかない。




　しかし〈円卓会議〉代表のクラスティが、〈自由都市同盟イースタル〉筆頭領主のセルジアッド公爵との話があるため代理を頼む、そういっているのだ。シロエとしても反論も難しい。

　なんといってもシロエは、先ほどまでクラスティとミチタカが要領よく交渉を進めていたために、自分は何もしないでいたわけだ。もちろん、今後の方策を考えながらではあったが、その糸口がつかめていない以上、仕事を割り振られれば罪悪感から引き受けざるを得ない。

（はぁ……。今回は恥をかいてくるしかないかぁ）

　ションボリを肩を落としかけたシロエだが、視線を感じてふと顔を上げるとヘンリエッタの艶然とした微笑に出会う。

「シロエ様。肩を落とすのはお似合いになりませんわ」

「そんなこといったって。……こればっかりはねー」

　半分以上自や棄けになったシロエはため息をつくが、ヘンリエッタは立てた人差し指を女教師のように左右に振る。

「殿方は自信のないところを見せてはいけません。それは空元気であってもです。ギルドマスターならばなおさらですよ？　マリエはおバカでお間抜けで能天気で、もうひとついえば胸が大きいですが──そこのところだけはよくわかっていますわ」

　それは、まさにそのとおりだろう。マリエールの笑顔は、その笑顔がありえないような状況でこそギルドメンバーを励ましてきたはずだ。シロエは反省する。

　いろいろと知恵がまわるのはよいけれど、取り越し苦労やまだ見ぬ未来のことでくよくよするのが自分の弱点だという自覚はあるのだ。

「了解。反省します」

「良くできました。では……。よい子のシロエ様に、わたしが魔法をひとつプレゼントいたしましょう」

「え？」

　ヘンリエッタは爪先を使った優雅なターンでシロエの前に進み出ると、絹のグローブに包まれた手をその目の前に差し出す。

「アカツキちゃん？　よく見ていてくださいませ」

　気け圧おされたようにシロエがその指先をとると、自然な動きで腕を絡めたヘンリエッタはシロエ共々ホールの中央まで進み出た。

（ちょっ……。ヘンリエッタさんっ）

　シロエ的にはこれはやりすぎだ。

　踊らなければならないとしても、ホールの奥のすみとか、南側の出口付近とか、適度に人が多くて目立たずに１曲終えられる場所がたくさんあるはずである。ホール中央など、宴うたげの主賓となるべき、またダンスの達者な人が踊るべき空間スペースなのだ。

「シロエ様。微笑んで、胸を張ってくださいまし」

「……」

　自分が生唾を飲み込むのがわかる。確かに〈円卓会議〉立ち上げの会議でも緊張したし、ＰＫ戦やそれ以前の大規模戦闘でも心臓が跳ね上がるような体験をしたことはあるが、これはまた一種独特の恐怖感だ。

　広場いっぱいの参加者たちが自分のことを観察しながら小声でくすくす笑ったり品評しているという妄想がぬぐえない。

「よろしいですわ。その姿勢のままわたしの腰に手を……。いえ、もう少し上です。……そうそう、ウェストの裏側に手を添えるような感じですね」

「告白しますけれど、僕、ダンスなんてまったくできませんよ？」

「あら。こんな姿勢で告白だなんていわれると、照れてしまいますわ」

　ヘンリエッタはシロエを見上げて微笑む。

　パーティードレスに合わせるためだろう、いつものキャリアウーマン風リムレス眼鏡をはずした瞳は思ったより大きく見えて、そんな風に微笑まれるとシロエとしてもどぎまぎしてしまうのだった。

「そうじゃなくて。誤魔化さないでくださいってば」

「シロエ様？　わたしの職業をご存じでしょう？」

「それは〈会計士〉──あ」

　視線を伏せたヘンリエッタはシロエの胸元辺りを見つめたまま、耳を澄ませて小声で呟いている。それは小鳥の囀さえずりのような、細く、聞き逃してしまいそうな程に小さな歌声。

　はじめて聞いたはずのワルツ曲を、ヘンリエッタは先行予測してタイミングを計る。

「さぁ、行きましょう。シロエ様」




　まるでシャンパンから溢れる炭酸の泡が弾けたようにホールいっぱいにわき上がる音楽。第３曲目のスタートだ。優雅で古典的なメロディーに寄りそうようにヘンリエッタがシロエの方にステップする。

　胸を張ったままヘンリエッタを支えるように彼女の腰を支えるシロエ。ヘンリエッタは何事かを呟きながら、くるり、くるりと花びらが舞うようにシロエを誘導する。




（そうだ。ヘンリエッタさんは──〈吟遊詩人バード〉だ）

〈吟遊詩人バード〉。

　それは〈エルダー・テイル〉12職業のうちひとつ。

　武器攻撃３職のうちのひとつではあるが、〈暗殺者アサシン〉や〈盗剣士スワツシユバツクラー〉がそれぞれの手段で高いダメージを与えるのに対して、〈吟遊詩人バード〉は支援職だ。

　支援職とは、仲間の戦力を増強し、敵の戦力を低下させることにより戦局を有利に進める職業の総称で、〈エルダー・テイル〉においてはシロエの〈付与術師エンチヤンター〉と、ヘンリエッタの務める〈吟遊詩人バード〉のみがそれに該当する。

〈吟遊詩人バード〉の特徴は音楽を操るということだ。その名のとおり音楽に関係した能力をもつ〈吟遊詩人バード〉は効果時間の長い特技を多く習得する。ほとんどの特技が一瞬から10秒程度の効果しかもっていない〈エルダー・テイル〉の世界において、分単位、または永続的な効果の特技を多数もつ〈吟遊詩人バード〉は一種独特の存在だ。

　ヘンリエッタ自身は参加したことがないといっていたが、通常の戦闘に比べて遙かに長時間プレッシャーに耐えなければならない大規模戦闘においてこそ、その実力は真価を発揮するといってもよい。

　また、〈暗殺者アサシン〉や〈盗剣士スワツシユバツクラー〉と比べれば練度は低いが、白兵戦の訓練も積んでいて、細い剣や弓などの軽量武器のあつかいには特に秀でる。

　これら武器による攻撃はＭＰを使用しないために、長期戦においては「ＭＰを消費しない武器攻撃」と「ＭＰ効率のよい長時間特技」を組み合わせて戦う。エネルギーコストパフォーマンスが非常に優秀で、その戦闘能力を長期間維持できるのだ。

　一方、それだけの長時間戦闘を見越した職業だけに、攻撃、回復、援護といったあらゆる要素において、瞬発力が非常に低い。「とっさの反射神経で戦局を打開する」能力に乏しく、運用には深い洞察力や展開の予想が必要とされる点が、敷居を高くしている職業でもある。




　そのヘンリエッタが、大ホールの中央でシロエの腕に収まり、くるり、くるりとターンを繰り返す。

　無理にシロエにステップをさせずに、自分から積極的に動くヘンリエッタ。やがてシロエもその動きに慣れてくる。

　そもそも異世界における肉体は現実世界の数十倍も高性能なのだ。魔術師系の職業であるシロエだとて、現実のネット中毒気味な「本当の肉体」に比べれば、その敏捷性も体力もアスリートのように高い。

　シロエが自分の身体の動作イメージを漠然とだが把握しはじめた頃、ヘンリエッタは胸元で小さな８分音符を弾けさせる。

「だいたいわかりました？　シロエ様」

「だいたいは」

　ヘンリエッタは小声で囁きながらも、小さな８分音符を弾けさせるのを止めない。




　Ｃはあまい橙色。

　Ｄはレモン色。

　Ｅは黄緑色で、Ｆは鮮やかな碧色。

　Ｇの音は深い海の青で、Ａは素晴らしい紫。

　そしてＢはラズベリーと夕焼けの中間のような赤い色。




　シロエにどうやってそれを見せているのか、どうして会話をしながらも続けられるのかわからなかったが、ヘンリエッタの胸元からこぼれ出す色とりどりの音符は、まるで小さな妖精のようにふたりの周囲を漂っては空気に溶けてゆく。

　おそらくは〈吟遊詩人バード〉の特技における視覚効果エフエクトなのだろうが、こうまで楽曲と一致させるのは非凡なセンスが必要なのではないか？　それとも〈吟遊詩人バード〉の音楽スキルがあれば誰にでも可能なことなのだろうか？

（要するに──音ゲーと一緒なんだな）

　大得意というわけではなかったが、シロエにも元の世界で一応の経験があるゲームジャンルだ。太鼓を叩いたりスクラッチをしたりするのに混じり、大型筐きよう体たいのフットパネルでダンスを踊るゲームが現実世界には存在した。

　それに比べれば楽曲のテンポは遅いし、遙かにシンプルなステップだ。シロエは集中力を研ぎ澄まし、耳から入ってくるメロディーとヘンリエッタの滑らかな頰をかすめて漂う七色の音符をリンクさせる。

「そうですわ。ライトステップ。ライトフォワード。……ハーフターン」

「はい、師匠」

　シロエがくすりと小さく笑って応えると、ヘンリエッタが一瞬あっけにとられ、憮然とした表情に変わるのが見える。しかしそれすらもなぜか無性に楽しい。
















　ああ、音楽を聴いて楽しいと思うなんて、身体が動き出すなんて久しぶりだな、とシロエは思った。

　ＷｅｂＴＶにＷｅｂラジオ、ＭＰ３。以前は音楽が溢れていた。あまりにも溢れていて無料だったから、それがどれほど「特別」なものか忘れていたのだ。

　音楽は特別なもの。

　自然界には存在しない人間が生み出したもの。

　それは料理と同じように、失われてはじめてその豊ほう饒じようさに気がつく種類の体験なのだ。自分たちがすっかりそれを忘れていた間も、胸の中ではずっと旋律を奏で続けていられた、目の前の美しい〈吟遊詩人バード〉に感謝する。

「余裕がお戻りになったら、背筋を伸ばしてください。わたくしたちは、大勢に見られているんですよ？　軽やかで、羽根のようなステップを披露しなければ。──シロエ様はわたしたちの真っ黒参謀なんですから」

　しかし当のヘンリエッタはその笑みをどう解釈したのか、女教師然とした態度でお小言を告げる。

　シロエは背筋をぴんと伸ばすことに集中する。腕の中のヘンリエッタを気遣いながら、その動きを妨げないように左手を掲げ、指先をリードする。

　くるりくるりと舞うシロエとヘンリエッタ。

　さっきまでよりも音楽がずっとクリアに聞こえる。聞こえれば、旋律に乗って、身体は自然に動いた。自分とヘンリエッタのつま先が、正しいリズムを踏んでホールを横切り、艶やかにステップを重ねる。

　確かに、多少余裕が出てきたのだろう。今までまったくの背景にすぎなかった大ホールの中が見えてくる。

　自分の周囲でひらひらと花のように舞う踊り手たち。音楽に酔ったように息を合わせる室内楽の演奏者たち。

　そして自分たちふたりを見つめる無数の目。彼らが小声でかわす会話──どうやらただの田舎者と侮あなどることはできないようですな、という意地悪な囁きさえ、今でははっきりと聞き取ることができる。




「さぁ、もう一曲。辺りの陰口を残らず黙らせますわよ？」

「了解しました。──お嬢様」

　シロエたちは曲目が変わるのに合わせて、もう一度ステップを踏みはじめるのだった。



































　　▼１




「ラグランダの杜もり？」

　トウヤは声を上げた。

　その名前はダンジョンのようではないか。そんな疑問をぶつけてみると、直なお継つぐからは「ダンジョンみたいなんじゃなくてダンジョンなんだぜ。ボケんなよ」という答えがかえってきた。

　先ほどまで藤色だった空はすっかり藍色に染まり、一行が寝泊まりすることに決めた廃校のグラウンドは、いくつものたき火で赤々と照らし出されている。

　今晩はこのベースキャンプへの到着を祝うバーベキューパーティーだ。

　校庭にはすべての参加者、聞いた話によれば60名前後が集まって騒がしく食事を楽しんでいる。

　季節は８月。

　大地は昼間の太陽で焼かれた熱気をこもらせて熱い。しかし、湿り気がなくからりとした夜風は肌に気持ちよく、汗はかくものの不快感はそれほどでもなかった。

　料理ももちろん最高だ。

　にゃん太班長が作る料理はいつでもおいしいが、こうして大人数で食べるそれはいわくいいがたい風情がある。トウヤは昔からこんな雰囲気が大好きだ。思い起こせば、縁日の屋台料理などを食べたがり、姉のミノリにもずいぶん我が儘をいってしまった覚えがある。

　その姉のミノリは、忙しく飲み物を配って回ったりしていたが、トウヤの手招きで駆け寄ってきて「どうしたの？」と問いかけた。

「あんな、ミノリ。ダンジョンいくらしいぞ？　知ってた？」

「えっ？　ダンジョンなのっ!?」

　先ほどのトウヤと同じく驚きの声を上げるミノリ。

　もちろん３週間にわたる夏季合宿である。当然戦闘訓練などは想定していた。しかし、いきなりダンジョンにいくとは想定外だったのだ。

「わたしもですか？」その言葉に直継は頷く。

「まあ、ミノリには少し荷が重いのはわかってるんだけどな。でも、トウヤと別々の班で戦うよりも、同じ班の方がなにかと安心だろう？」

「そりゃそうだよ」

　トウヤはうんうんと頷く。トウヤとミノリは双子だ。

　一応出生時間の関係からミノリが「姉」ということにはなっているが、トウヤの中には姉だから保護者である、という意識はない。それよりも、自分が男で姉は女だという気持ちの方が強いのだ。であるならば、保護者とまではいわないが、守るのは自分だと思う。

　どうせこの世界でずっと一緒に組んでゆくのだから最初から一緒の方がよい。なにより姉がなんらかの危機に巻き込まれることがあったらその近くにいられないなんて考えられない──トウヤはそう思うのだ。

「それは、そうですね」

　どうやら姉も同じ考えのようだ。素直にこくりと頷いた。

「まぁ、ミノリっちは海岸組でもよいのですが、ダンジョンに慣れておくのも後々のためには貴重な経験なのですにゃ」

　焼いたアジを大盛りにした四角い大皿を運んできたにゃん太班長がそう話しかけてくる。

「海岸組って、どういうことでしょう」

　ミノリの質問に、にゃん太班長は丁寧な解説で答えた。

　どうやら、新人プレイヤーとはいえ、その実力はかなりさまざまであるらしい。

　この廃校舎をベースキャンプに、レベルごとに細かく組に分けて、さまざまなカリキュラムを行なうのが今回の夏季合宿の方針なのだそうだ。




　非常にレベルの低い……20未満のプレイヤーは、この校舎周辺で野生動物や、海岸で巨大カニと戦うことになる。これには引率者や回復職が同行するので、相当に安全だし、順当に経験を積むことができるだろう。

　しかし、対象が単体であることだし、パーティーを組むことはしない。そもそもパーティーでの連携にしたところで、自分のメイン職業にはどんな特技があり、どんなことができるのか、得意なのはどんな局面なのかがわかっていないと、力を合わせることなんてできない。そのためにも、この段階では個人特訓という形になる。

　実をいえば、合宿組でもミノリをふくめたかなりの人数が、昼間の間に、その海岸を見学してきてしまった。マリエールに引きずられていったのではあるが、最終的には水着をきて、波打ち際ではしゃいでしまったわけで、ミノリは少しだけ反省する。

　男性陣に設営や荷物運びを押しつけて、うかうかとバカンスレジャーを堪能してしまった。

〈三日月同盟〉の親しい娘にまじってビーチボールまで楽しんでしまった。「うっは、うれしいなあ！　たのしいなあ！　やっぱ、夏ヤン？　水着やん？　はっぴーやわぁ！」高らかに宣言するマリエールの人を巻き込む力は恐ろしいと思う。

　破壊力満点のスタイルも恐ろしくて、ミノリは子どもっぽい水着がほんのちょっとだけ恥ずかしかった。もっとも背伸びをしたらしたで、それも恥ずかしいに決まっているのだが。




　20レベルから35レベルの冒険者は、パーティーを組んでの戦闘訓練だ。これには屋外と屋内での戦闘がある。屋外戦闘は付近にある「カミナス用水」というところで訓練を行なうらしい。

　一方屋内訓練は、先ほどトウヤが聞いた〈ラグランダの杜〉というダンジョンで行なうとのことだ。こちらは半島の山間部方向へここから半日ほど移動した辺りにある。泊まり込みでの攻略となり、ある意味もっともハードな訓練だ。

　レベルが36以上のプレイヤーは数が少ないために個人訓練だ。この校舎を中心に、高レベルプレイヤーから戦闘のコツなどの指導を受ける。この合宿では、それぞれのプレイヤーが40レベルを目指すということにされていた。




　トウヤの戦闘レベルは29。〈ハーメルン〉で狩猟パーティーの前衛を務めさせられていたから、そこそこの実力はある。

〈ラグランダの杜〉という地下遺跡では、出現する敵のレベルに幅があるという話だ。20レベルから35レベルの冒険者が挑戦するこのダンジョンにおいて、トウヤの戦闘レベル29はまさに中心。タフでハードな戦闘が待ち構えているだろう。

　それを想像すると、トウヤの心の中にはふつふつと闘志がわいてくる。

　一方、姉のミノリの冒険者レベルは21だった。サブ職業である〈裁縫師〉はレベル32とトウヤのサブ職業を圧倒的に引き離しているが、それは戦闘では役に立たない。ミノリはレベル的には相当苦戦を強いられるに違いない。自分が守ってやらなければ、とトウヤは考える。

「まぁ、その辺は直前にでも説明するですにゃ。レベル29と21ならば、別にそこまでバランスは悪くないですにゃ。その差はふたりの双子らしい連携で埋めていけばよいことですにゃー」

　にゃん太班長は、アジの塩焼きにカボスを絞ると、おいしそうにほおばる。今日はもう料理から解放されたのか、壺に入った酒をお椀に注ぐと、さも満足そうに飲み干すのだった。

「そっか、ダンジョンかぁ……。燃えてくるなっ」

　トウヤは心の底からわくわくする気持ちがわき上がってくるのを止められない。

〈ハーメルン〉にとらわれていた当時、街の外へ出掛け狩猟を行なっていたとはいえ、往復の距離と実力のバランスからダンジョンに入ったことはなかったのだ。

〈エルダー・テイル〉におけるダンジョンとは、文字どおりの地下牢獄だけではなく、廃墟や城、城じよう塞さい、塔や神殿、洞窟等を含む「モンスターとの戦闘が行なわれる閉鎖的な構造物」の総称である。

　多くのダンジョンは、神代の遺跡や魔法文明の遺産、あるいはただ単純な自然洞窟などのゾーンである。こうした遺跡は荒野の中の生活拠点としてゾーン化されているために、侵入経路が特定しやすく、保安上も利点が多く、堅牢で需要が高い。

　この場合「需要」というのはモンスター側から見てのものだ。

　多くのダンジョンには、制作者や遺棄者の意図とは無関係に、モンスターが住み着くことになる。〈醜オ豚ー鬼ク〉や〈緑小鬼ゴブリン〉、〈鼠人間ラツトマン〉といった曲がりなりにも知能をもった亜人間種族は要塞化された本拠地として住み着くし、〈フオクウロルウベ熊ア〉や〈合成竜キマイラ〉といった魔獣に属するモンスターは、熊が洞窟をそうするように、ただ単純にねぐらとしてこれらのゾーンを求める。

　また、ドラゴンや一部の上位アンデッドのように高い知能をもつモンスターは、自分の財産の隠し場所として難易度の高いダンジョンゾーンを求めることが知られている。

　ダンジョンデビューはまだのトウヤだが、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉で、すでに２ヶ月の時間を過ごしている。ギルドハウスで過ごしている間にすっかり仲良くなった直継やにゃん太から、〈エルダー・テイル〉でのいろいろな戦闘について聞いているうちに、ダンジョン知識を蓄えていた。




（ダンジョンでの戦闘はフィールドでのそれとは難易度が桁違いだって、直継さんもいっていたしな！）

　トウヤは燃える。

　直継は、現在トウヤの師匠だ。

　シロエはトウヤの恩人でもあり先生だが、武器攻撃技術や前衛としての技能は直継には及ばない。もちろんそれでも知識は十分にあるから、トウヤがどうすべきかを授業してくれることはできるだろう。

　しかし現在の〈記録の地平線ログ・ホライズン〉には、優秀な戦士職である直継がいる。直継はシロエに匹敵する〈エルダー・テイル〉の経験をもち、サーバーでもトップクラスの場数を踏んでいる。同じ戦士系職業ということもあり、シロエにも勧められて、現在では直継の指導を受けているのだ。

　トウヤは直継のことも、シロエに劣らないくらい好きだった。

　年齢差を感じさせないような気さくな性格でありながら、頼りがいのあるナイスガイだ。男はあれくらいタフでなければ、と、トウヤは思う。

　その直継の教えを受けて、戦闘への挑戦意識は高い。

　──いずれはダンジョンにデビューして、一人前の〈冒険者〉への道を踏み出す。そう意識していなかったといえば、噓になる。

「よっし、ミノリ！　やるぜ！　明日から『ラグランダの杜』だっ!!」

「ったく。トウヤったら。……もう。わたしだって絶対トウヤのレベルに追いつくんだからっ」

　ミノリも覚悟を決めたのか、凜り々りしい表情でトウヤを見つめる。

　ふたりは幼い時から馴染みきった拳骨を合わせる挨拶をした。

　ザントリーフの夜の校庭にパチパチと爆はぜるたき火の炎は、明日からはじまる訓練に向かう新人プレイヤーたちの決意と覚悟を祝福しているようだった。




　　▼２




　そして、翌朝。ミノリたちが向かっているのは、ザントリーフ半島中央の丘陵地帯だった。

　この半島には険しい山地は存在しない。その代わり半島全域がこんもりとした丘陵地帯になっているのだ。丘陵にはため池ほどの大きさからちょっとした池くらいのサイズまで、あちこちに水源があり、それら水源からの清水は、ザントリーフ大河へ、または直接海へと注ぎ込んでいる。

　旧世界でいう東京から数十キロしか離れていないにもかかわらず、〈エルダー・テイル〉においてここは自然の王国といった雰囲気だった。

　実際ここに辿り着くまでにも、ウグイス、シジュウカラ、ヤマセミといった元の世界でも見たことがあるような小さな野鳥をたくさん見かけた。また、鹿を見かけることもできた。このような野生動物は、今では日本サーバー管理区域の至るところで見ることができる。

　木々の繁殖力も旺盛だ。アキバの街にあるような神秘的な古木は見かけなかったが、ミノリとトウヤふたりがかりでも抱きしめることができないような太さの立派な杉が、天へと向かって何千本も伸びているのを見た時には感動してしまった。

　ミノリもトウヤも、東京生まれの東京育ちだ。

　今までこのような圧倒的な自然の迫力は感じたことがなかった。

　ミノリはその光景に言葉を失ってしまったが、トウヤは口をぽかんと開けて「すげぇな！」という言葉を何度も繰り返していた。

（我が弟ながらなんて語ご彙いが少ないんだろう。姉としてちょっと恥ずかしい……）

　と思うのも本音なのだが、その一方で純粋に驚きと歓びを表現できる弟に微笑ましい気持ちももっている。




　丘陵をずいぶん上り下りして辿り着いたのは木立が切り開かれた広場だった。腐葉土に覆われた地面を爪先で蹴ると、石畳が顔をのぞかせる。視界の端には、長い風雪ですっかり色褪せ、斜めにかしいだ巨大な鳥居が見える。

　そこは元は神社の境けい内だいであるらしかった。

　ここまで一緒にやってきた14人は馬から降りると、切り開かれた広場の中央に集まる。夜明け前に宿舎の廃校を出発して、辿り着いたのはそろそろ昼になるかという時間だ。

　途中で何回か休憩はとったが、山地の移動がこんなに時間を要するものだとはミノリも思わなかった。

　新人プレイヤーたちの中央に立つのは直継とにゃん太、そして〈黒剣騎士団〉から派遣された〈施療神官クレリツク〉の男性、レザリックだった。

　そこでにゃん太は全員の視界に入る大きな岩いわ屋や戸どを指さす。

「あれが『ラグランダの杜』ですにゃ。内部はかなり広いゾーンになっているのですが……。おおざっぱにいって最初のＴ字路を右に行けば、多少楽な地区に、左に行けば少し歯ごたえがある地区に辿り着くですにゃ」

　新人プレイヤーたちは、岩屋戸に視線をやりゴクリと生唾を飲み込む。

　本当はにゃん太に指し示してもらうまでもなく、この小さな広場に入った時から全員の視線が、巨石で作られた小屋のような地下への入り口に釘付けになっていた。

　蛇のようなツタの絡まるその岩屋戸には、ぼろぼろになっているとはいえ注し連め縄なわが張られている。だが、神聖な気配は微塵もない。あるのは障気としかいいようがない、腐ったような毒気のみだ。

「あー。内部で出てくるのは、小型の魔獣もいるが、ほとんどはアンデッドだ」

　直継が注意を促すようにコメントする。




　──不ア死ンのデ怪ツ物ド。

　それはさまざまな要因で死にきれなかった、もしくは呪いや邪悪な理由でこの世界に留まる「霊体」のエネルギーが動かすモンスターの総称だ。

〈動く骸骨スケルトン〉や〈歩く死体ゾ　ン　ビ〉等が代表格だが、中には〈夜バ啼ン精シ霊ー〉のような、実体をもたないモンスターも含まれる。

「これは皆さんの実力を鍛えるための合宿ですにゃ。実力の中には『自分たちの限界を見極める』ことも含まれているにゃ。帰り道のことを常に考えて、自分たちで判断して入り口まで戻ってくること」

「そうだぜ、命は大事にしろよ」

　にゃん太と直継は口々に注意を与える。

「わたしと直継さん、にゃん太さんはここでキャンプの準備をしながら皆さんの帰還を待っています。この広場で野営しながら、ダンジョンに毎日入ることになります。１日ですべてを攻略する必要はありません。このキャンプまで帰還すれば体力回復は行ないますから、その点は安心してください」

　レザリックは厳いかめしい顔をした男性だったが、それでも面倒見はよいらしい。安心させるようにそんな言葉を紡ぐ。

「ええっ。師匠はこないのっ!?」

　トウヤがそう叫ぶ。それに対して直継はにやにや笑いながら頷いた。

「そりゃそうさ。今回は『新人プレイヤーの教練』なんだぜ？　ベテランがついてっちゃ訓練にならねぇよ。お前だって前衛だからそんなことはわかってんだろう？　俺が壁役やったらトウヤの練習にならねぇじゃねぇか」

　いわれてみればそのとおりなのだが、ミノリもちょっとひるんでしまう。

　けっしてトウヤを信頼していないわけじゃない。むしろ、トウヤは（新人レベルとしては、だが）優秀な壁役だと聞いている。ミノリが危き懼ぐしているのは、どちらかというと自分の回復力だ。

　肝心のトウヤの耐久力も、受けることができる回復魔法が少なくては十全に発揮できないではないか。

　しかし、指導役の直継とにゃん太がああいっている以上異存はない。彼らは「できる」と信じているからこそ任せてくれたのだろうし、ならばその期待に応えるのが自分たちの責務だ。

　他の新人プレイヤーたちも不安そうな顔をしているが、思いは同じなのだろう。それぞれに頷く。




　続いて行なわれたのは班分けだった。

　ダンジョンの中が左右に分かれた構造になっている以上、新人たち11人は実力的に上位と下位のグループに分かれることになる。当然ながらミノリとトウヤは下位のグループだ。〈施療神官クレリツク〉の人が読み上げてくれたリストにしたがって、緊張した面持ちのミノリらはふたつのパーティーに分かれる。

　下位の──つまりミノリのグループは５人で編成されることになった。

　グループ編成の上限人数は６人だから、これは戦力的には欠損がある状態だ。しかし11人しかいない以上、どちらかの組が５人になるのは仕方がない。




　前衛の要、敵の攻撃を引きつけて足止めする役はトウヤ。ミノリの双子の弟であり〈武士サムライ〉だ。レベルは29。

　中衛は五い十す鈴ず。この背の高い少女は〈吟遊詩人バード〉だ。〈ハーメルン〉時代からミノリの友人で、今は〈三日月同盟〉に所属している。そばかすの浮いた頰をもった明るい少女だが、〈吟遊詩人バード〉にしては珍しい両手槍を使用している。ミノリたちよりは３つ年上のはずだったから、現実には女子高生だ。レベルは24。

　後衛は３人。

　まずは〈妖術師ソーサラー〉の青年。名前はルンデルハウス＝コードというらしい。派手派手しいローブを着込んでいて、気き障ざな言動が目立つ。ギルドには加入していないらしい。つまりソロプレイヤーなのだろう。レベルは23。

　次にはセララという〈森ド呪ル遣イいド〉。彼女には〈ハーメルン〉を脱出した日にお世話になった。話を聞いてみるとレベルが近いということもあって、ミノリは彼女とすぐに仲良くなることができた。

　年齢は高校生ということもあって五十鈴と同じくらい。セララはどうやらにゃん太に好意をもっているらしく、ここにくるまでの旅の間、ずっとにゃん太の隣で馬を進めていた。レベルは25。

　そしてミノリ自身は〈神祇官カンナギ〉。回復職でレベルは21。このパーティーの中では最弱だ。「戦闘での動きはレベルとは関係ない」とシロエに教え込まれているが、どうしても居心地の悪さを感じてしまう。

　唯一の救いは同じパーティーに〈森ド呪ル遣イいド〉のセララがいることだろうか。ミノリだけでは足りない回復力も、セララと一緒ならばなんとかなると思える。

（にゃん太班長はその辺わかってて配置してくれたのかな）




「んじゃ、今から15分間で作戦会議をするにゃ」

　にゃん太の「はじめ！」という声と手をぽむんとたたき合わせる音で、ガイダンスは終了した。

　よくわからないままにぞろぞろと集まるミノリたち。

　ちょっと視線をあげれば、ミノリたちよりも平均レベルにして５は高い上位パーティーも少し離れたところで円陣を組んでいる。




「えーっとなにを会議すりゃいいんだ？」

　トウヤが集まるそうそう口を開く。

「突然いわれても……」

　五十鈴は困ったように眉をハの字にして周囲の面々を見回す。

「ふぅーん。つまりあれだ。諸君。気合いを入れればいいんじゃないのかーい？」

　両手持ちの杖を持ったルンデルハウスが自信たっぷりにいう。金髪碧眼の、いわば絵本的王子様の容貌をもった青年なのだが、ミノリの視点からいうとちょっとお坊ちゃん風味が強すぎるように思える。

「えっと……」

「そうか！　そうだよな！　これから戦闘にいくんだもんな。ダンジョンだぜ!?　ダンジョン！　気合いは大事だっ!!」

　ミノリを遮るように、トウヤはルンデルハウスの両手を握ってぶんぶんと振り回す。

「そうだよ！　キミ、わかってるねっ！　気合いは大事だよ、エレガントな気品も大事だけど、男の神髄は気合いと熱血だよ！」

　ルンデルハウスはトウヤの援護を得て気をよくしたらしい。なぜか意気投合している。

（たぶん、警戒隊列パトロールフアイルとか戦闘陣形フオーメーシヨンについて打ち合わせろってことだと思うんだけど……）




「そっかぁ。がんばろうねっ！　わたしたち１週間はこのダンジョンで修行らしいし、仲間だもんね！」

　五十鈴はそばかすのある顔をくしゃりとほころばせてにっこりと笑う。

（いえる雰囲気じゃないよぅ……）

　ちらりと横を見ると、セララもちょっと困ったような表情だ。仕方がないので、にこっと微笑むと、微笑み返してくれた。それだけでミノリとしては少しほっとする。

　ミノリたちがそんなやりとりをしている間に、上位パーティーはさっさと〈ラグランダの杜〉に入ってしまったようだ。ミノリがそれに気がついたのは、にゃん太が「がんばっていってくるんですにゃー！」と大きな声をかけたせいである。

　ミノリは我知らず、両拳にぎゅっと力をこめてしまう。

〈ハーメルン〉から抜け出して２ヶ月。ミノリだってなにもしてこなかったわけではない。むしろ〈ハーメルン〉で強制的に押しつけられた〈裁縫師〉というサブ職業に馴染めなかった彼女は、そちらの修行は放置して、トウヤと一緒にシロエたちに鍛えてもらっていたのだ。

　まだ12にすぎなかった彼女のレベルは、その甲斐あって21にまで上昇した。ただ、シロエたちはレベルだけを急いであげることの弊害をたびたび説いていたし、その練習のペースは比較的ゆっくりしたものだったように思える。

　なによりその戦闘では、いつでもシロエたち高レベルのギルドメンバーが見守ってくれていた。

　しかし今回は、ダンジョンの外で救援キャンプを作っていてくれるとはいえ、自分たちだけでダンジョンを探索し、戦闘をこなしてゆかなければならない。緊張がわき上がってくるのも仕方がなかった。




　負けることが怖いのではないと思う。

　自分が無様な真似をしてしまうのが怖いのだ。

　シロエたちの薫くん陶とうを無にしてしまうかもしれないと思うと、膝がスポンジになったかのように力が入らなくてふわふわした感じになってしまう。

「どうしたですかにゃ？　ミノリっち」

　急に声をかけられてびっくりして顔を上げる。そこにはいつもどおり目を細めるにゃん太の穏やかな顔。もの問いたげなその表情に、ミノリはぶんぶんと首を振って「なんでもありませんっ！」と答える。

　その様子に直継は「まったくミノリは心配性だな」と小さく笑う。

「いいか。もし困ったことになったら、前に出ろ。脚じゃなくて、心で、な。俺との約束祭りだぜ？」

　直継はミノリの頭をポン、と叩いて他のメンバーに声をかけるために歩み去る。

　その後ろ姿を見送るミノリ。

　直継とにゃん太は、ミノリのパーティーひとりずつを激励し、アドバイスをしてまわる。感激して抱きつかんばかりのセララ。鷹おう揚ように任せてくれと返事をするルンデルハウス。お土産を約束するトウヤ。ぴょこんと感謝のために頭を下げる五十鈴。

「さぁって、そろそろ先行部隊との距離も開いたはずだな。じゃぁ、いってこい！　がんばれよ!!」

　こうしてミノリたちのはじめてのダンジョン挑戦がはじまった。




　　▼３




　舞踏会から一夜明けて、次の日の朝食を、シロエたちは広いテラスでとっていた。

　シロエたち代表団が集まったバルコニーテラスにはさまざまな観葉植物が配され、水晶の天蓋から差し込む夏の明かりに鮮やかな輝きを見せている。

　このテラスは小さな温室くらいの規模があり、そこに並べられたテーブルは３つ。びっくりするような贅沢な空間だった。

　メニューはオーソドックスに、焼きたてのパンにサニーサイドエッグ、チーズにハム、ジャムと蜂蜜に、バター。サラダとフルーツの盛り合わせ。何種類かの飲み物。それぞれに美しく飾り付けられている。

　シロエとしては朝食なんて「卵かけご飯」とかでよかったのだが、このホテル風の朝食は文句のつけようもないものだった。もっとも、生産系ギルドのミチタカなどにいわせれば「ふぅん、まぁまぁだな」ということになる。

　この２ヶ月で、アキバの街の調理技術、料理のレベルというものは長足の進歩を遂げている。どんな工夫をしているかわからないのだが、先日などは「牛丼」を食べさせる店舗が出現してシロエの度肝を抜いた。

　醬油や味噌などの加工調味料も「らしいもの」は次々と売り出されている。話によれば発酵や熟成の関係で、もっと味をよくするためには年単位の時間がかかるそうだが、あのひどい料理になれた舌には涙が出るほど嬉しい味だった。




「んぅ。ジャムとって欲しい。主君」

　パンを小さな口でもぐもぐとほおばりながら、アカツキはシロエに頼む。彼女の考えているところの「忍びの忠義」なるものは、どうやら世間一般でいうところの忠義とは違うらしく、「主君」と呼びかける以外はいたってフランクな関係だ。

「サラダも食べないと肌が荒れますわ、アカツキちゃん」

　ヘンリエッタはそんなアカツキをかまいたくて仕方がないようだが、アカツキは椅子の上で微妙に腰が逃げ気味だ。

「い～い、朝だなぁ、おいっ」

　ミチタカのいうように、今朝はことのほか空の青が美しい。

　ガラスで遮られたこのテラスに風は吹いてこないが、あちこちに水路が設けられているせいか涼しく、夏はその熱気よりも、ただひたすらにきらきらと眩しい光にこそ宿っていた。

「そうですね」

　落ち着いてミルクティを飲んでいるのは〝狂戦士〟のクラスティだ。そのほかの随行員たちも、思い思いの朝食をとっている。実をいえば、ここのテラスに到着した時、３つのテーブルはもっと離されていたし、テーブルごとに朝食のランクには、明確な違いがあったのだ。

　おそらくそれが貴族社会の「貴族およびその家族」と「従者」の差であるのだろう。

　だがそんなことを気にかけない一行は、テーブルも近づけてしまったし、パンも分け隔てなくバスケットごと回して好きなもの食べている。量が少なければ荷物から保存食を出せばよいし、事実、朝から（朝だから？）緑色のどろっとした専用ドリンクを飲んでいる随行員もいた。

「でも、すごく贅沢ですね。もちろん宿泊施設をあてがってくださるとは思いましたが、ここまでとは……」

　ヘンリエッタが言葉を途切れさせる。

　昨晩、舞踏会が終わったあとに案内された宿泊スペースは、「部屋」というよりも「一角」という表現が相応しいエリアだった。

　城のこのフロアの南東一角は部屋数にして20。そのほかに小規模な会議室やこのテラス、専用の浴室、遊技場、談話室、数室の応接室までも備えているのだ。

「しかしこれは……。うん」

「どうしたんだ？　シロエ殿」

　ミチタカは尋ねてくる。




「ミチタカさん。同行者の中に〈料理人〉いましたっけ？」

「そりゃいるにはいるが」

「増援の〈料理人〉と給仕担当、それから食材を運んでもらった方がよいようです。増援の人数は３人以上６人以下で、手際の良い人を」

「確かに」

　シロエの言葉に、クラスティも頷く。

「どういうことだ？　別段食事に毒が盛られてるってこともないだろう？」

　怪け訝げんそうなミチタカの言葉に、シロエは答える。

「いえ、おそらくこの広さは意図的なものですから。……お客人がくるという前提なんですよ。会議の期間が10日前後なんて長いと思っていたんですが、いろいろ納得です。おそらく大会議は大会議で、そこそこ開催されるのでしょうが、それに先だって個別会議というか、歓談の要求がたくさんあるんでしょう。いわゆるお茶会、ですね」

「おそらくそうだろうな。実をいえば、昨日の舞踏会の最中、茶会の誘いを多く受けた」

「そういえばそうだったな」

「返事は適当にぼかしておいたが」

　クラスティは至ってクールな表情で言葉を締める。だが、この状況下であれば今後も茶会の誘いが止むことはないだろうし、場合によってはなかば強引に押しかけてくることもあるだろう。その準備をしなければ、とシロエは考えたのである。




「今日の会議はどうなってんのかね。……おい、カーユ」

「あいさ、総長っ」

　自分のギルドから連れてきた随行員にミチタカは声をかける。カーユと呼ばれた青年に、今日の会議の予定を聞き出してくるように指示するミチタカ。情報収集も忘れるな、と念を押す。

　カーユが元気よく立ち去ると、シロエとミチタカ、クラスティはまたお茶に戻る。同じテーブルに座っているのはこの３人。他のものも声をかければすぐ届く距離のテーブルにいて、話題を共有しているといってよい。

「……思ったより複雑な状況にあるようだな」

　ミチタカの言葉に、クラスティもシロエも頷く。

〈自由都市同盟イースタル〉の構成貴族は24名。〈円卓会議〉が加わるとなれば25だ。彼らの領地は東日本の各地に散らばっている。それぞれの貴族は、自分の領地──多くはひとつの城塞市街と、周辺の農地、およびいくつかの村落を支配しているにすぎない。

　例えばセルジアッド公爵の治めるマイハマの都はその中でも最大のものだ。それであっても住民の数はおおよそ３万というところだろうか。

　昨日の舞踏会でデビューを果たした３人の娘のうち、残りのふたりの娘はオウウのレスター侯の娘と自由都市イワフネの領主スガナの孫娘だったが、どちらの都市の人口も、１万前後で、これは貴族たちの中では中堅規模といえるだろう。

　そう考えると、〈冒険者〉１万５０００を含む、総人口２万のアキバの街が、どれほど大きな勢力かがわかる。〈冒険者〉それぞれの戦闘能力以前に、人口規模でだけでも、アキバの街は〈自由都市同盟イースタル〉５指のうちに入ってしまうのである。

　またこの世界では、たとえ東日本のエリア内であっても、特定の貴族や領地の保護下にはない、極めて小さい村落が無数にあるようだ。

　こういった独立系の村落は、領主の統治を不服に思い、反旗を翻しているわけではない。むしろモンスターの多いこの世界の中で、できることならば領民として保護を受けたいのだが、肝心の領主の方が、中心的街からの距離などの理由で、兵を派遣できないということらしい。




　領主の役割というのは、領民や領地の安全を守ることである。極論すれば、その安全と引き替えに、税を受け取っているのだ。

　もちろん領地内でも犯罪は起こるし、モンスターの襲撃を受けることもあるだろう。しかしそういった不慮の事態と、「そもそも守るだけの軍勢を用意できない」のはまったく別のことだ。

　領主の城から馬で１日の距離にある村までならば、保護を与えることもできるだろうが、それより遠い村の場合、これを守るには常駐兵力が必要となる。

　このファンタジー的な世界における旅や移動は、想像以上に時間を要する。少数の兵力を高速機動させて広範囲の地域を守らせるなどという離れ業は、実際実現不可能だ。

　逆にいえば、この世界には「生きてはいるが貴族の支配下にはない農民」が多数存在する。十分な兵力を安く手に入れられさえすれば、領主たちはまだまだ「税収を増やす」ことが可能なのだ。

（まぁ、おおよそそんな事情がわかっただけでも、情報収集にやってきた甲斐はあったけどね）

　そこで貴族たちが目をつけたのは、〈冒険者〉たちである。

〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代から、莫大な数のクエストが村落や旅人の護衛であったり、モンスターの殲せん滅めつであったのは、このためだ。




　たとえ傭よう兵へいじみた存在であったとしても、一時的な金を支払うことによって正規兵の手が足りない任務を依頼する。またさらに１歩進めて正規兵の業務さえも委託してしまう。そうすれば、正規兵はさらに別の地域、もしくは別の戦場で戦うことができる。

　実際、領主の保護下にない独立した開拓村が、魔物や亜人間の襲来を受けると、〈冒険者〉を頼ることは珍しくなかった。

〈大災害〉以降、シロエたちを含めて多くのプレイヤーは、状況把握と、サバイバル、再訓練に時間の多くをとられている。当然、そういった独立開拓村での〈冒険者〉需要は高まっているはずだ。また、アキバの街をはじめ、さまざまな場所で〈冒険者〉たちが技術的な革命を起こしつつあるのも、領主たちは知っているのだろう。

「連中は、どうやら俺たちを取り込みたいようだな。理解はできるが」

　自分の熱い茶に蜂蜜を加えながら、ミチタカは代表してそういった。

「今ならシロエ君のいった言葉もわかります。──〈大地人〉との『関係』ね。これは確かに手を打つ必要があった。このような事態に当たってアキバの街が乱れていたら、どんな切り崩し工作を受けるかわかったものではなかったでしょう」

「まだ気を抜くのは早いです。今から切り崩しがしかけられる可能性は低くないです」

　シロエは沈んだ声で言葉を返す。

　彼の洞察力は、多少妄想気味ではあったが悪い方のストーリーだって幾つか想像させてはいるのだ。

「切り崩しの話は、目下後回しだ。当面のところの相手の出方と基本方針だな。それがなきゃはじまらんだろう」

「そうですね……。シロエ君はどう思いますか？」

　ミチタカとクラスティの話を受けて、シロエは昨晩から整理していた状況を、言葉を選びながら話し出す。

「貴族たちの狙いは、もうある程度はっきりしてきたと思います。最初のうちは、僕たちアキバの街と〈円卓会議〉にどれくらい野心があるのかを測りにきていた。また言葉は悪いですが、どれくらい野蛮かを観察にきていたんでしょうね。でも、それは、昨晩の舞踏会である程度は払ふつ拭しよくされたと思っていいのじゃないでしょうか。少なくとも話ができる程度には知恵も回れば常識もあるらしいぞ、と。──そうなれば次の狙いは取り込みです。当然のように、クラスティさんか〈円卓会議〉には貴族位を与えてくるでしょう。彼らにとって、それはさほどデメリットがない。猫がいるのなら、その首には鈴をつけるべきです。その点までは、貴族たちの意思は統一されていると見ていいと思います。もちろん、妬と心しんや反抗心をもつ貴族は少なくないでしょうが。しかし、それは決定事項として後回しにして、その前の段階で個別の取り込みがはじまるでしょう」

　シロエがそこまで語った時、テラスの入り口のクリスタルでできたドアが開き、〈海洋機構〉の青年カーユが戻ってくる。首尾良く情報を仕入れたのか、ミチタカの頷きを受けると報告する。

「正式には昼過ぎに連絡がくるとのことですが、本日の領主会議は中止だそうです」

　ふむ、と頷くクラスティ。先を促すミチタカに、カーユは続ける。

「この城の使用人に聞いたところ──使用人たちは一年中この城の管理をしているそうなんですが──どうも領主会議は毎年こんな感じらしいですね。舞踏会で幕を開けて、毎日のように昼食会や茶会、夜会、晩餐会が繰り返される。そのために従者はたっぷり連れてくるというわけです。俺たちは人数も荷物もかなり少ないようです。だから部屋が余ってるんですね。で、最終日が迫る何日間かで、領主会議が開かれて、根回しされていた案件が話され、とっとと賛成多数で終わる、と」

　シロエは頷いた。

　考えてみれば、24の参加者がいるとはいえ、その実力や領地の規模にはずいぶんと差がある。領主会議を繰り返し、賛成多数だの反対だのをやるよりも、個別面談や個別の取引を中心に派閥工作をした方が、話し合いとしてはよほどスマートだ。それは、日本的にいうならば「根回し」でなんら珍しい話ではない。

「ですから、今日から数日の流れはかなりはっきりしていますね。もちろん、アキバの街の戦闘能力は高い。１対１で戦えばどこの領主だって滅びるのは自分の方だとわかる。ですから、慎重な接触にはなるでしょうが、それでも〈円卓会議〉を味方につければ現在のこの世界においては大きなリターンを得ることができる。──先ほどクラスティさんやミチタカさんがいったとおり、個別面会や誘いが増えるでしょう。アキバの街の戦力や、財力、発明品やアイテム、人材などを誘致しよう、もしくは雇おうという話がそれこそ山のように出てくるはずです。当面はこの交渉を切り抜けなければならない」

「そのための基本方針か……。ふむ」

　シロエの言葉にミチタカは眉をしかめる。これはこれで、相当に難しい問題だ。




「〈円卓会議〉としては、全部蹴飛ばしても構わない。なにからなにまでお断りだってな。しかし、戦闘系ギルドだろうと生産系ギルドだろうと、そういう依頼に乗りたいギルドはあるだろう。乗ってしまうギルドだってな。ギルド以外に個人で仕事を引き受けるということだって考えられる。細かい部分まで目を光らせようとしたって、不可能だ。例えば、アキバの街の〈マーケット〉からなにかを仕入れて、他の街で売りさばくなんてのは、禁止して止められるようなものじゃない。戦闘系の依頼だってそうだ。傭兵を５０００人出してくれっていうのならば無理だともいえるし、断ることもできるだろうが、冒険者を数人雇いたいという話は、禁止したところで引き受けるプレイヤーがいればそれまでだぞ」

「それは、そうだろうな」

　クラスティは頷く。

　アキバの街では、やっと新体制が整いつつある。２ヶ月の習熟期間を経て、多くの〈冒険者〉たちはこの異世界の戦闘に慣れはじめた。食料を中心としたバックアップ体制も整いつつある。

　次にやってくる波は世界の探索だ。〈妖精の輪フエアリー・リング〉調査の話も具体化をはじめるだろう。そうなれば、個々のギルドがクエストや依頼を受ける機会は増える。その自由は保障すべきなのだ。




「物流に関しては、あまり大規模に発生するようだと関税とか考えなきゃならないかもしれないけど……。その辺はどうなんだろう。ヘンリエッタさん？」

「……はあ。わたしも経済は専門じゃないので、そこまではっきりとは断言できませんが。──なんといってもわたしは、ただの平凡な会計役にすぎませんからね。でも、現時点で思いつくのは、アキバの街は第一次産業の街ではないということでしょうか。農作物や水産物がたくさん採れる街ではありません。もし物流がなんらかのトラブルをもたらすとすれば加工輸出ということになるでしょう。輸入をするだけならば、トラブルは起きません。むしろ輸入が止まったらトラブルです。──輸出については、この異世界の輸送能力を考えると、気をつけなければならないのは『少数だけど影響が大きいもの』でしょうね。また、それより問題が大きいのは、『技術、もしくは技術をもっている人材』の流出でしょうか」

　ヘンリエッタは眼鏡の位置を直しながらコメントする。

　その言葉を少し考えてからシロエは会話を続ける。

「そうですね、これも当面は……。まぁ、今回の会議が終わってから〈円卓会議〉の議題として対処すべきでしょう。ただ、領主さんたちになんの話もしないというわけにはいかないとは思うんですよ。そこで、〈円卓会議〉は早々に、戦力派遣や技術供与、もしくは輸出に関して窓口を作る用意はあると。正式な依頼は、その窓口に対して行なってくれれば、検討返答を行なう──というような返答にするのが無難かと思います。当然この会議が終了後、その窓口を作る必要はあります。一定以下のルーチンワークであれば、事務的に引き受けるシステムは作れるでしょう。例えば『山地の〈緑小鬼ゴブリン〉１００匹退治』なんていう依頼があるのならば、その窓口の管理下で、適当な戦闘系ギルドに仕事を割り振る、というようなワークフローです。商業に関しても『食器を２００セット発注』等という話であれば、その窓口で処理ができます。中小ギルドでは処理できないような案件が舞い込んできた場合は、それこそ〈円卓会議〉を招集して検討を行なえばよいのではないでしょうか？」

　シロエが考えていたのは、かつてのクエストシステムを、窓口経由で整理するというような発想である。

「無理がない案だな」

「わたしも妥当だと考える。その地点までは我々３人の独断で進めても問題はなかろう。念話での報告はしておく」

　ミチタカとクラスティも頷く。

「ただし、貴族の方々はその程度では満足しないと思います。〈円卓会議〉全体が動かないとなれば、〈海洋機構〉や〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉だけを対象とした依頼であっても、なんとかこの領主会議の開催期間中に密約を結ぼうと働きかけをしてくるでしょう。その辺の対処は……。臨機応変というしかありません。揚げ足をとられないように、ということですが」

　シロエの言葉は、そこで尽きた。




　その件については、シロエは具体的な対策を立てられない。現場での判断となるために、指針は提案できても戦術は指示できないのだ。

「その辺は、わたしたちの領分だろうな」

　クラスティは鷹揚に頷く。その落ち着きと安心感は、さすがに大ギルドの長だ。生来のカリスマ性がにじみ出ている。

「迂う闊かつな契約を結ばないように、相手から情報を引き出す、ということだろう？」

「ええ、その路線がよろしいかと」

　ミチタカの言葉に、ヘンリエッタも賛成した。

　その後、随行のスタッフも交えて、幾つか想定される事態への対策も考えられた。買収や裏取引も予想されること。なるべく情報交換を密にすることなどを確認しあって、シロエたちの朝食会は終わりを告げた。




　　▼４




　レイネシアの気分は低空飛行を続けていた。

　低空飛行というのは修辞的な表現であり、実際には気分はどん底に近い。普通にいうところの「どん底」でいられないのは、彼女が東部最大の貴族セルジアッド公爵の孫娘であるという理由による。

　つまり、彼女が個人的に部屋などに引きこもり落ち込むことは、立場上から許されてはいないのだ。

「どん底に落ち込む」などというと、鬱的な雰囲気で身動きもとれないようなイメージだが、彼女には専用の侍女がぴったりと付き従っており、彼女が望むと望まぬとに関わらず、毎朝着替えをさせられて各種行事に出席させられてしまう。

　そういう意味で位置を固定して落ち込む「どん底」というよりは、低いままに移動してゆく「低空飛行」なのだが、内心では「引きずり回される」に近いのではないか、とも思っている。

（ふぅ……）

　彼女はため息をつく。

　ここは〈エターナルアイスの古宮廷〉に数多い空中庭園のひとつ。侍女たちに無理をいってひとりきりにしてもらっているのだ。正午をすぎて間もない頃である。

　……今日は日中の茶会はないはずだが、日が暮れれば晩餐会がある。祖父であるセルジアッド公爵と、父フェーネル、母サラリヤなどと共に、何人かの貴族の方々を迎えて礼を尽くさねばならない。それは別段難しいことでも労力を使うことでもなかったが、相当に気の重いことだった。

　彼女は脱力して、ぐったりと四阿あずまやのテーブルに額をつける。

　別段なにか特別に辛いことがあったというわけではない。

　彼女は生来的にこのような気質だ。臆病だし、人見知りをするし、つまらないことでくよくよと考えるし、悲観的で、無気力。彼女は自分のことをそう考えている。

　放置しておいてくれれば、部屋の片隅で壁の染みでも数えているのが心休まるというような人間だ。根が暗いというか、明るい部分が壊滅的に欠如している。自分でいうのもなんだが、人間的に見て相当にお付き合いしたくない女だと思う。




　そのレイネシアの容姿は、長い銀髪に、華きや奢しやな首筋。ほっそりとした美少女だ。特にたれ目の瞳は濃い青灰色で神秘的な愁いをたたえているように見える。胸や身体の各部分のボリュームは控えめだが十分に女性を主張している。それは好みの範疇内であり、彼女の美しさを否定する男はそうはいないだろう。

（あ～）

　とはいえ、四阿のテーブルに突っ伏している姿は、かなりだめな人間のそれであった。

　彼女だとて周囲から美貌を褒められることはあるし、それは多い方だという自覚もある。

　しかしその50％は祖父であるセルジアッド公に気を遣った発言だと思うし、40％は毎日風呂に入って髪の毛を整え、化粧をしていればこれくらいには誰でもなれる……つまり貴族的な権力で維持している容貌なのだという微妙な罪悪感もある。

　残りの10％位は「もしかしてわたしもそれなりに可愛いのかしら」と思わないでもない。のだが「なんて儚はかなげな姫なのでしょうか」とか「愁いに満ちたしとやかさ」などといわれてしまうと、一挙に醒めてしまう。

（愁いに満ちてるんじゃなくて暗いだけ。淑女じゃなくてやる気がないだけです……。はい……）

　彼女はそんな風に思いながら、自虐的な気分でテーブルにうつぶせる。こんなことを毎日のようにぐるぐると考えている自分は、相当にややこしく面倒くさい人間だとも思うのだが、止められないのだから仕方がない。




「貴殿のような指揮官をもつ軍は、まことに幸運といえるでしょうな。その精強さはまさに東方騎士団に等しい」

「──いや、わたしたちの戦力はそこまでの強大さはありませんよ。特に即応体制において、現在はまだまだ課題を抱えていますから」

　近寄ってくる足音と話し声は、貴族たちのようだった。

　一方の中年の声は焦った感じ。もう片方は若いが落ち着いた強さを感じさせる。

　その声が聞こえた途端、レイネシアは四阿の中で背筋を伸ばす。

　コーウェン家の娘として、陰謀溢れるこの宮廷で弱みを見せるわけにはいかない。レイネシアは世を拗すねた無気力な娘ではあったけれど、かといって家の名誉を守れないような娘でもなかった。

「我が領地にも一度おいでください。ああ、どうですか？　故郷の酒があるのです。これから日も沈みますゆえ一献」

「ふむ。酒ですが……。申し訳ありませんが」

　かさり、と薔薇の植え込みの角を曲がって、順路の上に数人の姿が現れる。

　先頭を歩くふたりの左側は、ツクバの街の領主キリヴァ侯である。学問ギルドの勢力が強いツクバの街を取り仕切る苦労人との評判だ。後ろに引き連れているのは、服装からしてキリヴァ侯の執事と侍女たちだろう。

　一方、そのキリヴァ侯の隣を歩くのは、若い騎士だった。──いや、騎士に見えた。

　髪を短く整え眼鏡をかけた姿は聡明そうだが、その身体はがっしりと大きく、戦場に暮らす者特有の隙のない身のこなしをしている。ゆっくりと歩いてくるだけなのに、周囲に発する圧倒的な存在感はまさに若き将軍といった風情であった。

（あの方は……。昨日見た）

　レイネシアの記憶が瞬く。

　それは父に教えてもらった〈冒険者〉のひとりであるはずだ。直接挨拶はできなかったが、祖父が長々と話していたのを覚えている。父の話によれば「良くも悪くも、これから〈自由都市同盟〉の台風の目になる男」とのことだった。

　通り過ぎていく一行とレイネシアの間にはかなり距離がある。

　向こうにしてみれば自分は「庭園の外れにある四阿でお茶を楽しんでいるどこかの姫君」に見えるだろうと、レイネシアは少しだけほっとする。会釈をしておけば、面倒な話に巻き込まれることもなさそうだ。

　しかし、おそらく偶然だろうが丁度そのタイミングで、若い騎士風の男性と視線があってしまった。レイネシアは反射的に会釈をする。城の若い騎士たちには「雨に打たれた花のような麗しい微笑」といわれている笑みだ。この表情は人気が高いので、いろいろ誤魔化すためにレイネシアは重宝している。

　するとその若い騎士は一瞬立ち止まり、微笑んだ。……様に見えた。照り返しによって輝いた眼鏡によりその表情は今ひとつわかりにくかったのだ。




「実はわたし、約束がありまして。キリヴァ侯。申し訳ない」

「約束とはどのよ……。こっ、これはレイネシア姫」

　その男はどんどんレイネシアのいる四阿に向かってくる。正直レイネシアは困った。というか、引きつった。

　その迷いのない歩調にキリヴァ侯は約束という騎士の言葉を信じたのだろう。しばらくの間、騎士とレイネシア姫を見比べていたが、「野暮はいけませんな、野暮は。それでは、クラスティ殿。またのちほど友ゆう誼ぎを深めましょう」というと、そそくさと立ち去ってしまう。

　クラスティと呼ばれた騎士は、四阿の入り口でそのキリヴァ侯を振りかえると、丁寧な返礼をする。その姿が視界から去ると、困惑して固まっているレイネシアのいる四阿へと入ってきた。

（うわっ。背、高いですね……）

　身長は１９０センチを超えているだろう。体格のよい騎士は城でも見ることはあるが、この若い騎士はその体格でありながら野卑なところがなく、理性的な横顔は気品すら感じさせた。

「あっ、あの。わたしはマイハマはコーウェン家の娘、レイネシアと申します。その、約束……とは？」

「ああ。わたしはクラスティといいます。〈冒険者〉です」

　騎士はそのようにいうと、レイネシアとは角をはさむような位置に腰を下ろす。

　この四阿は作り付けの大理石の長椅子がいくつかあり、その上には革張りや羽毛入りのクッションが置かれている。同じような大理石のテーブルは、高さが低めで、優雅に茶を愉しむための華美なものだった。

「約束というのは方便です。迷惑をかけたようでしたらお詫びしますが……」

　若い騎士はちっとも悪いとは思っていなさそうな口調でいう。

（それは……。だしに使ったということですかね？　この人は悪い人にはとうてい思えませんが……）

　レイネシアには、そのクラスティの真意はつかめない。しかし、父の言葉が正しいとすれば、この若い騎士は「〈自由都市同盟〉の台風の目」なのだ。礼を失するわけにはいかない。彼女は貴族の家の娘らしく、従順な態度でクラスティの言葉を待った。

「今、〝だるいなぁ〟って思ったでしょう？」

「なっ!?」

　クラスティのことばに、レイネシアは固まってしまう。

「それどころか、最初に目があった瞬間〝面倒くさいことになったなぁ〟って思ったでしょう？」

「っ！」

　今度こそ冷凍状態になったレイネシアに、クラスティは微笑む。彼のそれは理知的で穏やかな微笑みなのだが、レイネシアにはその笑みが悪魔じみたものとして映った。

「ど、ど……」

「どうして？　ですか。──勘です。まぁ、わたしは故郷に妹がいまして。同じような態度だからわかったのです」

　彼はそんな風に呟いた。意地悪そうな態度もせずに、研究結果のように淡々と、ただ事実を述べたのだ。

（……こっ、こっ、こっ、この人は悪い人だっ!?）

「そんなことはありませんわ。ふ、ふふふっ」

　レイネシアはとっておきの淑女らしい態度で微笑むが、その動きは油の切れた機械のようにぎこちないものだった。

「別にとって喰おうというわけではないので緊張しないで」

「そう仰いましても……。その」

「朝からこっち、領主の皆さんに追いかけ回されまして。セルジアッド老公のお孫さんであれば、皆さんも遠慮してくださるかと思うんですよ。しばらく話し相手をしていただけませんか？」

「それは……」

　正直いって気が進まない。

　面倒くさいし、なんだか怖い。

　自分の手の内どころか、内心まで見透かしているようなこの穏やかな青年に、レイネシアはそもそもの最初から頭が上がらないような感覚を感じている。

　貴族の娘でさえなかったら、唐突に謝罪してしまいたいほどだ。「申し訳ありませんでした、以後気をつけますのでご寛かん恕じよください」──なにを気をつけるかもよくわからないが、そんな風にいいたい気持ちが芽生えそうになる。

（でもそんな気分って、お爺さまに叱責された時以来です……）

「〝気が進まないな〟って思ったでしょ」

「ひっ」

　また読まれた。

　この〈冒険者〉は〈脳喰らいブレインイーター〉なのではないか？　とレイネシアはいぶかしむ。どうしてそんなに洞察力があるのか、泣きたいほどだ。だがクラスティの方はといえば、至って紳士的な様子で微笑みさえ浮かべている。

「あまり気にせず」

「はい、あのお茶でも……」

「いただきましょう」

　クラスティは頷いた。四阿に用意されている茶器をだしながらレイネシアは考える。こうなっては仕方がない。

　相当気が重くはあるが、それは別にこの騎士が嫌だからそうなのではなく、他人に会うのはすべてがそうなのだ。それに、この若い〈冒険者〉から逃げても、夕刻になってしまえば別の相手と話さなければならないことには変わりはない。

　茶会や他の領主の息子たちとのお見合いのような交流に派遣されるよりは、四阿の中でゆっくりとだらけていた方がましかもしれない。

　この〈冒険者〉はどうやら異様に勘がよいようなので、そうであるのならば、余よ所そ行ゆきの淑女風演技もせずにすむ。ばれているのならば、とことんばれてもよいではないか。

　そう考えると、レイネシアはふたり分のお茶を入れ、ぱたりと大理石のテーブルに突っ伏す。猫をかぶるのを止めたレイネシアは、こんなことも平気でできるほどの恥知らずなのだ。




（ふふん……恐れ入りなさい）

　公爵家の令嬢が、ぺったりと額を大理石につけてそのひんやりとした温度を愉しむ。殿方がいるのに会話もなしで完全無視だ。こんな贅沢があるだろうか？　いいやない。とレイネシアは断言できる。孤独万歳。放置万歳。他人と視線を合わせるだなんて馬にでも喰わせてしまえばよい。

　ところが１分、２分がすぎても、クラスティはただ静かにお茶を愉しんでいるだけのようだった。




　小鳥の声が聞こえる。

　囀さえずるようなあの響きは、中庭の木にでも止まっているのか。それとも水場で羽根を洗ってでもいるのだろうか？

（それにしても、気を遣わない人ですね……）

　通常の騎士であれば。いや紳士であれば、妙齢の淑女が突っ伏しているだなんて、すぐに気遣いの言葉をかけてくる。気分が優れぬとでもいおうものならば、丁重に部屋まで送り届け、女官を呼びにやるだろう。場合によってそれは医師だったり呪い師だったりする。

　しかし、このクラスティという若者にはまったくその気配がないのだ。

「わたしはこの宮廷では目下注目の人物ですから。ふたりでお茶を飲んでいたとおっしゃれば、行事や茶会など適当にさぼってもいいわけはつきます。ご両親も褒めてくださいますよ」

　クラスティの言葉は一瞬レイネシアの思考を止める。

　その意味合いが染みこんでくるにつれて、彼女の頰は真っ赤に染まってきた。大理石のテーブルに顔を伏せていて本当によかったと彼女は考える。こんな取り乱した姿は、ここ数年両親にも見せたことはない。

　恥ずかしさといたたまれなさと、どこか甘やかな安心感で、膝の力が抜けそうになってしまう。

　クラスティがいった言葉は、そのまま彼女がクラスティとのお茶に付き合った理由そのものだったのだ。

「独り言なので、お気になさらずに」

　返事をすることもできないレイネシアは、そのまま桜色に染まった表情をテーブルに伏せ続けるしかなかった。
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　──〈ラグランダの杜〉。

　その内部は暗かったが想像に反して狭くはなかった。

　天井の高さは３メートルから５メートルほど。通路の広さも優に３メートルはある。壁は石造りで、硬質な花崗岩らしき岩がみっしりと組み合わさっている。

　空気は乾いて、どこかかび臭い匂いがした。

「僕が明かりを出そう」

　ルンデルハウスが〈マジック・トーチ〉の呪文を唱えると、オレンジがかった明かりが召喚される。

「明かりをつけても大丈夫かな？　的にされないかな」

　五十鈴が心配そうに口にするが、ルンデルハウスはあっさりと「関係ないさ」と切り返す。

「アンデッドがメインなら、暗闇でもわたしたちの存在を魂の波動や魔力で見分けてくるはずですよね。暗闇で得をするのは向こうだけだから、かえって明かりをつけたほうがよいんですよ」

　セララはそうコメントして、自分も〈バグス・ライト〉の呪文で光源を呼び出した。

　複数の光源を用意するのはセオリーどおりだ。もしひとつしか魔法光源を用意しなかったら、不意打ちでその術者が倒れた場合、いきなり呪文効果が終了して辺りは暗闇に包まれてしまうことになる。

「くっ。ボクの方が明るいんだぞっ」

　しかしルンデルハウスはそんなセオリーも知らないようで、慌ててもうひとつ魔法の明かりを呼び出して対抗してみたりする。ちょっと苦笑したセララは、そんなルンデルハウスにセオリーを説明しているようだ。

　ルンデルハウスは最初憤慨していたが、説明をされたらあっさり納得したようだった。「なんだ。ボクの明かりが弱いわけじゃないのか。もちろんボクは優秀だからな、はははは！」などと笑っている。

　存外お調子者なのかもしれない。

　ミノリはそんな感想を抱いた。

　通路は何回かの曲がり角を越えて、ひとつの部屋に辿り着いた。

　一行は警戒してアーチから部屋をのぞき込んでみたり、しばらく気配を探ってみたがなにも起こらないため、おっかなびっくり侵入する。

「これ……」

　どうやらどこかに隙間でもあるのか、石畳の床の上には、さらさらした砂が積もっている。その砂の上には中規模の人数があちこち歩き回った痕跡と、散らばった骨が残されていた。

「先行したグループがここで〈動く骸骨スケルトン〉と戦闘になったみたい」

　ミノリは床の痕跡を調べながらそういう。光景がまぶたに浮かぶようだった。

　散らばったたくさんの足跡と引きずったような痕跡、そして白骨が、戦いの様子をミノリに教えてくれるのだ。戦闘はほんの１分ほどで終わっただろう。まさに鎧がい袖しゆう一いつ触しよくだったはずだ。多くのダンジョンにおいて、入り口付近のモンスターは、比較的レベルが低く、与くみしやすい。

「そっか、じゃぁ、少なくとも、Ｔ字路までは敵はいなさそうだな」

　トウヤはそういうと、先頭を切って歩き出す。

　時折空気の匂いを嗅ぐようにくんくんと鼻を蠢うごめかすのが弟らしい。

　一行は、だんだんと口数を減らしながらも最初のＴ字路に辿り着いた。

　思ったとおり、先行する足跡はそのＴ字路を左へと曲がっている。

「……」

　ルンデルハウスは悔しげに舌打ちをする。その舌打ちにトウヤも頷いて、じっと通路の左側を見つめている。ミノリは意味がわからずに首を捻るが、ふたりはなにか通じ合うものがあったようだ。

「今日のところはこっちだ。行こうぜ」

「ああ、いつまでも右に曲がるとは思わないで欲しいがね」

　ルンデルハウスは、トウヤの言葉をそう受ける。

　トウヤの声で、一行は右に曲がった。ここからが本番だろう。十分な警戒が欠かせない地域に突入したのだ。

「緊張……しますね」

「はい」

　隣を歩くセララと声を潜めて会話をするミノリ。

　これだけ静かなら声を潜める意味もさしてない。潜めたところで聞きつける存在がいるのなら聞きつけてしまうからだ。

　しかしそこはダンジョンの暗闇と圧迫感のせいだろうか、雰囲気に飲まれて、その必要はないとわかっていても次第に小声でひそひそ話になってしまうのだ。




「っ！」

　最初に気がついたのは、やはり先頭を歩いていたトウヤだった。通路の向こうから歩いてくる歩哨のような４体の〈動く骸骨スケルトン〉に気がついたのだ。

　トウヤは反射的に刀を抜き放ち、飛び出しかけた。

「トウヤッ！」

　それに同じくミノリが叫び声を浴びせ、自制を促す。

　ここで飛び出していっては以前のトウヤと同じだ。

　それはトウヤにもわかっていたのだろう。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉での２ヶ月の訓練でトウヤもまた鍛えられている。彼はそのまま刀を青せい眼がんに構えると、低い気合いと共にひと振りする。

　一閃いつせん。

　剣先から放たれた深しん紅くの衝撃波が〈動く骸骨スケルトン〉に激突した。

　衝撃波は〈動く骸骨スケルトン〉に大きなダメージを与えた様子はなかったが、それでも蠢く白骨は細かい骨片を砕けさせながら、こちらに気がついたようだ。彼らは足早に接近を開始する。

　その技は〈飯い綱づな斬ぎり〉。

　本来戦士職は遠距離攻撃を不得意としている。前線で敵の攻撃を引き受けるのが彼らの役割だからだ。しかし、それでは対応できない局面も存在するために、数は少ないが遠隔特技も持ち合わせてはいる。

〈武士サムライ〉の使う〈飯綱斬り〉はそんな遠距離攻撃技のひとつだ。もちろん本職の遠距離攻撃職──〈暗殺者アサシン〉の弓や、魔術師系の魔法に比べてそのダメージは微々たるものだ。だが、敵の中心に突撃することなく、敵の注意を引きつけることができるという特性は、戦士職にとって威力とは別の利便性をもっている。

　その効果が十分に発揮されたのだろう。魔法の明かりに照らされた通路の中を、不気味なほどに滑らかな動きで〈動く骸骨スケルトン〉はトウヤに向かって突進してくる。

〈動く骸骨スケルトン〉の手持ちの武器は、３体が斧で１体が弓。４体まとめてつっこんでくるように見えたが５メートル程をおいて弓使いの〈動く骸骨スケルトン〉だけが足を止めた。

　トウヤは通路中央に大きく構えると、３体の〈動く骸骨スケルトン〉の攻撃に身をさらす。斧を抱えた〈動く骸骨スケルトン〉たちはトウヤをコの字状に包囲すると、連続で攻撃を繰り出してきた。それはアンデッド特有の、機械のように無感情な行動だ。

「行っくぜぇ!!　そりゃぁぁぁっ!!」

　トウヤはすべての〈動く骸骨スケルトン〉を撫で斬りするかのように攻撃する。サムライが得意とする「再使用規制時間リキヤスト・タイムの長い大技」のひとつ〈旋風斬り・大〉だ。




　一瞬で尻餠をつくように崩れる〈動く骸骨スケルトン〉。

　しかしむざむざと転倒したわけでもないようだ。置き土産のように、それぞれがトウヤにきっちりと攻撃を加えていったらしい。その一瞬でトウヤのＨＰは20％程が失われている。

「〈禊みそぎの障壁〉っ」「〈ハートビート・ヒーリング〉っ！」

　セララとミノリの固有回復呪文が飛んだのはほとんど同時だった。

　水色の鏡のような個人用耐衝撃結界が、トウヤの周辺に構成される。ミノリの用いる「ダメージ遮断呪文」はトウヤのＨＰ上限の15％程のダメージを遮断するバリアだ。つまり、今の３連撃をもう一度喰らっても減るＨＰは５％程度ですむということだ。

　そしてセララの脈動回復呪文は、力強い心臓の鼓動のようにトウヤのＨＰを回復しつつあった。この持続型のＨＰ回復呪文は15秒の間、毎秒のように回復呪文を対象に施し続ける。ＨＰ 20％を回復するのに掛かる時間はおよそ10秒といったところだろうか。

　トウヤの守りはふたつの呪文によって保証されたといってよい。




「次はボクの番だっ！　喰らえっ!!」

　ルンデルハウスが指先から生み出したのは、握り拳ほどの大きさの……それでもドロドロと煮えたぎる溶岩の弾だった。

「〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉っ!!」

　打ち出された溶岩の弾は直進するだけではなかった。

　正面から〈動く骸骨スケルトン〉の１体を打ち抜くとその場で直角に曲がり、次々と〈動く骸骨スケルトン〉を貫いてゆく。不死の骸骨たちはあまりの高熱のために炭化した骨が崩れ、あるいは一瞬にして燃え上がる。

　ルンデルハウスの職業、〈妖術師ソーサラー〉は魔術師系職業の一種であり、ある意味完成形。

　その特徴は強大な攻撃力だった。

〈暗殺者アサシン〉が武器によるダメージの極限を志したように、魔法によるダメージの極限を目指した職業が〈妖術師ソーサラー〉である。

　彼らは〈召サ喚モ術ナ師ー〉のように自らの魔力で異界の存在を召喚して使し役えきするわけではない。〈付与術師エンチヤンター〉のように他者の力を増幅するのも得意ではない。

〈妖術師ソーサラー〉の使う魔術は、それよりもっと原始的で強力なものなのだ。彼らは自身の魔力を直接、破壊力に変換する。その破壊的なエネルギーは多くの場合、炎や氷、稲妻といった形態をもち、これを直接対象に叩きつけることにより敵対存在の殲滅を瞬時に行なうのである。

　その攻撃力は〈暗殺者アサシン〉と共に全12職業中最高峰である。〈暗殺者アサシン〉が単に武器を叩きつけるのに比べ、攻撃属性を選べる点では１歩優れているという評価を下す人間も多い。

「え？　あれ？　……おお～っ!!」

　ルンデルハウスが驚きの声を上げる。

　敵を打ち抜いたはずの溶岩の弾のあとを追いかけるように、杖の先から虹色の光弾が打ち出されて追加ダメージを与えていくのだ。

「やた！　成功したよっ！」

　五十鈴がにこりと大きく微笑む。

〈吟遊詩人バード〉のもつ援護の特技は多い。他の職業から見れば、圧倒的なほどの特技バリエーションをもつのが〈吟遊詩人バード〉の特徴なのだ。

　味方を援護する多様性という意味では、あの〈付与術師エンチヤンター〉ですら〈吟遊詩人バード〉には１歩も２歩も譲らなければならない。

　五十鈴が今日の冒険に当たって選択した永続式の援護歌は〈輪唱のキャロル〉。「味方の魔法攻撃着弾」を発動キーとして自動的に追加攻撃を行なう能力を与える「永続式の援護歌」だ。

「すごいじゃないか！　これは……〈吟遊詩人バード〉の？　ミス・五十鈴っ。ボクの芸術的破壊力をもつ呪文が、神話的破壊力に高まっているよ！　ハハハハハ!!　ぐらーっちぇ、ナイスプレイだっ！」

　この援護はルンデルハウスの気分を大いに高揚させたらしい。

　五十鈴に向かってルンデルハウスは親指をあげて、ばちん！　と音高くウィンクする。

　金髪の西欧人的ハンサムのルンデルハウスが盛大にそれをやると、なんだかハリウッド俳優のようで、絵になりすぎて困る。

　ずいぶん上から目線の発言は、お坊ちゃま育ちのせいなのかもしれないが、その邪気のない言葉からすれば、根本的に悪い人間ではないようにも思える。

（それに、すごい威力……）

　その殲滅能力はさすが〈妖術師ソーサラー〉というべきだった。最初にトウヤの範囲攻撃でＨＰを削り、〈吟遊詩人バード〉の援護を受けたとはいえ、３体の〈動く骸骨スケルトン〉をただの一撃で葬り去ったのだ。

〈エルダー・テイル〉において、戦闘がここまで一方的に終了するのは珍しい。

　例えばトウヤなら、自分と同じレベルのモンスターと１対１で戦うのならば、とどめを刺すためには10回以上の攻撃が必要だ。回復職ともなると攻撃面は貧弱で、ミノリの場合は20回以上の攻撃が必要となる。

　ルンデルハウスから見て多少格下の相手であったとはいえ、ただの一撃で敵を葬り去るなど、常軌を逸した攻撃力といえるだろう。




　しかし。

「ちょっと、ま、まだっ！」

「どうした？　ミス・ミノリ。ボクの美しい魔法に、まさか一目惚れでもしたのかい？」

　気取ってくるりとターンをしたルンデルハウスの後頭部に「スコンッ！」という音がして〈骸骨の弓兵スケルトン・アーチヤー〉の矢が突き刺さる。

「あ」「あ」「あら」「やべ」

「な、なにごとかーっ!?」

　勢い込んでもう一度振りかえるルンデルハウス。彼の攻撃は確かに４体の〈動く骸骨スケルトン〉すべてに命中していたが、弓遣いの〈動く骸骨スケルトン〉にはトウヤの最初の攻撃は届いていなかったのだ。その分のダメージ差によって、〈骸骨の弓兵スケルトン・アーチヤー〉は生き残っていたらしい。

「うぉ、おっのっれぇぇぇっ!!」

「か、回復しますっ！」
















　ミノリは緊急措置として〈小回復〉を唱える。

　トウヤは敵に攻撃のいとまを与えたくなかったのだろう、大地を蹴るように〈骸骨の弓兵スケルトン・アーチヤー〉に駆け寄った。だが、それは失策だった。前に出たトウヤは、通路の角で別の〈動く骸骨スケルトン〉の一団に発見され、新たな敵の増援を呼び寄せることになる。

〈妖術師ソーサラー〉のもつ高い攻撃力は、確かに敵を殲滅する上で強力な武器になる。しかし、無敵ではない。

　そのあまりにも高い攻撃能力は、モンスターの敵てき愾がい心しんをかき立ててしまうのだ。脅威度の高い存在は、それだけでモンスターから見た場合「優先して始末するべき対象」として認識されてしまうのである。そして〈妖術師ソーサラー〉は、魔術師系の職業の宿命で、紙のように薄い装甲とお粗末な防御能力しかもってはいない。

　角から現れた新たな〈動く骸骨スケルトン〉は追加で５体。５体の〈動く骸骨スケルトン〉に倒しきれなかった〈骸骨の弓兵スケルトン・アーチヤー〉が１体で、合計６体だ。

　しかもトウヤが前線で突出してしまったために、陣形が縦に引き延ばされて不安定な態勢になっている。

（乱戦になるっ。だめっ、こういう時こそ冷静にっ。まずは全体ダメージ遮断で保険をかけて……っ）

　だが、その思考はすでに冷静さを欠いていた。

「全体ダメージ遮断」などという強力な特技は、詠唱にも長い時間がかかる。そうこうしているうちに待ちきれなかったのか、ルンデルハウスが攻撃呪文を放って、トウヤから敵の注意を奪い取ってしまった。前線を構築していたトウヤの脇を抜けて、〈動く骸骨スケルトン〉がミノリたちの防御陣形に侵入を果たす。

　遠距離攻撃を行なう〈骸骨の弓兵スケルトン・アーチヤー〉は、その矢をもってルンデルハウスに攻撃を繰り返し、虚弱な彼のＨＰはみるみるうちにレッドゾーンに迫ってゆく。

　狭い通路の中は正真正銘の混戦となってしまったのだった。


































　　▼１




（はんっ。なるほど、こりゃぁ、狸の巣ってわけだ）

　ミチタカはにこやかにグラスを受け取りながら心の中で独りごちる。ここは〈エターナルアイスの古宮廷〉。ただし、ミチタカら〈円卓会議〉一行が借り受けたのとは別の区画、ダルテ侯の逗とう留りゆうするエリアだった。

〈自由都市同盟イースタル〉との領主会議は、シロエが予想してみせたように、遅々とした歩みになっていた。

　最初に聞いた話だと、会議は基本的に午後、不定期に行なわれるとのことだったが、ミチタカがこの〈エターナルアイスの古宮廷〉へと到着してから４日間、一度たりとも会議が開かれたことはない。

　──会期は10日あるので焦ることはないのですよ、とはある貴族の言葉だったが、その言葉に反して水面下での交渉は実に激しく繰り広げられているらしい。

　その証拠に、〈円卓会議〉一行にも、連日のように招待や要望が伝えられてくる。はじめはシロエ、クラスティ、ミチタカの３人でいちいち顔をつきあわせて相談をしていたが、それでは間に合わずに分散して行動しているのが現在の状態だ。

　基本方針の確認をしっかりとしておいたことと、〈大地人〉にはない冒険者の武器、念話機能が役に立っている。

　その夜もそうだった。

　城塞都市モガミのダルテ侯から晩餐会の招待。

〈自由都市同盟イースタル〉若手騎士を中心とした夜会の招待。

　ツクバ侯爵キリヴァと学問ギルドからの食事会の招待。

　この３つが重なってしまったのだった。

　どれかひとつに出席するのは領主たちの力関係上まずいのではないか？　特定の領主に肩入れするような格好になる事態は避けたいという考えで、当初はすべて断るべきかとも考えた。しかし、現状は情報収集と知己を作ることを優先すべきだろうという判断から、一行は分かれて行動中である。

「若手騎士を中心とした夜会」ということは、おそらく管弦楽やダンスなどもあるだろう。そんな予想から、当初はシロエに白羽の矢が立ったが、キリヴァ侯爵の食事会も、学問ギルドが顔を出すとなるとミチタカやクラスティでは荷が重い。

　そこでクラスティがこの若手騎士や姫君、つまり「次代の担い手」の会合に出席することになった。シロエは面白そうな笑顔で「きっとダンスは楽しいですよ」と告げる。存外、根にもっているらしい。

　だが、やはり同じような心配をした〈三日月同盟〉のヘンリエッタに対して、クラスティは慌てることなく答える。「最近、耐久度が高くて使い減りのしない防御用の盾を手に入れたんです。敵と自分の間に挟み込むのにコツはいりますが、無理なく誘いを断れますから大丈夫でしょう」と。

　クラスティの言葉の意味は、ミチタカにはさっぱりわからなかったのだが、この男がそういうのであれば大丈夫だろうと、肩をすくめた。どちらにしたところで、ミチタカにできる仕事は限られている。

　こうしてシロエとクラスティの訪問先が決まると、残りはミチタカとなる。余り物である「ダルテ侯の晩餐会」というわけだ。




「さぁ、我が領内から、もっとも美味なる牛を取り寄せているのだ。今宵は存分に食事を楽しんでくれたまえ」

　そう迎え入れたダルテ侯は、よくいえば素朴そうな、意地悪い見方をすれば田舎ものじみた表情の壮年の男だった。もちろん清潔で、しっかりした上質のものだったが、華美な装飾のない質素な服装をしている。しかし、その瞳は実に隙のない光り方をしていた。

　ミチタカは現実社会では主任クラスのサラリーマンにすぎない。が、この異世界においては、アキバの街最大規模のギルド〈海洋機構〉５０００名を預かるギルドマスターである。ギルドメンバーからは話のわかる兄貴分として慕われているが、それだけで巨大ギルドを運営できるはずもない。このような気配を見抜けないほど、ぼんくらではないのだ。

　それでも愛想良く挨拶を返すミチタカに、ダルテ侯はテーブルの席を勧める。豪華な晩餐会用の大テーブルについているのは、ダルテ侯の家族たちだった。

　奥方はまだ若いが、ぽっちゃりとしたなかなかの美人だ。もしかしたら後妻である可能性もある。長男は小学校高学年くらいの意志の強そうな少年で、さらにまだ幼い妹がいる。




「さぁ、ここ２ヶ月で食糧の事情も変わりましたからね。我が領内屈指の料理人を同伴し、この度の会議には意気込みをもって参加したのですよ」

　ダルテ侯の話を聞きながら晩餐会はスタートした。

　城塞都市モガミ──ダルテ侯の領地は、旧世界でいう東北地方にあるようだ。正確には、シロエの描いた地図でいえば、山形の位置である。

　人口は８０００ほどの街で、ダルテ侯の言葉を借りれば「地方でもっとも安全で快適な市街」ということになるのだろう。事前情報によれば、この都市を中心に、１ダースほどの村を従えているのがダルテ侯爵であるはずだった。

　晩餐会はずいぶんと豪勢な中世ヨーロッパ風の食事だった。

　ミチタカも詳しくは知らないが、例えばフランス料理では少量ずつの料理が順番に出てくる印象だ。しかし、この異世界の貴族の風習では、大皿料理もごく普通に出てくるようだ。

　たっぷりの香草と共にローストされた肉が供きようされ、それをダルテ侯自らが切り分けてくれる。

「この肉は、我が領内でもとびきりであると評判のものですよ。いかがですか？」

「うん、これはうまいですね！」

　ミチタカはその料理に舌鼓をうつ。

　確かに最高級という言葉には偽りがない。元の日本で食べた牛肉よりも筋張っていて堅いが、その分、野性味というか肉本来の味がしっかりと濃いのだ。

　ダルテ候はその味わいのアピールに余念がない。

（なるほどな……）

「美味な食」は、いまやこの異世界の政治をも左右する重要なタームになっている。２ヶ月間の変転が世界を変えたのだ。

　すべての領主は、このダルテ侯のように、領内屈指の料理人と素材を持ち込んでいるようだった。彼らにとって、今回の会議は、降ってわいた「新たなチャンス」なのだ。弱小の領地であっても、美味な名産品が発見されれば、今までにない富を得られる可能性がある。強大な貴族は、自分の権勢を守るため、また名声を守るために、他の貴族よりもより一層美味な食事を追求しなくてはならない。

　もちろん今までの〈自由都市同盟イースタル〉会議だとて、その種の社交的な見栄の張り合いというものはあっただろうが、今や美食は、輸出入と経済に関わる、重要な戦略になってしまったのだ。

「我らが街の周辺は山が多く、なかなか急きゆう峻しゆんな土地でしてね。そこで林業や鉱山業に加えて、牧畜も盛んなのです。今日の晩餐にはあとで自慢の猪も登場しますよ」

　期待にうずうずとした長男の少年の表情が、相当のご馳走であることを予感させる。

　そんな料理を味わいながらもミチタカはダルテ侯の話に聞き入った。

　時に奥方をも交えて話されるのは列島東北部の気候や地理、さまざまな風俗等だった。それはダルテ侯からすれば、商談の前準備であったし、お国自慢でもあったのだろうが、ミチタカにしてみれば貴重な情報である。

　列島東北部は数々の山脈が連なる森林と山に彩られた地形のようだ。それらの山地は緑深く、無尽蔵の森林資源を抱え、また雨量も豊かで、多くの湖や、美しい渓流に恵まれている。

　平地は少なく、その多くは海岸部や、山間の盆地だ。

　そういった狭い平地では小麦や米が作られている。

　東北部から関東北部に至る広い面積が〈自由都市同盟イースタル〉の中心的な地域なのだが、この地域の大きな問題点はやはりモンスターの跋ばつ扈こである。

　この世界の善の人間種族──プレイヤーが〈冒険者〉として選択できるような種族の合計人口は、シロエとロデリックたちの試算によれば、現実の日本の約１００分の１だ。だが、それは知的生命体の数と必ずしも等しくはない。この世界には、〈緑小鬼ゴブリン〉や〈醜オ豚ー鬼ク〉等に代表される亜人間も住み着いている。彼らは知能という意味では善の人間種族に多少劣るが、頑強で繁殖力が強く、なにより残忍で邪悪だ。

　この異世界にはそういった悪の亜人間種族も存在し、彼らは多くの王国や支配地域を作り上げている。そして、この世界の覇権を握るために、日夜戦争と略奪に明け暮れているのだ。

　列島東北部でいえば、その主力は〈緑小鬼ゴブリン〉となる。〈緑小鬼ゴブリン〉は小柄な亜人間で、成長しても身長は１５０センチ程にしかならない。細身で醜く引き歪んだような矮わい軀くの人間型モンスターだ。彼らは単純化された部族社会をもち、幾つかの職能に分かれて暮らす。

　彼らの大部分は移動を続ける略奪部族プランダートライブだが、中には本拠地を定めるものもある。東北地方では特にこの傾向が多く、最大数万の人口をもつような、巨大集合地を作り上げることもあるという。

　多くの亜人間がそうであるように、〈緑小鬼ゴブリン〉もまた無秩序な交配による異い形ぎようの下位部族をもっている。そのひとつが〈鉄軀緑鬼ホブゴブリン〉だ。〈鉄軀緑鬼ホブゴブリン〉は〈緑小鬼ゴブリン〉より猛々しいが、狂的な忠誠心を持つ人間型モンスターである。鎧よろいや武器を使いこなし、一族のために死ぬまで戦う。

　そのほかにも、高位の〈緑小鬼の祈禱師ゴブリン・シヤーマン〉ともなると、祖霊をよびおこしアンデッドを使ったり精霊をあつかう。〈緑小鬼の調教師ゴブリン・テイマー〉は〈フオクウロルウベ熊ア〉や〈翼鷲馬ヒポグリフ〉、〈魔狂狼ダイアウルフ〉等を飼育していることもあるのだ。

〈緑小鬼ゴブリン〉それぞれの個体は、中級の〈冒険者〉以下の戦闘能力しかもっていないが、多様な能力をもつ勢力としてけっして侮ることはできない。

　彼ら亜人間は、当然のことながら人間の支配地域とはやや異なる地域に住んでいる。いや、この場合、人間が彼らから自分の領地を必死で守っているというべきだろう。東北地方でいうならば、深い森や山脈が彼らの住処ということらしかった。




「しかしまぁ、そこに今回の──そう、大革命が起きたのです」

　ダルテ侯は続ける。

「今回の大革命は、まず食糧事情に大きな変化を与えた。ご存じのとおりでありますが、今や我が領地の領民もすっかり新しい食事の魅力のトリコです。これはどうにもなりません」

　しかつめらしい夫の言葉に、侯爵の妻は苦笑しながら合いの手をはさむ。

「あなただってペコリーノのサラダや、猪の燻くん製せい肉にくに夢中ではありませんか。領民だけを美食追求のナマケモノのようにいうのは、卑怯ですわ」

　ころころと愛らしく笑う奥方に、ミチタカも和やかに頷く。

「ええ、それに美味い食事は１日を豊かにしますよ。これは素晴らしいことです」

「おほん。まぁ、そのようなこともありますな。……現に我々の領地でも、この革命が起きてから領民のやる気が上がり、さまざまな生産が活発になったのです。米にはまだ影響は現れていません。あれは長い目で育てる穀物ですからな。しかし牧畜や野菜には早くも影響が出ている。具体的にいうと、少しでもおいしく食べるために、丁寧に育てたり収穫したりするようになったのですな。それに輸送の際も傷まないよう気をつけるようになりました」

　ミチタカは頷く。そういわれてみれば、それももっともだ。




「またおいしい食材を購入するために、商売っ気に目覚めた領民も多くいます。少しでも味のよいものを育てて、それを高値で売ることにより、他のさまざまな食料を得ようと……、こういうわけです」

　これもまた生産系ギルドのミチタカには頷けることであった。

「そこで。……今度は輸送の問題点が出てきてしまったのですよ」

　ミチタカは、ふむ、と考える。

　それはそうだろう。それだけ山がちの土地では、作りたくても作れない作物もあるだろう。そもそも南方でしか育たないような作物も多いはずだ。ミチタカたちも南方でのみ産出される砂糖の入手には苦労している。

　砂糖は〈ナインテイル自治領〉の特産品だが、〈大災害〉以降、その希少性から値段が天井知らずに高騰しているのだ。

　以前は違った。

　どのような素材を用いても一定の品質、一定の味の食料ができていたので、素材の違いというのは食料アイテムの効果にしか影響を与えなかった……つまり、砂糖は医薬品のようなあつかいだったのだ。

（いや、食事というか、ありゃ栄養バーだよな）

　しかし今は違う。おいしい素材、新鮮な素材、さまざまなバリエーションのある素材に対する需要が高まっている。この素朴な異世界では、基本的に自分たちの土地で作ったものを自分たちで食べる。

　輸送にはコストも時間もかかる。生鮮食品を運ぶのはさらに大変だ。しかし、調味料や嗜し好こう品ひんなどは遠くの場所から輸入する必要があるだろう。輸入のための貨幣を得るには輸出が手っ取り早い。

　その場合、やはりネックとなるのはモンスターたちだ。

　そう考えるとこの貴族が、〈円卓会議〉に戦力派遣を依頼したくなる気持ちはよくわかる。

「まぁ、これは我らモガミだけの希望ではないと思いますが」

　ダルテ侯は肩をすくめる。

「しかし、ひとつの山を捜索するだけで数百人以上の部隊を投入する必要があると聞きます。列島東北部から〈緑小鬼ゴブリン〉を一掃するのに必要な戦力は天文学的な数値になるでしょう。我らアキバの〈円卓会議〉ごときの力ではどうにもなりません。残念ですが、街道警備でさえも、常時となれば兵力が不足するでしょうなぁ」

　ミチタカはこう切り返した。

　全地域的な治安活動などナンセンスだ。この世界の人口ではそれだけの地域を確保することは不可能である。また、不可能だからこそ、人類の生活圏は、危険の溢れるこの世界という海に浮かぶ、都市を中心とした治安地域の泡という形態を取っているのだ。

　また一方、ミチタカの言葉は牽けん制せいでもあった。

「他の領主の領地は後回しにしてでも、我が領地に優先的かつ早さつ急きゆうに兵を送ってくれ」という要求が為されないうちに、事前に釘を刺す形で忠告を与えたのだ。もし救うのならば、すべての地域を一括で。それができない以上、無用に手出しをするわけにはいかない、という姿勢を見せたわけである。

　晩餐はすでにデザートになっていた。

　それが地元の味ということなのか、それともこの２ヶ月でなんとか辿り着いたのか、出てきたのは、甘い卵焼き菓子であった。どこかなつかしい味のする素朴な菓子と濃く淹れた黒薔薇茶を飲むミチタカに、ダルテ侯は慎重に切り出す。

「いいえ。必ずしも、そこまでモンスター殲滅を必要とするわけではありません。むしろお願いしたいのは別の件。……海上輸送の技術供与です」

　ミチタカは瞠目どうもくした。

　海上輸送、それは蒸気動力船の供与。

　モンスター討伐に兵を費やすことなく輸出入を円滑化するという、ダルテ侯からの提案だった。




　　▼２




　テントの中には重い雰囲気が流れていた。

　正直、ちょっと息苦しいほどだ。

　五い十す鈴ずは寝袋の中で、もぞもぞと身動きをする。

　先ほどまで夕食をとっていたし、テントの帆布を通してたき火の炎が見えるから、時間としては、まだ21時というところではなかろうか？　元の世界のことを考えればまだ寝るような時間ではないのだが、この大自然の中では、起きていても他にやることもない。

　仮にあったとしても、ぐったりと疲れ切っていてやる気も起きない。しかし、いざ寝ようとしても眠気は一向にやってこなかった。

　とりあえず、寝袋には潜り込んでみたものの、悶々としているというのが実情だ。

　テントの中では魔法の明かりに照らされ手荷物の整理をしている仲間たちもいる。

「ん……」

　五十鈴はそちらの方へと首を向けてみた。

　真面目に働いているのはミノリだ。トウヤは五十鈴と同じように寝袋に潜り込んでいるし、セララはテントの隅でぐったりとしている。ルンデルハウスは寝袋の上にあぐらをかいたまま、不機嫌そうに腕組みをしている。

　誰もが重い空気をまとっていた。

　無理もない。今日の探索は散々だったのだ。

　五十鈴たちの戦闘は、結局あのまま混戦になり、さらに〈動く骸骨スケルトン〉の援軍を呼び寄せながら泥仕合の様相を呈した。

　乱れた陣形のまま継続する戦闘は、参加者全員のＨＰだけではなく、ＭＰや温存してある特技、さらには集中力までも奪ってゆく。戦闘開始時は十分なＨＰで力押しもできていたが、長引いてしまえば回復呪文に頼らざるを得ない。

　しかし、その回復呪文もＭＰという上限がある以上、どこかで枯渇してしまうのは避けられない。

　──キミたちが回復をちゃんとできないからボクが大ダメージを負うのだ!!　などとルンデルハウスは文句をいっていたが、五十鈴から見て、ふたりの回復職、セララとミノリはがんばっていたと思う。

　もちろんなにをどうやっていたかは五十鈴にはさっぱりわからなかったけれど、あのぐったりとしたセララと思い詰めた表情のミノリを見れば、手を抜いていたなんてことはありえないと断言できる。




　五十鈴は〈ハーメルン〉から救出された新人のひとりである。職業は〈吟遊詩人バード〉。

〈ハーメルン〉時代からミノリとは親交があった。

　というか、お世話になっていたといってよい。

　自分より３つ年下の中学生の少女ミノリは、本当にしっかり者なのだ。

　五十鈴は、自分よりもずっとレベルが低くて経験が浅いはずの年下の少女に、尊敬に近い感情をもっていた。もちろんそれは彼女がいつもいっている「シロエさんから教えてもらった」知識というのもあっただろうが、それ以上に少女の目的意識の高さと聡明さによる。

（わたしはかなり鈍くさいからなぁ……。ミノリちゃんには頼っちゃったよね……）

　そんなことを寝袋にくるまって考える五十鈴は、自分のことを振り返ると、こんな状況ではほとほと役に立っていないと思う。

　高校では、吹奏楽部。趣味は楽器。しかも、ウッドベース。

　背だけはひょろりと高いけれど、成長期にホルモンのバランスを失ってしまった陸上選手のような細い体形（別に体力がある訳ではない）。顔だって不細工ではないと思うけれど、美人とはほど遠い平凡な容貌だ。

　そばかすはやはりコンプレックス。髪の毛が太めで、三つ編みにしても跳ねてしまうのも、日常的にへこまされる。

　友達が少ないわけでも、いじめに遭っているというわけでもないが、現実世界ではどこにでもいる、量産型の田舎女子高生にすぎない。

　ネットゲームをはじめたのもほんの軽い気持ちであり、彼女のガンダムおたくである兄が「無料で遊べる招待チケット余ってるんだけどやってみる？」といってきたので試しに遊んでみていただけなのだ。

　やりはじめてみればこれはこれで面白いし、ゲーム内部でも〈吟遊詩人バード〉という音楽関係の職業に就けたのは嬉しかった。しかしかといって、無料でなくてもプレイしたかというと、おそらくやらなかっただろう程度の熱意しかもっていない。

　そんな五十鈴が〈大災害〉に巻き込まれ、〈ハーメルン〉という悪徳ギルドに引っかかってしまった。

　最初はパニックだ。なにがなにやらわからない混乱だけが続いたが、そのうちしみじみと──そう、しみじみと絶望が襲ってきた。

　そしてあっさりとへこんだ。希望がぺしゃんこになって抵抗を諦めた。神と世界を恨んで、恨んで、恨んで空っぽになった五十鈴は、毎日、餌をもらうこと以外考えなくなった。

　ああ、貧困国の子どもの生活とはこういうのをいうんだな、とひどく惨めな気分で独りごちた。狂うほどに嫌でもあったが、その一方で納得している自分もいた。脇役のエンディングなんてこんなものですよ。と疲れたような呟きが自分の中で聞こえた。

　五十鈴は、〈大災害〉に負けていたのだ。




　そんな時でも、ミノリは他の新人プレイヤーに優しくしていた。

　確かに知識というのは分け与えてもなくならない。しかし独占することに意味がないわけでもないはずだ。独占しておけば、いざという時には自分だけが助かる可能性が増すのだから。

　それなのにミノリは、自分が知っている限りのゲーム情報を共有しようと、毎日のように同室の新人プレイヤーたちに声を掛け続けた。

　その意味では弟のトウヤの方もそうだ。

　あのふたりが中学生だということに驚きを禁じ得ない。

　ふたりには「特別」ではすませられない「強さ」がある。ミノリがいなかったら、五十鈴はあの〈ハーメルン〉の中でもっともっと荒すさんで、今でも明るさを取り戻せていなかったかもしれないとも思うのだ。

　一方、セララは同年配の女の子だ。

〈ハーメルン〉から助けてもらった直後、最初に温かくておいしいスープとパンを手渡してくれたのは彼女だった。〈ハーメルン〉でのあつかいは、相当に悪かった。自分でいうのもなんだが、救出された直後の自分は生ゴミのような臭気を放っていただろう。

　そんな五十鈴を、「大丈夫だよ。もう助かったよ」と、セララは抱きしめてくれた。

　まるで難民の群れのようだったあの日のギルドホールエントランスで、鼻水をすすり涙でぐしゃぐしゃになった新人プレイヤーたちに、「自分もたいしてレベルに差はない新人プレイヤーだ」とセララは名乗った。

「わたしもススキノという街で人買いに狙われていたけれど、助けてもらって、今ではちゃんとしたギルドで過ごしているよ」といってくれた。その言葉に救われた仲間たちはたくさんいたはずだ。

　彼女は、〈三日月同盟〉の中でも、もっとも新人プレイヤーに親身なひとりだろう。レベルがだいたい一緒だということも、実際の年齢が一緒だということも、五十鈴にとっては親近感を抱かせた。今では〈三日月同盟〉で一番仲のよいメンバーとして、ほとんど毎日のようにいっしょに過ごしている。




　そんなわけで、五十鈴にとって見ればミノリもセララも信頼できる知り合いなのである。友だちといってもよいとは思うのだけれど、なぜか、本人たちの許可を得なければそう宣言するのは申し訳ないというか、その種の感情があって、「知り合い」と評している。しかし、心の中ではちゃんと「友だち」だ。

　だからあのふたりが回復をさぼっていた、というのはありえない。そんな性格のふたりでないことを五十鈴は知っている。




　では今日の惨状はなにが原因か？　誰が悪かったのか？

　そう問われてしまうと、今度は五十鈴が困る。

　──泥沼の戦闘は30分ほども続いた。

　誰が死んでもおかしくないような戦闘を切り抜けた時、パーティーは半壊状態で、全員のＭＰも特技の再使用規制も、すっかり尽き果てていた。このままでもう１回敵に見つかったら、今度は全滅してしまう。

　パーティーは必死に入り口まで戻ろうとしたのだ。もっとも戻る最中にも復活した〈動く骸骨スケルトン〉に見つかってしまい、凄惨な撤退戦をしなければならなかったわけだが……。

（今日は、本当にひどかったよぉ）

　散々だった。

　五十鈴たちのダンジョン初挑戦は、開始わずか１時間で撤退という記録を作ったことになる。

（トウヤちゃん、じゃないよね）

　トウヤだってミノリほど親しくはないが、面識はある。

　明るくてよい子だと思う。トウヤがダメだったり悪意があったりしたからピンチになっていたのか？　といわれれば、そんなことはないと言い切れる。

　確かに短い探索の最中、強引な突撃などのミスらしいものはあった。しかし個別のケースごとに検討していけば、「確かにミスではあるかもしれないけれど、トウヤの側にも考えや理屈があってやったことであり、一方的に責めるような内容ではない」ことばかりだ。




　別の原因も考えてみる。

　例えばルンデルハウスはこの合宿ではじめて顔を合わせた〈妖術師ソーサラー〉だ。その性格や実力は、今回のメンバーの中では一番未知数だったといってよいだろう。

　ルンデルハウスは、発言に遠慮というものがない。態度は尊大だし、自慢たらたらな部分が鼻につく。確かに王子様みたいに格好良い顔をしているけれど、五十鈴の価値観でいえば、お軽い男子である。

　ではそのルンデルハウスが今日の敗戦の原因なのか？　と問われれば、それも疑問符がつく。

　確かにルンデルハウスの過信や油断が戦況を悪化させたという面もあるだろう。しかしそれも個別のケースごとに見てゆけば、トウヤと同じく、ルンデルハウスの側にもそれなりの思惑や勝算あっての行動なのだ。

　なによりルンデルハウスが自分の職業を愛していて、その実力を発揮しようとがんばっていたことには疑念をはさむ余地がない。なにしろルンデルハウスはある種のナルシストであり、敵を殲滅することを美徳と思っているのだから手抜きなどするはずがない。

（悪い人じゃないんだよなぁ……）

　と五十鈴は思う。




　うつぶせになって寝転んだまま、ルンデルハウスをちらり見る。口をへの字に結んで腕を組んでいるルンデルハウスは、滝に打たれている修しゆ験げん者じやか僧侶のような雰囲気だ。

　本人は完璧な西洋人の容姿なので、違和感は大いにあるが、真剣であることは間違いない。

（きっと今日の反省会とか脳内でやってるんだろぉなぁ）

　──もしかして自分を責めているのかな、とも思う。なんでも思ったことを垂れ流してしまうらしいルンデルハウスは、今日１日の冒険でもかなり周囲を責めていた。しかし、同時に自分にも厳しいらしく、苛々と自責していたように見える。

（はぁぁ……）

　それでは、結局誰も悪くはないのではないか？




（いやいや、まてよわたし。それはちょっとよろしくないんじゃないすか？）

　そう、ひとりだけ検討対象からはずされている人物がいる。それは五十鈴自身だ。五十鈴自身に問題があって何度もピンチに陥っていた、その可能性は否定できない。

（別にあたしだってこういうの得意なわけじゃないし……）

　なんといっても五十鈴はゲーム初心者だ。もちろん、武道の心得なんかないし、現実世界ではサバイバルなんて想像したことさえない。戦闘が下手だという可能性はありえる。

　しかし、それにしたってもう２ヶ月だ。

　五十鈴も、この世界で戦闘を繰り返してきたという自覚はある。いくらなんでも、こうぼろぼろになるほど戦闘慣れしないものだろうか。ましてや五十鈴はトウヤとは違い、後衛職だ。敵からの攻撃を直接受け止めているわけではない。

　だが思い返してみると、五十鈴自身も今日の冒険は違和感だらけだった。この場合違和感というのは「あとから考えれば最善手ではない行動」という程度の意味だ。

　なんでそんなことになったのかはわからないが、思い返せばミスをいくつも重ねていたように思える。




〈吟遊詩人バード〉には豊富な種類の援護特技があるが、その中でも特筆すべきなのは「永続式の援護歌」だ。

　これは〈吟遊詩人バード〉の身体が無意識に発散する音楽的な波動である。

　パーティー全員に効果がある持続的な援護で〈吟遊詩人バード〉が効果を停止しない限りずっと恩恵を及ぼし続ける、便利で強力な特技である。この「永続式の援護歌」は冒険開始時に使用しておけば冒険の間中、手間をかけることなく効果を発揮しつづけてくれるという意味で、常用したい特技なのだ。

　問題はこの「永続式の援護歌」は同時に２種類までしか併用できないという点だ。「永続式の援護歌」の種類は高レベルの〈吟遊詩人バード〉において15種類を数えるというし、現時点の五十鈴にさえ10種類のバリエーションがある。

　10種類の援護のうちどの２種類を使うかというのは、〈吟遊詩人バード〉が最初に直面し、高レベルになっても悩み続ける問題だ。

　今日の五十鈴は〈輪唱のキャロル〉と〈剣速のエチュード〉を選択していた。

　前者は魔法攻撃に追加ダメージを付加する援護歌。後者は武器攻撃速度を速める援護歌で、どちらも〈吟遊詩人バード〉が行なう援護の中では定番のものである。




　しかし、今日の戦闘はそれで失敗してしまった。

〈輪唱のキャロル〉は確かに魔法ダメージを増加させてくれるが、そのせいでルンデルハウスに敵の注意を引きつけてしまう結果になった。これは全く予想外のトラブルだった。

　おまけに予想以上に敵の援軍が多く、戦闘は混戦になってしまった。

　この時点で、五十鈴は戦闘中にもかかわらず、援護歌を変更する決断をする。援護歌の変更には長い詠唱時間が必要で、本来は非戦闘時にすませておくことが望ましい。この時も散々迷って、引き延ばしていたのだが、このままでは全滅するかもしれないと戦闘中に変更する決意を固めたのだった。

〈輪唱のキャロル〉を〈瞑想のノクターン〉に。

〈剣速のエチュード〉を〈舞い踊るパヴァーヌ〉に。

〈瞑想のノクターン〉は戦闘中にもＭＰを徐々に回復する効果を付与する援護歌だ。〈エルダー・テイル〉においてＭＰは、非戦闘状態であればゆっくりと回復してゆく。休憩したりしていればその回復速度は加速する。しかし、戦闘中には回復しない。

〈瞑想のノクターン〉はそのＭＰ回復を、休憩中に比べればわずかな速度だが、戦闘中に行なうための援護歌だ。

〈舞い踊るパヴァーヌ〉は、仲間全員の敏捷性を上昇させ、敵対するモンスターの攻撃をかわす回避率を高める援護歌である。

　敵の増援が出てきてしまった以上、戦闘の長期化は避けられない。いや、変更を決断した時点ですでに戦闘は泥沼化していたのだ。五十鈴は長期戦を覚悟して、援護歌の変更を行なったのである。

　あの時はそうするしかないと思ったし、今でもその判断は別に間違っていたとは思わない。

　しかし結論としてはその判断は戦況を好転させなかった。

　もちろん回避率は高まったし、ＭＰの消費スピードは明らかに鈍くなった。特技やヒールで消費されていくＭＰの量を〈瞑想のノクターン〉による回復が肩代わりしているのだ。

　だが、それは同時に〈輪唱のキャロル〉と〈剣速のエチュード〉による、ダメージの増加が終了したことも示していた。

　ダメージ出力が低下すれば、１体の敵を倒すために、より多くの時間が必要になる。敵を倒すのに時間がかかれば、戦闘時間は増加し──結果として必要なＨＰ回復量も増え、ＭＰ消費が激しくなる。

　悪循環だった。




（でも……）

　そう「でも」なのだった。

　五十鈴にはその判断が、不正解だったとは思えない。仮にミスであったとしても「ベストではなかった」程度の──いわばトウヤやルンデルハウスのようなレベルでの「ミス」であるはずだ。それが原因で今日ほどの乱戦や苦戦を強いられるとは思えない。

　それに、それがミスだとすれば、どうすればよかったのか？

　五十鈴は考える。

（考えるの苦手なんだけどな）

　反省や作戦を立てるのは苦手だ。

　分析と実行は五十鈴のもっとも不ふ得え手てな分野である。しかし、五十鈴はこの重いテントの空気が、考えることそれ以上に苦手だったのだ。

　だから、胃の中に重く淀んだ石のような感情をかかえながらも悩むしかなかった。

　それは五十鈴だけでなく、ミノリやトウヤを含む、このテントにいる新人全員がそうだったろう。

　悩むことでしか時間がすぎてゆかない。ザントリーフ山中初日の夜は、はじまったばかりだった。




　　▼３




　小さな、といっても旧世界の学校教室よりも広そうなホールには、麗人の奏でる甘やかな楽曲が響いている。その室内楽を背景に、部屋の中には数多い人の輪が咲いている。

〈エターナルアイスの古宮廷〉。

　その上層の一角、「７人の乙女の間」。

　立ったまま闊かつ達たつに語るのは若い騎士だ。あちこちにセンスよく配されたソファに陣取り、噂話に小さな歓びの声を上げる少女姫もいた。礼節をもって振る舞う侯子、苦笑に近い笑みを渋く見せる学者の卵。ほっそりとした姿の官僚。

　今日の夜会は〈自由都市同盟イースタル〉の若手を集めた、気取らない会だと聞いている。10代後半から20代中ごろまでの、合わせて40名ほどがその夜会に出席していた。




「……ずっとここにいらっしゃるおつもりですか？」

「ええ」

　クラスティは、小さな丸テーブルをはさんで座るレイネシアにあっさりと答える。

　レイネシアは笑顔を返そうと思い、微妙に引きつってしまう。

　別に、レイネシアはクラスティが嫌、というわけではない。

　この体格の大きな騎士は基本的に無口なので、いろいろと貴族的なおべんちゃらをいわれることがない。それはつまり「雨に打たれた美姫」という猫をかぶらずにすむというわけで、ありがたい。

　しかし彼女はコーウェン公爵家の娘なのだった。

　特定の男性とこのように長時間一緒にいると、どのような噂を立てられるかわからない。この夜会の間はよいだろう。だがしかし、あとでどのようなことをいわれるか考えると気が重い。




（この男ひとはその辺り、わかっているんでしょうかね……）

　目の前のクラスティは、すました顔で黒薔薇茶に酒精アルコールを加えたものを飲んでいる。ふたりがこの席に陣取ったのは夜会がはじまった頃なのだが、もうかれこれ小一時間。会話らしい会話もない。

　この状況は、短期的に見ればふたりの利害関係が一致したゆえの結果だった。レイネシアとしては、若手貴族や騎士、文官たちの世辞に窒息させられないですむのがメリットだ。

　彼女は筆頭領主セルジアッド公爵の孫娘である。

　公爵といえばヤマトに２家にしかない爵位。大貴族中の大貴族である。この爵位は古いにしえのウェストランデに与えられたもの。その古王朝が滅びたいま、貴族的な身分制度でいえば、コーウェン公爵家よりも格が上なのは、ウェストランデ古王朝の墓守である斎宮家しか存在しない。

　そのような大貴族の家の娘であるレイネシアは、多くの騎士や文官たちの求愛の対象である。レイネシアには姉がひとりと弟がひとりいるが、姉がすでに降嫁したいま、レイネシアが婿をとるか、弟が嫁を迎えるかして、コーウェン家は続いていくのだろう。そう考えれば、彼女が同じ年代の貴族や騎士たちの崇拝と憧しよう憬けい、そして欲望の対象になるのは不思議のないことだった。

（はぁぁ……）

　彼女はそれを想像すると、胃の辺りが重くなってこっそりとため息を漏らしてしまう。結婚というものは、レイネシアにとって未知の遠い国の話に思えた。両親はどうも世間でいう「夫婦」と呼ぶには堅苦しい関係のようだし、姉の様子を見ると大層べたべたした関係だ。

　どちらが本当の「結婚」なのか、レイネシアには判断がつきかねた。

　個人的には「見ず知らずの他人（異性）と一緒に暮らすなんてとんでもない」としか思えないのだが、立場上、しないわけにもいかないのだろう。

　結婚したのならばその時点で「見ず知らず」なんていえないのだが、それはレイネシアの脳内から抜けているようだ。

　ついでにいえば、そんなレイネシアの憂鬱そうな様子を見て、周囲の若手貴族や姫君たちが「レイネシア様があんなにも切なげなため息を……」とか「この世界の未来を憂いておられるのでしょう。なんて清らかな方なのだろう……」とか囁き合っていることも、頭からすぽんと抜けている。




　噂のもう一方の登場人物であるクラスティも、それなりのメリットを享受している。彼は今話題の中心である〈冒険者〉の最大勢力〈円卓会議〉の若きリーダーなのだ。

　その勢力は兵力にして約１万。しかもその一人一人が生半可な熟練騎士など及びもつかぬほどの精兵だといわれ、貴族のもつ領地騎士団に換算すれば、数万人分の戦力だともいわれている。また、経済規模についても、〈自由都市同盟イースタル〉最大のマイハマ領には劣るかもしれないが、ほぼ比肩するほどではないかと噂されている。

〈自由都市同盟イースタル〉に突如として現れた、巨大勢力ということになるだろう。

　また、そういった要素を抜きにしてクラスティ個人を見ても、なかなかに注目を集める人物だといえた。

　身長は１９０センチを超えて、人間族ヒユーマンとしてはかなり大柄な部類に入る。かといって瘦せて縦にひょろりとした印象はなく、よく鍛えられて筋肉のついた身体は、見ただけで一流の戦士だということを感じさせた。

　眼鏡をかけ知的なその横顔は、黙って座っていればなかなかに貴公子然として見えたし、砂色の髪もよく似合っている。

〈冒険者〉であることを差し引いたとしても、貴族の令嬢たちの好奇心や思慕の対象となるだけのカリスマ性を、すでにして放っているのだ。

　先日行なわれた騎士たちによる親善交流試合において見せた、鈍色に濃紺を散らした重厚な鎧姿には、あちこちに傷跡や焼けた跡がつき、美々しい鎧姿を誇る騎士たちはそれだけで立ち会いを遠慮するほどであった。手合わせを希望した腕に覚えのある武者たちは、今ではすっかりクラスティに心酔している。

　そんなわけで、レイネシアとは別の意味で今や貴族たちの注目の的であるクラスティも、彼女と一緒にいることで、無用な誘いややっかいな陰謀に巻き込まれなくてすむ、ということらしい。少なくとも本人はそういっていた。




（うぅぅ）

　レイネシアが恨みがましい目でクラスティを見る。クラスティはその視線を１００％無視していたが、つと顔を上げる。その視線の先は、レイネシアの後方だ。

「レイネシア姫？」

「申し訳ありません。おふたりのご歓談を邪魔しまして。その……ご一緒してもよろしいでしょうか？　クッキーをおもちしましたの」

　ふたりの少女はレスター侯の娘アプレッタと、イワフネ男爵の孫娘フエヴェルだった。今回の舞踏会で一緒にデビューした、いわば同期である。

「ええ、もちろんです。……よろしいですわよね？　クラスティ卿」

　完璧な笑顔で答えるレイネシア。クラスティの方も如才なく微笑んで立ち上がると、優雅なカーブで作られた椅子をふたりに引く。その仕草はどこで覚えたのか、悔しいほど絵になっていた。

（……なんだ。ちゃんと礼儀作法も知っているではないですか……。淑女あつかいもできるってわけですね。……ふぅ～ん）

　ふたりの少女はほっとしたようにクッキーを勧め、他愛ない話をはじめた。レイネシアからすれば、崇拝の視線を受けるのは、騎士たちからでも姫君たちからでも一緒なのだが、求愛をしてこない分、女性の方が幾分かは気が楽だ。

　もっとも彼女たちの私生活についてはさっぱり共感を覚えることはできない。新しい香水やドレスの話題を出されても、実はあまりついていけないのだ。

　香水については、なんだか臭い気がする。

　香りがきつすぎるのだ。

　いや、それをいうと、放置されれば１週間やそこらは風呂なしでも過ごせてしまう自分の方が臭いのだろうが、好みの問題として片付けたい。もちろん実際には、そんな放置をしてもらえるはずもなく、毎日侍女に風呂に放り込まれ、香水だって頭から振りかけられている。

　ドレスは着心地が悪い上に、露出過多か装飾過多かのどちらかであり、きわめて過ごしにくい服装だと思う。

　レイネシアの好きなのは綿のパジャマだ。

　手触りのよい薄手のネルのパジャマは素晴らしい。絹のものも手触りはよいが、なんとなく気後れがする。あれは悪のパジャマだ。

　もっといってしまうと、パジャマは脱がずに暮らしたい。布団からでないですむのならばさらによい。




「──ね、レイネシア姫もそう思いますわよね？」

　ころころと愛らしく笑うフエヴェルとアプレッタに、レイネシアは反射的に「ええ、本当に」と微笑み返す。

　ふたりの少女はレイネシアの同意を受けて、嬉しそうにくすくすと囁き合う。レイネシアとしては内心冷や汗だ。とっさのことで同意してしまったが、妄想にかまけて、話の内容はまったく聞いていなかった。

「レイネシア様は麗しいかたですよね、クラスティ様？」

「ええ、光栄な話です」

　クラスティの受け答えに、ふたりの少女姫はくすくすと笑う。ふたりの少女はレイネシアから見ても、愛らしい。自分と比べて大違いだ。内面が可愛らしいのである。

「？」

「しかし……。レイネシア姫は哀れみ深い方ですからね。そういってくださったのは新しん参ざん者ものであるわたしに対する心遣いです」

「そんなことはありません。クラスティ様は、凜々しい騎士様ですもの」

（え、えーっ!?）

　レイネシアは表面上穏やかな笑みを見せながらもパニックになる。

　どうやら先ほどの会話の流れは、ふたりの少女姫がクラスティのことを褒め、それに対して自分が同意をした、ということであるらしい。

　祖父の溺愛のせいで舞踏会デビューが遅れたレイネシアと違い、このふたりの少女はたしか15、６だ。彼女たちにすれば、クラスティの年齢はまさに憧れの騎士である。それですむ年齢だ。だからこそ他の姫たちのような気後れもせず、このテーブルへやってくることもできたのだろう。

　そのふたりがクラスティを褒めそやし、自分がそれに同意をした。──そんな場面なのだろう。

（どうか差し障りのないような褒め方でありますように！）

「レイネシア姫がこうしてわたしの相手をしていてくださるのも、宮廷作法に不慣れなわたしが、そのことで田舎者とそしられずにすむようにというご配慮なのですよ。身に余る栄誉だと思っております」

　クラスティは、先ほどまでの無口ぶりが噓だといわずにはいられないような滑らかな口調で、ふたりの姫に語りかける。

（わ、悪い人だっ！　すごく悪い人だっ!!）

「あら。では、クラスティ様。わたしたちが皆様に紹介を……」

「いえ、わたしたちと、あちらでチャトランガでもいたしませんか？」

　ふたりは驚いてそう声を上げる。

「いえ。フエヴェル姫、アプレッタ姫。わたしは戦場しか知らぬ無骨者ですから。それにこうして哀れみをかけていただいたレイネシア様に恩を返すまでは、おそばを離れるわけにはいかぬのですよ」

　おそらく他の貴族の相手をするのが面倒なだけなのだろうが、クラスティはまじめくさった忠義顔でそんな台詞を放つのだ。しかしどうもふたりの少女姫は、その台詞をロマンチックな背景のある言葉だと勘違いらしい。「騎士の誓約ですわ」「素敵……」などといっているのが、レイネシアには頭が痛かった。




「よろしいのですのよ。クラスティ卿。わたしのような女はおいて、宮廷の華を愛でていらしてください。ね？」

　レイネシアは、できるだけしとやかな眼差しでクラスティを見つめて囁いた。言葉の意味合いとしては「そろそろ別の避難先を見つけてもよいのじゃないでしょうか？」だ。

「いえ。姫の近くの静けさは、争いにささくれた心を慰めてくれるようです。よろしければ、会議の間、恩返しの機会をお与えください」

　このクラスティの言葉は「会議の間、その猫かぶりを盾代わりに使わせてくれ。お互いもちつもたれつだろう？」という意味だと解釈される。

　そのふたりのやりとりに黄色い悲鳴を上げたふたりの姫君が退散すると、すっかり疲れ果てたレイネシアはソファにくってりと寄りかかってしまった。

　その近くには相変わらず穏やかな静せい謐ひつさをたたえたクラスティ。

　傍目には、宴の熱気に当てられた姫君と、その姫をそっと見守る忠実な騎士のようにしか、見えなかったのである。
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「はぁ……はぁ……」

　荒い呼い吸きをついたトウヤが、水筒の水をぐいっと飲み干す。

　それを横目で見たセララが「大丈夫ですか？」と声をかけた。

　ミノリたちの一行は、〈ラグランダの杜〉右手ルートにある小さな玄室に入り込んでいた。床に散らばるのは、無数の〈動く骸骨スケルトン〉の骨。

　先ほどまでの通路での戦闘を切り抜け、増援を処理してこの玄室に立てこもり、混戦を生き延びたのだ。

　メンバーの疲労の色は濃い。

　この異世界では、体力も能力値ステータス次第でずいぶんと強化されている。一介の女子中学生にすぎないミノリが、山歩きやダンジョン探索を一日中続けられているのがその証拠だ。

　しかし、精神的疲労はそうはいかない。

　長時間の戦闘は集中力を削り取ってゆくのだ。

　状況が混迷する乱戦になるほど、その精神的な疲労は大きい。かくいうミノリも、先ほどからかなりひどい頭痛に悩まされている。

（そういえば、朝から水分をとっていなかったっけ……）

　喉が渇いている実感はなかったが、水筒からひとくち水を飲んでおく。脱水症状で思考能力が落ちたら元も子もないのだから。

（状況、悪いな……）

　ミノリはメンバーを見渡す。




　トウヤは刀を抱えるようにして座り込んでいる。呼吸はだんだんと整ってきているようだが、先ほどの戦いは厳しかったらしい。血がずいぶん流れて、ＨＰも最大時の30％程にまで減少した瞬間があった。多数のバッドステータスを受けて、回復が追いつかない局面もあり、辛かったはずだ。

　しかし疲れ切った今でもドアの近くに陣取り、いざ戦闘になった時には真っ先にモンスターの目標にされる位置を確保しているのは、トウヤの精神的強さゆえだと思える。




　セララはまだ息が切れているにもかかわらずバッグをかき回しはじめた。次の戦いに備えて荷物の中のポーションの位置を調整しているのではないかと、ミノリは推測する。

　回復職である自分やセララがポーションに頼るのもおかしな話だが、例えばバッドステータスの解除呪文にも再使用規制時間リキヤスト・タイムは存在する。ミノリでいえば〈大おお祓はらえの祝詞のりと〉がそれに当たるのだが、再使用規制は20秒だ。つまり、〈大祓えの祝詞〉にこだわる限り、20秒に１回しかバッドステータスを解除できないということになる。

　もし仮にパーティー全員が毒状態になったとすれば、最後のひとりを回復させることができるのは──単純に考えれば80秒後だ。そのロスをなくすために、自分の毒解除くらいはポーションで。そう考えているのだろう。

（うん、それすごい。わたしも次回から、用意しよう）

　ミノリは心のメモ帳に書き付ける。

　だがそれは、自分よりもレベルが高い回復職であるセララも、現状に対して有効な手段をとれていないことを示してもいた。ポーションなど、やはり焼け石に水にすぎない。




　ルンデルハウスは、今はぎゅっと目を閉じている。

　その姿勢には思い当たることがあった。おそらくステータス画面を開いて、自分のＭＰ残量を凝視しているのだ。

　先ほどからの連戦でミノリのＭＰも残り25％程にまで追い詰められていた。今はこうして非戦闘判定の休息時間なので、一定のペースでＭＰは回復してゆく。おそらく10分も待てば７、８割のＭＰは回復して戦闘可能な状態になるだろう。

　しかし、ルンデルハウスはミノリとは比べものにならないほど多量の魔法を矢継ぎ早に繰り出していた。ミノリのステータス監視が正しければ、ルンデルハウスは、すべての戦闘でＭＰを完全に使い切っている。彼にとっては、こうやって回復をじっと待っているのさえ、敵を殲滅する努力の一環なのかもしれない。




　ミノリはこの２日の間、ルンデルハウスが「なんで……」という呟きを漏らすのを、幾度となく聞いた。おそらくそれは「なんでこんなに苦しいんだ」「なんで勝てないんだ」でもあるだろうし「なんでボクはこんなに弱いんだ」でもあるだろう。

　たぶん、それは自負心があるからこその呟きなのだ。

　それはわかる。ミノリもそうだからだ。

（「なんで」……。その気持ちは、本当によくわかる。ひとりの時にはできたことすらも上手くできない。わたしたちは互いの力を制限しあっている。なにかが……すごくまずいことになっている）

　その言葉が出るのならば、そして飲み込むのならば。

　ルンデルハウスはただの能天気なお坊ちゃまというわけでもないのだと思う。己の責任である「敵の撃破」ということに対しては、真剣なのだ。実際、彼はその一点に関しては妥協していない。

（たぶん。ルンデルハウスさんは、ルンデルハウスさんなりに……わかりにくいけど、本気でやっているんだ）




　五十鈴は黙りこくったままだ。

　ミノリとしては彼女がちょっと心配である。五十鈴は普段は陽気で、ちょっとおしゃべりなくらいなのだ。雰囲気に敏感な彼女は、こんな状況で騒ぐことはできないのだろうが、それゆえ押しつぶされないか心配だ。

（それは……。わたしもか……）

　なにかの手違いで、非常にまずい事態になっているのはわかる。それが一番わかっているのは自分自身だろうという自覚が、ミノリにはあった。

　これはシロエが繰り返し口にしていた「危機」のひとつなのだ。

（だけど……。やっぱり……）

　ミノリは堅く口を引き結ぶ。確かに今の状況は危機的だ。シロエが警告していた幾つかのケースに該当する。

「ボクらなんでこんなに弱いんだっ」

　呼吸を整えたのか、ルンデルハウスがそう告げる。

　大きな声ではなかったが、その声は静まりかえった玄室の中に強く響いた。

「……」

　くちびるを嚙みしめて俯くセララ。やはり顔を上げることができない五十鈴。

「ボクは24レベルになった。敵のレベルは17から21というところだ。それでいて、なんでこんなにも苦戦するんだ。これはおかしいじゃないか？」

（それは……）

　それは、おそらく自分たちが実力を出し切れていないのだ。と、ミノリは思う。あるいは「実力を出せないように分断されている」か。

　……もちろん、アンデッドにそのような知能などない。高位アンデッドなら別だが、今まで出会った〈動く骸骨スケルトン〉や〈歩く死体ゾ　ン　ビ〉程度のアンデッドに自意識や戦術知能などあるはずがない。

　いわばミノリたちがミノリたち自身の可能性を狭めているのだ。

　しかし、それは口にすることができない。

　なぜならばミノリのレベルは21。このパーティーの中でもっとも低く、足を引っ張っているからだ。また、もっともレベルの高いのは弟のトウヤ。29だ。

　ミノリが発言をすれば、もっとも実力の低い彼女が、そのいいわけをしているように聞こえてしまうだろう。また、トウヤが口を開けば、姉であるミノリをかばっているように響くのは、避けられない。

　それにミノリ自身にしたところで、自分たちが本来の実力を発揮できていないことはわかっても、それをどうやって克服すればいいのか、その方法はわからない。

「……」

「修行を繰り返すしか……ないのか……」

　ルンデルハウスの言葉は、自分でも信じてはいないかのように響いた。そしてそれは誰の耳にとってもそうだった。

　ただ、誰もそれを言い出せなくて、ミノリたちは沈黙を守るしかなかった。
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　暗い中庭には涼しげな水音が舞っていた。

　中庭の中央にしつらえられた噴水からは、深夜にもかかわらず潤沢な水がさらさらと流れ出ている。美しく彫刻された水路を水が駆け抜け、計算された段差を落下する度に水しぶきが舞い上がるのだ。

〈エターナルアイスの古宮廷〉を設計した人間は、どうやら夏の暑気に対して十分な準備を行なっていたようだ。そもそも、永久氷柱で空中15メートルの高さに建造されたこの宮殿は、そのせいで地上よりも湿気が少なく、温度も低い。

　どのようなテクノロジーを使用したかは不明だが、宮殿の至るところに、この中庭にあるのと似たような水路が張り巡らされ、重力に従い上層階から下層階へと清冽な水を循環させている。

　そのせいで８月とはいえ、この宮殿の夜の空気はひんやりと感じるほどに心地よかった。




　その涼しげな中庭で、ひとりの少女が寡黙に体術の稽古を続けている。激しい動きではないが、見るものが見ればその練度や身体の切れから、一目で武術の素養と努力を見抜ける動作だった。

　身体が動く度に風に揺れるのは長い黒髪。影色の地味な衣装に包まれた身体は小柄でまだ起伏には乏しいが、少女らしい繊細な曲線は十分魅力的なラインを描いている。

〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の少女暗殺者アサシン、アカツキだった。

（右送り足、左すり足。１拍……。左送り足、右体捌き、半回転……。１拍）

　少女が行なっているのは奇妙な型稽古だった。

　空手や古武道では足の運びと共に、上半身の連携運用も重視される。それはほとんどすべての武道でも同じだ。しかし、少女の動きは、腕を胸の前で緩やかに構え固定して、足運びを重点的に鍛えるもののようだった。
















　印象でいえば、一部の中国拳法の套とう路ろ（練習用の一連の演舞）に近い。あまり重心を落とさず膝と足首を伸びやかに使う足運びは、どことなく日本の剣術も彷彿とさせる。不思議な動きだった。

（左送り足、右体捌き、半回転……。上半身を捻り、さらに１回転。……左体捌き、体を入れ替え、右送り足、２歩）

　アカツキは夢中で型を繰り返す。

　時が経つのを忘れるほどに繰り返し、一連の動きが融け合い身体の中をまるで血液のように流れはじめる頃、ふとあげた視線の中にシロエがいた。




「主君っ!?」

「アカツキは寝ないの？」

「い、いつからっ」

「えっと、さっき」

　シロエはちょっと困ったような表情で近寄ってくると、手にもっていたグラスの片方をアカツキに渡す。「さっき」だなどというのは、噓なのだろう。そうでなければグラスをふたつもっていることの説明がつかない。

　いつから見られていたのだろうか？　そう考えるとアカツキは狼狽を抑えられない。しかし努めてそれを表情には出さないようにグラスを受け取る。

「感謝する」

　受け取ったグラスに満たされているのは、冷えた紅茶ガーネツトテイーだった。単調な味わいだが、ほどよく冷たくて運動したあとの身体には嬉しい。

　シロエは、噴水の縁にある、彫刻を施された白亜のベンチに腰を下ろす。その隣には、まだ優に３人が座れるほどのスペースがあるが、アカツキが腰を下ろすには、スペースではなく勇気が足りていなかった。

　アカツキはシロエの近くに立ち、立ったままで所在なく紅茶を飲む。近くに立ち、とはいっても正面に立つのははばかられるので、60度ほどずらした角度だ。

（忍びとは常にそうでなければいけない）

　内心で呟いては見るものの、正面に立ってしまうと、視線がまっすぐに合ってしまうからという理由もあった。

　それはアカツキとしては避けたい。

　別に忍びだからといってそこまで従属しているわけではないのだが、畏れ多いというか、気恥ずかしいというか、シロエに対して正面から向かい合うのはなんだかひどく気後れしてしまう感情がアカツキの中にはあるのだった。

「……」

　しかし、そんな風にアカツキが考えているとはシロエは想像もしていないようだった。どこか遠くを見つめるようなちょっと困惑した表情をしている。その様子は、なんだかひどく大人びて見えた。

　シロエは三白眼気味で、ものを凝視する時には眉根を顰ひそめる癖がある（そして実によく凝視してしまう）ので、狷けん介かいな印象を与える青年だ。愛嬌のある丸眼鏡をかけているために第一印象では誤魔化される人もいるだろうが、少し付き合えばその思慮の深さと想像力の広がりに驚かされる。

　ともかくなにを考えているかわかりづらいシロエだが、アカツキだけが知っていることもある。

　一緒のギルドで家族のように生活を共にしていれば、さまざまな姿を見ることができる。今のようにベンチに腰をかけているときもそうだ。アカツキの背が低くても、気がついてしまう。

　そう、たとえば、シロエの黒髪のつむじは右巻だ。

　アカツキはそれをとても可愛いのではないかと思っている。

　少なくとも、そのつむじの後ろから伸びる一房が、寝癖のようにくるんと丸まっているのは、イラストに描いた鼠の尻尾のようでとても可愛らしい。

　今もその寝癖が跳ねていて、指先でふれたいような気持ちになる。もちろん、アカツキもシロエも現実世界では大学生だ。そのような他愛ない接触であってもなんの気なしに行なえるような年齢ではないから、その欲求は我慢するのだが。

（でも、主君のつむじは可愛いな）

　そんな風にアカツキは思うのだった。




「アカツキは、どう思う？」

「なにがだろう」

「……この宮廷の人々とか、反応とか？」

　シロエは曖昧に言葉を結ぶ。本人もはっきりとは説明できない印象の話なのだろう。アカツキはそれに対して、素直に己の感じたところを報告する。

「興味津々、といったところだろう。好意と敵意。半々だ」

「そうか……」

「しかし、敵意はあっても害意はないのが救いだと思う」

「？」

　敵意とは、敵対心。敵対者であっても、潜在的な敵対者やライバルであっても向けられるものだ。一方、害意はもっと明確な「相手を害するという意志」である。

　それを説明されたシロエは「じゃぁ、まだ具体的な計画がある訳じゃないって感じか」と呟く。

「敵意といっても、中身は嫉妬や羨望ではないのだろうか」

「そうだなぁ……。不信感もありそうだし」

　シロエはアカツキの言葉に同意するように何回か頷いた。シロエはシロエなりに周辺を観察し、その言葉や視線の意味を探っていたのだろう。アカツキに尋ねたのはその答え合わせというか、印象のすりあわせを行なうためだ。




　ここ数日の間、アカツキたち一行は宮廷内のどこへいっても注目の的である。

　初日の舞踏会でダンスを踊ったヘンリエッタとシロエは噂の的になった。シロエたちは互いにパートナーを替えて５曲は踊り、多くの貴族や貴族の奥方などに声をかけられたのだ。まさに、〈自由都市同盟〉の社交界へと殴り込みをかけた形だ。

　あの舞踏会で、シロエもヘンリエッタも、それをいうならばクラスティやミチタカも、積極的に交流をもち、貴族たちに顔を売っていた。

　小柄で可愛らしいアカツキは、当初、かなり奇異の目で見られていたようだ。

　彼らの常識でいえば、この大広間に現れた以上、貴族自身であるか、その家族か従者であるということになる。家族としてあつかうべきなのか、従者としてあつかうべきか彼らは計りかねていたらしい。

　しかし、シロエがヘンリエッタとダンスを踊り、またアカツキの身につけていたドレスの格式を考慮に入れた結果、彼らはアカツキを「貴族の従者」というよりは「貴族の家族の一員」としてあつかうと決めたようだった。

　そうなれば声をかけてくる者は多い。

　地方領主の息子や、騎士などが、次々とアカツキに近づいてきた。飲み物を勧めたり、ダンスに誘ったりなどだ。別にそれはそれでかまわないのだが、あきらかに子どもあつかいされるのが我慢ならなかった。

　アカツキはすでに成人なのだ。

　なにゆえ小学生に話しかけるような言葉遣いで可愛がられなければならないのか。アカツキのことを対等な年齢の独立した人格として見なしてくれたのは、あの広間の中では貴族の娘や息子たちだけであり、彼らは明らかにローティーンなのだった。

（なんでわたしが子どもに仲間顔で気を遣われなければならないんだっ）

　思い出しても腹立たしくて胃の腑が焼けるようだ。

　現実世界でもそのような対応は日常茶飯事だった。

　居酒屋では入店を断られる。子ども料金でよいよと頭を撫でられる。サイズがぴったりきてしまうキッズブランドの服。もううんざりだ。うんざりだから、この〈エルダー・テイル〉では長身で寡黙な男キャラクターを演じていたが、それも〈大災害〉ですっかりおじゃんになってしまった。

　あまりにも腹が立ち、隠し武器クナイを抜きかけたが、自制して逃げだした。それ以上かまわれるのが面倒になり、〈隠行術〉と〈無音移動〉で広間から退散した。

　それから今日に至るまでの数日も、基本的には同じ手法で宮廷内部のあちこちを探り歩いている。

　ドレープをたっぷりとったビロードのカーテンや彫刻を施した柱などの陰に潜み、貴族たちの話を盗み聞く。もちろん露骨な接近はできない。忍びとして卓越したアカツキの感覚は、〈大地人〉の密偵もまたこの宮廷に潜んでいることを摑んでいる。この種の隠行合戦は周到な準備でもない限り、見つけ出す方が隠れる側よりは有利なのだ。

　今の状況は同業者同士が「やんちゃをしない限りお互いを大目に見ている」状況にすぎない。スパイ同士の「お互いの仕事の邪魔は、よしておこうや」という精神だ。

　だがそのおおざっぱな偵察でもわかったのが、貴族たちは予想よりもずっと多くの密偵をアキバの街に放っていることだった。アカツキたち〈冒険者〉や〈円卓会議〉に大きな関心をもっているらしい。

　また、さらにいえば〈大災害〉はすでに〈大地人〉の社会でも広く認識されているということ、それが世界を揺るがす大規模な変革の最初の一歩であると考えられていることも判明した。

「敵意をもってるってのは、やはり戦力的な問題かな」

「そのようだった」

〈冒険者〉の戦力は大きい。アキバの街に存在する１万５０００人の約半数が90レベルだろう。平均レベルを低く見積もって70レベルだとしても、70レベルの〈冒険者〉が１万５０００人ということになる。

　その戦力は、領主たちが備える戦力を遙かに上回っている。

　ある地方領主などは「我が領地には30レベルの騎士団が15名と、あとは衛視隊。農民兵が１００人ほど……。それ以外は傭兵を雇うしかないのだ」と漏らしていた。それが事実だとすれば、〈冒険者〉が30名もいれば制圧できる戦力だ。

「そっか。その数字は、そんなに噓混じりでもないと思うよ。東北地方の弱小領主であれば、そんなモノだと思う」

「そうなのか」

　シロエはその辺りも事前にある程度調査していたようだった。アカツキの聞いた話を肯定する。

「そんな勢力だから、例えば〈ブリガンティア〉なんて横暴な〈冒険者〉ギルドの蛮行を食い止められないんだ。それは、しかたない」

「そうだな」

　アキバの街と〈円卓会議〉は、現在のところ戦争を行なう意志など全くない。むしろ〈大地人〉と協調して、この世界で平和に過したいと思っている。

　もちろん例えば元の世界に戻るためには〈大地人〉との戦争が必要であるともなれば、また別の議論が巻き起こってくるだろう。しかし、今現在〈大地人〉との間に戦端を開いたところで、プレイヤーサイドにはまったくメリットがないのだ。

　だがその同じ理屈が〈大地人〉にも適用されると盲信するのは、危険すぎる。

　まず第一に、アカツキたち〈冒険者〉と〈大地人〉ではこの世界に対する見方が違うだろう。彼ら貴族は領地運営を通して税収を得、生活を成り立たせているのだ。その活動の中で不確定要素となる〈冒険者〉は目障りな存在だと思える。

　また、もっとも大きいのはシロエの推察通り戦力的な問題だ。

　たとえばの話、同じ部屋にマシンガンを所持している男性がいたらどんな気分がするだろう？　その部屋に暮らすのはひどくストレスがたまるだろう。マシンガンをもっている男の人格が信頼できるかどうかなどはあまり問題にならないのだ。たとえどんなに徳を備えた性格であっても関係ない。ましてやそれが見知らぬ他人であれば、なおさらだ。マシンガンをもっている男がすぐ近くにいるというのは、その存在だけで十分に不安なのだ。




「互いの力量を正確に評価し終えている訳じゃないからなぁ」

　シロエの言葉は、さらにその先に伸びる。

〈冒険者〉が強力な存在であることは知っていても、〈大地人〉は、その本当の能力を知りえないだろう。先ほどの喩えでいえば、一緒の部屋で暮らす男がもっているのは「なんだか恐ろしげな兵器」なのだ。それがマシンガンなのか、チェーンソーなのかわからないということになる。

　もしかしたら果物ナイフや割り箸のような取るに足りない武器かもしれないが、最悪の場合、手榴弾や対戦車ミサイルである可能性すらもある。その場合は部屋ごと木こっ端ぱ微み塵じんだ。

　相手のもっている武器がわからないので、「不意打ちで倒してしまう」べきか「どんなに屈辱的でも絶対に怒らせないように暮らす」べきか、貴族には判断がつかないのだろう。

「示じ威い戦闘する？」

「いや、そりゃあ下策だろう。あんまり恐怖をばらまいても仕方ない。というか百害あるよ、二利くらいはあるにしても」

「そうか……」

　アカツキの提案はシロエにあっさりと却下される。

　もっともこの種のことでは、アカツキはあまり落ち込まない。アカツキが主君と認めた男なのだ、その得意とする思考戦闘フイールドではアカツキが追いつけないほど高く羽ばたいて欲しい。アカツキは、アカツキにしかできないような特殊技能をもってシロエをサポートすればよいし、それで満足だ。




（あれ……？）

　満足なのだが。

　満足のはずなのだが。

　なにか引っかかったような気もして、少し不快な気分になる。もっとも理由はわからないので、無視しても問題ない程度のわずかな不快感だ。

（問題ないよな）

　そろそろ夜も更けてきた。




　これ以上の夜更かしは、夜が明けたらはじまる多くの謀略や諜報合戦に悪影響を及ぼしかねない。アカツキ自身のことであるのならばなんということもないが、シロエは参謀担当だ。

　だが睡眠をとるように勧めようとしたとき、周囲がわずかにぶれるような魔力を感じた。

　シロエもほとんど同時に感じたのだろう。

　弾かれるようにベンチから立ち上がり、その手にはいつの間にか短杖ワンドが握られている。

　同じように小太刀を構えるアカツキとシロエの前に現れたのは、ひとりの瘦せた男だった。

　学者のようなローブ。額にはまったアメジストの頭環サークレツト。瘦せこけて最低限の筋肉の上に直接皮膚を貼り付けたような姿。それだけであったら不吉な印象を感じさせただろうが、男の表情はひねくれたユーモアを露あらわにしていて、それがどことなく魅力というか、愛嬌になっているようだった。

　男は芝居じみた態度で頭をひとつ下げると、口上を述べる。

「〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエ様とお見受けします。わたしはミラルレイクのリ＝ガン。魔術師です。以後お見知りおきを。……今宵はシロエ様と言葉を交わしたく参上いたしました」


































　　▼１




「ぎゃっぴぃ～っ!?」

　砂煙が盛大に上がり、くるくると綺麗に回転した少年が宙を飛ぶ。その少年は空中で２回転、３回転した後に、ざっぱーんと勢いよく海中に頭から突っ込んだ。

「おーおー！　派手にやっとるなぁ!!」

　ビーチパラソルの陰でリラックスしているマリエールは、それを眺めてからからと笑う。

　ここは「メイニオン海岸」。

　ザントリーフ半島でも有数の美しい白砂の海岸線だ。ちなみにマリエールたちが寝泊まりしている校舎からは、馬で30分ほどで往復にもいたって便利だ。

　マリエールは傍らにおいたクーラーボックス兼テーブルから、アイスソーダを取り出して喉を潤す。タンクトップを脱いだ今、その下から現れたのは鮮やかなビキニという、まさにバカンスファッションそのものだ。

　装備の方もビーチパラソル、デッキチェアー、レジャーシートと隙がない。

（はわぁ。これやねん。これやねんなぁ！　ほんま天国やわぁ、うち今最高についとるわぁ～）

　笑顔については褒められるマリエールだが、このときばかりは普段のそれの10倍にもなろうかという、とろけるばかりのエンジェルスマイルを浮かべている。

　サンオイルはないのだけれど、この世界の肉体はかなり強靭なようだ。日焼けについてはなんとかなるだろう。水着も苦労して手に入れた。

〈エルダー・テイル〉時代、服装とは装備とほぼ同義語だった。戦闘を主軸としたＲＰＧであった〈エルダー・テイル〉においては、装備とは装甲や武器の代名詞であり、そこには下着は含まれていない。

　もちろんポリゴンモデルからすべての装備を除外すれば下着は表示されるが、それはおもに大事な部分をユーザーの視線から隠すためにつけられた、ゲームの保護機能的──年齢規制としての意味合いが強く、色気もなにもない単色の下着が見えるだけだったのだ。

　この下着はキャラクター画面上「見える」だけで、存在はしない。今となっては、表示もされないので、裸になれば裸のキャラクターが表示される。そしてキャラクター表示が裸の時は、自分も裸だ。




　しかし下着は重要だ。そもそも普通の文明的社会生活を送ってきた日本人にとって、下着なしなど耐えられない。

　用意さえすれば着替えることが可能なのはわかっていたが、下着というのはあれはあれでなかなかに高度な縫製技術を必要とするモノである。生産するのは無理か、と諦めかけた住民に、光明がもたらされた。

　その光明が「水着」の存在だったのだ。

　美麗なグラフィックが売りであった〈エルダー・テイル〉には外見変更を含む装備にも特殊なアイテムが多い。「水着」はその一種で、多くの場合レアなレシピとして存在し、イベントなどで特殊なデザインの水着がプレゼントされることもあった。

　もちろん「水着」と「下着」は違うものだ。

　吸湿性や、長時間つけたときに肌が擦れるなど、相違点はある。しかし、〈大災害〉という事態は些細な相違点に目をつぶれといっている。そんなわけでアキバの街の下着事情は、優秀な〈裁縫師〉たちによってその危機が緩和されていった。

　また一方、〈円卓会議〉成立後の新アイテム作成方法により、〈裁縫師〉たちはよりちゃんとした、綿や絹の下着も生産できるようになってきている。

　当然この需要は高く、〈裁縫師〉が作り出すアイテムの中でも「下着」は人気を集めている。やはり旧世界で培った常識は強く、マリエールだって下着は定期的に替えたいし数着は欲しい。アキバの街の〈裁縫師〉にとって現在もっとも稼ぎのよいアイテムのひとつが、「下着」なのである。

　ホックやレース、ゴムのような素材は、適当な「服飾アイテム」をメニューから作り出して解体すれば手に入る。その辺の工夫や縫製の丁寧さが、アイテムの完成度を上げるコツだ。手縫いなので、お値段はちょっとした中級マジック・アイテム程度はする。金貨にして３００枚以上は、堅い。

「水着」のほうは、元から実装されているレシピで作れば、短時間で量産できるので値段は安い。もっともそれはレアな素材は使わない地味なものである。高レベルのお洒落なアイテムはそれなりの値段がするのだが、マリエールも物好きなベテランプレイヤーとして何着か所持していた。今回は貸金庫の中に眠っていたガラクタをひっくり返して探し出してきたのだ。

　マリエールの水着は、旧世界の浜辺にいたらちょっと感嘆してしまいそうなほどのビキニだった。ことさらに布の面積が少ない訳でもないのだが、マリエールの反則級ボディラインと、鋭角なカットのせいで、扇情的に見えてしまう。

　マリエールも自覚があるのか、綿のパーカーを着込んでいたのだが──。

（ま、こんなに人目があるところで……。その、見せちゃうのもね。それはそれで恥ずかしいしね……）

　それでも、パーカーを羽織れば大丈夫だと安心するマリエール。実はその裾からちらちら覗くビキニボトムの景色が却って目の毒だなんていう事実もあるのだが、本人は気付いていない。デッキチェアーの上でにこにことバカンスを満喫するマリエールは、まったくもって平和なのだ。




「マリエールさん、マリエールさんっ!!」

　先ほど空中を舞っていた少年が駆け寄ってくる。

　両側に穂先のついた槍のような武器をもった少年は、〈武士サムライ〉だろう。この暑い中、革鎧を着けているが、海に突き落とされたせいか、日差しの中で水をしたたらせて、まるで水浴びから帰った仔犬のようだ。

「治療お願いしますっ」

　見れば少年は頭から血をどくどくと流している。

「はいな」

　マリエールは元気よく頷くと、上半身だけ起こして〈ヒーリング・ライト〉の呪文を発動させた。マリエールの指先から生まれた六芒星のような形状の白い光が少年に吸い込まれると、ＨＰがあっという間に回復する。

「やた！　治った」

　少年は嬉しそうに傷口に手をやる。頭部の出血もすっかり治っているようだ。〈ヒーリング・ライト〉の呪文はマリエールがもっている中では詠唱時間も短い、比較的回復量の少ない低級即時回復呪文である。本来は大規模回復呪文の再使用規制時間リキヤスト・タイムが間に合わないときや、「反応起動回復」等では回復量が足りないときに、場つなぎとして用いる小回復呪文なのだが、低レベルの少年にとってはＨＰを全回復させるほどの高位呪文である。

「ありがとうございました！」

「ええて、ええて」

　マリエールはにっこりと笑う。

「それよりも、もっかいいっておいでぇな！　いっぱいカニ捕るんやで！　なるべく横に潜り込むように攻撃するのがおすすめや。自分の特技の使用可能状況とも相談しながらやで」

「はいっ！　わかりました」

　少年は元気よく砂を蹴立てて駆けだしてゆく。




　眺めるマリエールの視線の先で、海岸から上陸してきた巨大ガニを見つけると進路を変更。槍を構えてそのまま一気に距離を縮める。カニのサイズは１メートルほどで、脚を思い切り広げれば２メートル近くなるだろう。まさに「巨大」だ。

　少年は思い切りよく飛び込むと、カニをひっくり返すようにその脇腹に穂先を叩きつける。今度は上手にカニを倒したらしい。

　マリエールの周囲には、そんな新人プレイヤーが５、６人存在した。彼らは今回の夏季合宿でも、もっともレベルの低い〈冒険者〉たちである。

　マリエールはそんな新人を引率して、この海岸へとやってきたのだ。

　夏のこの時期、「メイニオン海岸」には無数の巨大ガニ、〈アプリコット〉が上陸してくる。このカニは放置しておくと海岸線からどんどん上陸してきて、家畜や畑に被害を与えるので〈大地人〉にとってはあまり有り難くはないモンスターだ。

　もっともその脅威度は低く、モンスターレベルは４～８といったところ。個体差はあるが、新人の訓練相手には丁度よい。

　こうして１日戦闘に明け暮れていれば、砂浜での足腰訓練と相まって、十分な経験値を得られるだろう。もしダメージを負いすぎてしまったら、マリエールのところまできて回復呪文をもらえばよい。

　ＭＰが尽きてしまったら休憩だ。

　専用の回復役がついているこの合宿は、密度の高い訓練が行なえるということになる。

　もちろん、マリエールのバカンス大作戦としても、大成功だ。




「とりゃぁぁ！」

「このっ！　このこのっ！　倒れろっ！」

「いてもうたるどっ！」

　威勢のよい新人の声を聞きながら、マリエールはデッキチェアーの上に再び横になる。汗がじわじわ湧いてくるのを、冷たいグラスのソーダがひんやりと冷ましてくれる。

　まさに天国な時間だった。

　頰が勝手にゆるんでしまうのを止められない。

　ここにいる新人プレイヤーの多くは、生産職希望者だ。

〈大災害〉以降、すでに３ヶ月目に入ろうとしているにもかかわらず、このような低レベルに甘んじているのは、戦闘に対して忌避感をもっているからだという。

　それ自体は別にかまわない。生産趣味の〈冒険者〉が街でバックアップをしてくれるからこそ、戦闘系ギルドのプレイヤーが出稼ぎにいけるという事実は存在する。

　しかしながらこの異世界において、完全な生産職というのはリスクが高い。まったく戦闘力をもっていないのでは、いざという時に自分の身を守れないし、なにより生産者としても冒険者レベルは有効だ。ちょっとした材料なら自分でフィールド採取にいけた方が手早い局面は多いのである。

　そんな説得が功を奏したこともあるのだろう。

　それとも、以前からそういう気配は感じていたものの、生産系ギルドでは、戦闘訓練に対する十分なバックアップ体制もなくて諦めていたのかもしれない。この海岸に集まった低レベルプレイヤーたちは熱心にカニ狩り稽古を繰り返しているようだった。

　種を明かしてしまえば、挫くじけそうになる度にマリエールがひまわりのような笑顔で回復呪文をかけてくれるために、退くに退けなくなってしまうという事情もあった。男子のプライドというのは悲しいモノだ。

　女子にしたところで、そこまでやけくそな雰囲気の中では、仕方がない、わたしも少しレベルを上げなきゃ……と考えざるを得ない。

　そんな理由があるとは夢にも思っていないのは、マリエール本人だけだった。

（みんながんばり屋さんやなぁ……。うわぁ、いーい天気）

　むにゃむにゃとバカンス気分を満喫するマリエールなのである。




　砂浜には〈キール〉や〈西風の旅団〉から派遣された中堅レベルプレイヤーが指導員兼護衛として巡回もしている。マリエールの仕事は、責任者としてここで待機していること（本人的には、バカンスを満喫すること）と、たまに訪れる負傷者を回復呪文で治療することくらいだった。

　暇をもてあましたマリエールは何度目になるかわからない寝返りを打つ。

　湿気のない空気はからりとしていて、かなり暑くはあるが不快感は少ない。

　だからなんの気なしに見やった沖合に、白く泡立つラインを認めたのは偶然だった。近くを通りかかった小しよう竜りゆうを手招きしたのは、ただの気まぐれだ。

「なぁ、小竜ー。あれなんやろなぁ」

　沖合の白いラインを指さすマリエール。

「んぅ。なんでしょうかね。……泡？　航跡、かな。うーん」

　しかし、その話は結局そのままになった。

　しばらくあとにその白いラインは消えてしまったし、別段それ以降も何事もなかったからだ。一行は陽が傾くまでカニを狩り続け、結果として大量のカニ肉と、カニの甲羅を手に入れた。

　夕方から行なわれる生産技術訓練に備えて廃校校舎に戻るマリエールたちの頭からは、その謎の白いラインのことはすっかり消えていた。




　　▼２




　五い十す鈴ずたちが〈ラグランダの杜もり〉に挑んでもう３日目となっていた。

　毎日の挑戦は、毎回３時間を切っている。

　消耗が激しく、ダンジョンの中に留まっていられないのだ。

　もちろん、長時間ダンジョンの中に留まればそれでよいということはないが、ここまで短時間なのは問題だ。戦闘回数にして、４～５回程度しかこなせていないことになる。

　修行を繰り返すしかない。

　ルンデルハウスは、無理矢理にでもそう締めくくっていたが、たかが４～５回の戦闘では経験値が十分に稼げるはずもない。毎回のように乱戦や混戦になり、ＭＰと精神力をすり減らしては収穫もなく撤退してくる。その繰り返しなのだ。

　五十鈴は革鎧ではなく普段着に着替えている。

　キャンプに戻ってまで重装備をしていては、疲れてしまうからだ。

　上位パーティーは毎日６時間程はダンジョンに潜っているために、午前中いっぱいで切り上げてきてしまう五十鈴たちはやることがなく、手持ち無沙汰だった。

　ダンジョン外で１時間も休憩すれば、ＨＰもＭＰも回復できる。

　そうである以上、午後にももう一度ダンジョンに突入できるし、そうすればもう少し経験値を稼ぐことも可能なのだが、それはにゃん太と直なお継つぐたちによって禁止されていた。理由はわからないが強くいわれていて、さすがに逆らうことはできない。

　仕方がなく五十鈴たちは薪拾いをしたり、水くみをしたりといった雑用や、散策などをして時間を潰すようになっていた。




　今は、陽の角度からして午後３時というところだろうか。

　五十鈴は近くにある池に向かっているところである。

　大したことのない大きさの水場なのだが、湧き水が流れ込んでいるおかげでひんやりと澄んでいて、一行の生活用水はここから補給している。さすがに飲料水にしたらお腹を壊してしまうかもしれないので試してはいないが、五十鈴の勘だと大丈夫そうだ。

　この山中では、当然ながらお風呂などというものはない。

　別に誰が言い出した訳でもないが、五十鈴たちは交代でこの池にきては水浴びをするようになった。

「──ッ!!　──ハッ!!」

　森の奥から、圧縮した呼気が漏れてくる。

　いったい誰だろうか？

　五十鈴はそっとそちらの方向へと回り込んでみた。

　森の中で激しく運動しているのはルンデルハウスだった。藤色の、どこかの名門寄宿舎学校の制服のような衣装の上に、魔道士のマントを羽織った姿は、汗にまみれている。

　どれくらいそうやって動いていたのかはわからないが、地面の上の黒い染みが汗だとしたら、ダンジョン脱出後、ずっと訓練をしていたのかもしれない。

　ルンデルハウスは、左手を突き出し、巨大な炎の塊を作り出すと、それをぎりぎりと圧縮して、拳大の火球へと変形させる。その過程には相当の集中力を用いるのか、洒落者のはずの彼が、汗をびっしりと浮かべて歯を食いしばっている。

　火球を投げつけると、木々にぶつかる前に素早く印を組み、空中に固定。今度は氷と冷気の塊を同じように作り出し、自分で発射したはずの炎を消滅させるために射出する。

　炎と氷に変換された魔力は、森の木々の中で激突し、激しい蒸気をあげる。時に熱湯のようなその飛沫を避けながら、ルンデルハウスは一時も足を止めずに動き続ける。

　激しい回避を交えた魔法攻撃は実戦を想定した訓練なのだろう。

　五十鈴は、ルンデルハウスの足下に描かれた２本の線を見つけた。最初その線が一体なんのために描かれたものなのかわからなかったが、ルンデルハウスの動きを数分見つづけるうちに、突然理解する。

（──ダンジョンの、通路なんだ）

　地面の土の上に描かれた２本の線は、ダンジョンの通路を表している。ルンデルハウスはその先からやってくる目には見えない〈動く骸骨スケルトン〉の群れを相手に戦っているのだ。

　ひっきりなしに前後への動きを繰り返しているが、左右へは線を越えて動かない。動けない。なぜならそこには「通路の壁」があるからだ。

　どれくらい動いてただろうか。

　長いように見えて、おそらく５分程にすぎないと思う。ルンデルハウスは、地面に跪ひざまずくようにして大きく息を吐き出した。ほとんど嘔吐するような姿勢で、情けない音を立てる喉から必死に空気を吸い込む。

「大丈夫……かな？」

　木々のうしろから、五十鈴はためらいがちに声をかけた。

　彼女のクラスメイトの喘ぜん息そくもちの子が一番苦しいときにこんな症状だったのを思い出したからだ。




　しかし、ルンデルハウスはその声に心底びっくりしたようだった。まるでバネ仕掛けのように一瞬で立ち上がると、五十鈴の方を振り向く。

「やぁ、ミス・五十鈴。……こ、こんなところにどうしたんだい？」

　王子様的な笑顔で爽やかそうに前髪を搔き上げるルンデルハウス。

　しかし、実際には汗にまみれた前髪がべたりと額にくっつくだけに終わってしまう。

「無理しなくていいよ？」

　五十鈴は笑いを堪えながらそういってあげる。しかし、ルンデルハウスには通じなかったようだ。それどころか、いささか以上に慌てて取り繕う。

「な、なにを無理しているのかな？　そ、そんなことはないよ。ボクは小鳥のハーモニーを聞くために森のニンフに誘われるまま、午後の散策をしていただけな、なんだが……」

　それだけの台詞を喋るだけで、ルンデルハウスは顔を紫色にしてしまう。

（そりゃそうだよね。あんなぜぇぜぇいうほど酸素不足なのに、王子様台詞しゃべったら。チアノーゼにもなっちゃうよ……）

　そうは思った五十鈴だが、ルンデルハウスの王子様的スマイルは、顔が紫になっても崩れることはない。さすがに哀れになって、視線を逸らし、ついでに背中も向けてあげることにした。

「そ、そうなんだぁ」

　背中ごしに声をかけると、背中では荒い呼吸音がする。

　周囲には人ひと気けがなく、男女ふたりきりの森の中で、男性の荒い呼吸音とくれば、これはもう変質者が出たと確定してもよさそうなものなのだが、五十鈴から見ると、ルンデルハウスはいかにも軽薄男子で、武士の情けをかけるという気分になってしまうのだ。

（うーん、それはそれで、あたし、変？）

　考えてみれば、五十鈴とルンデルハウスのレベルは同じだ。年齢はよくわからないが、ルンデルハウスは20代前半に見えるから、五十鈴より年下ということはないだろう。ルンデルハウスは男だし、別になよなよしている訳でもない。

　戦闘能力でいえば、圧倒的だ。五十鈴は支援職、ルンデルハウスは純粋攻撃職であるということを考え合わせても、その攻撃力には倍ではきかない開きがある。

　しかしそういった実力面や条件面での意味づけとはまったく別のレベルで、五十鈴としてはルンデルハウスに優越感を感じてしまっているようなのだ。自分でもよくわからない心理状態だった。

「ミス・五十鈴は──そのぅ。ここでなにをしているのだ？」

「あたしは、水浴びを……。あ、そうだ。ルンデルハウスさんもいきましょう」

　いきませんか？　とはいわなかった。これは普段の五十鈴から考えれば、ありえないことだ。ルンデルハウスに対して遠慮するような気持ちが、すっかり抜けてしまっている。

「水浴び!?　ボクは淑女の水浴びを覗く趣味など持ち合わせていないっ！　見損なわないでくれたまえっ!!」

「誰も一緒に入るとも見せるともいってないですよ」

　五十鈴は背中を向けたまま、怒ったような笑うような口調でやり返す。まだ呼吸が整っていないルンデルハウスが咳き込む音が聞こえて、よい気分だ。

「淑女に森のひとり歩きをさせてはまずいんじゃないですかー？」

　五十鈴は少し赤面する。自分のことを淑女と名乗るだなんて、なんだかひどく気恥ずかしい。正直、大それた発言だ。しかし、一度口からでたものを引っ込める訳にもゆかない。

「それはそうか。うん、護衛という訳だなっ」

　ルンデルハウスの声が力を取り戻す。

「ではお送りしよう。泉があるんだったな？　どちらにあるのだ？」

　五十鈴は、くるりと振りかえる。

　そこには、「うむ、案内してくれ」とちょっと面食らったような表情のルンデルハウス。汗に濡れてはいるが、その金髪は色あせることもなくて、こうしてみると、やはりハンサムだ。現実の地球にいたら、少女漫画の主役にしてやっても悪くないほどである。

（それに対してあまりプレッシャーを感じないあたし。……これも異次元効果なのかなぁ）




「あっちですよ、ルンデルハウスさん」

　小首をかしげながら池への獣道を進む五十鈴に、青年は声をかけてくる。

「ミス・五十鈴。ルディでかまわない。父母にはそう呼ばれているのだ」

　五十鈴はその声をくすぐったい気持ちで聞くのだった。




　　▼３




　連れてこられたのは〈エターナルアイスの古宮廷〉奥深くの、シロエたちが今まで知らなかった区画だった。

　宮廷の奥であるこの辺りは、夏だというのに静寂と冷気に満ちている。ひんやりした空気が「涼しい」から「肌寒い」になる寸前、天井の高い通路は、彫刻を施した金属製の巨大なドアに突き当たった。

「さぁ、ここがわたしのねぐらですよ。さぁさぁどうぞ」

　魔術師を名乗るリ＝ガンがそのドアを押し開け招いた先は、数千冊をこえるほどの書物があふれる書斎だった。書斎だと知れるのは、巨大な机があるせいだ。天井が高く、また奥へ奥へと直線的に続くこの部屋は、通路の延長にしか見えない。

　周囲にあるのは小さな山のように積まれた書物。

　巨大通路の両脇の壁には、シロエの背丈の２倍はあるような書架が据え付けられ、書という自らの餌で飽食している。書き付けや巻物があふれ出し、所々で小さな雪崩なだれを起こしているほどだ。
















　そしてその光景は、視界が闇に沈むまで奥の方へと連なっている。

　リ＝ガンはといえば「あれ、おかしいな」、「どこへいったかな」等とテーブルや机の上をかき回している。シロエとアカツキは、勝手にソファのひとつを占拠した。そのためにはソファの上にあった書籍の幾つかを床の上の山に追加する必要があったが。

「いや申し訳ない。どこかに飲み物用のポットが用意してあったと思うのですが」

　恐縮するリ＝ガンに、シロエは首を振ると「かまわないですよ」と、身につけたバッグから、グラス数個と、大きな瓶に入った黒薔薇茶を取り出す。

　定番化したこの飲み物は、ほうじ茶をさらに濃くしたような味わいだが、渋みが少なく、蜂蜜や砂糖などを入れて飲む。シロエが持ち歩いているのは、湧き水で冷やした上に、シロップで甘味をつけたアイスタイプだ。

　それをシロエは自分とリ＝ガン、そしてアカツキのグラスにも注いだ。リ＝ガンはその茶を飲んで表情をほころばせる。瘦せこけた小男ではあるが、どことなく愛嬌を感じさせる不思議な人物だった。

　少なくとも見かけ上の年齢は、シロエと大差ないように見える。

「ありがたい。自分はものを探すのが全くの不得手でして。──それは〈ダザネッグの魔法の鞄マジツク・バツグ〉ですね？」

「はい。以前作ってもらいました」

　シロエはその問いかけに素直に頷く。

「ふむ。以前そのバッグについて研究をしたことがあります……。魔力回路結晶化のために、紫炎の水晶と、翼竜の皮が必要ですよね」

「そうですね。だから、そのアイテムを手に入れて、オーダーメイドで作ってもらったんですよ」

　シロエは感心する。レベル45になると受けられるクエスト『魔法の鞄を手に入れろ』の内容を、この魔術師リ＝ガンはかなり正確に把握しているらしい。〈大地人〉とは思えないほどの知識量を感じさせた。

「失礼しました。改めまして。わたしの名前はリ＝ガン。先ほどは魔術師を名乗りましたし、魔術も使えるのですが、正確にいうと魔法学者です」

「魔法学者？」

「ええ、魔法の研究をする研究者ですね。一般的な魔術の講師もできますが、どちらかというと研究が専門です」

「ここで？」

「ええ。この『エターナルアイスの古宮廷』に住み着いて、もう30年になりますか。ここは元々師匠の研究室だったのですが、数年前に師匠が他界いたしまして。その後は、ここで師匠の衣い鉢はつを継いで研究の日々です。むさ苦しい格好で申し訳ありませんね」

「──ミラルレイク。……ミラルレイクの賢者、ですか？」

　シロエはリ＝ガンの名乗りを思い出し、その名前にはっとなる。

　ミラルレイクの賢者。

　それは〈エルダー・テイル〉がゲームだった時代、幾つかのクエストや街の噂、書籍などで耳や目にしたことがある名前だった。たとえば大規模戦闘『ヘイロースの九大監獄』におけるキーアイテム〈とこしえの闇の鍵〉は賢者ミラルレイクが作ったもの、とされている。

　しかしそれもこれもゲームでのことであり、物語を盛り上げるための背景情報だと思ってあまり気にもとめていなかったのだ。

「ええ、まぁ。とはいっても、わたしもそう名乗ったことはほとんどありませんで。まだまだ気分的には弟子が抜けていないんですねぇ。その名を呼ばれても師匠のことにしか思えません」

「もしかして、〝ミラルレイクの賢者〟は世襲制なのですか？」

「そうなりますね。わたしのことは、リ＝ガンとお呼びください」

　その名前を継いだにしてはずいぶん腰の低い挨拶だった。賢者という言葉でイメージされるような威圧感がほとんどない。

　ふたりの間に静寂が流れる。

　ゆっくりと黒薔薇茶で喉を潤すシロエは、高速で思考を続けていた。〈自由都市同盟イースタル〉の領主会議に出てきたのは、相手方の要請もあったが、それ以上に現在の状況についての情報収集を重視した結果である。この領主会議に出席すれば、この世界の支配者階級、少なくとも貴族との面識を得ることができる。そうなれば、街の噂とは比較にならないほど広範囲の情報が手に入るとは予想していた。

　しかし、こんな大物がひっかかるとは。

〈大災害〉から３ヶ月。

　この世界のさまざまな知識はゆっくりとだがシロエたちの元へともたらされている。少なくとも、日々を暮らす上での知識はなんとか揃ったといえるだろう。食料も、衣服も、雨露を凌ぐ住処も、シロエたちアキバの街の〈冒険者〉は手に入れることができた。

　しかし、そうして知識を手に入れれば入れるほど、シロエが痛感するのは「自分たちはなにもわかってはいない」という事実である。

　シロエがたったひとりならば問題はない。

　あるいは、数人の仲間と暮らすだけならば、問題のほとんどは解決できる。〈大地人〉がどう考えようと、この世界の実相がどうであろうと、シロエたちにはそこでサバイバルするだけの戦闘能力があるのだ。旅を続けながらでも、どこか山奥に本拠地を構えるでも、どうとでも身の処しようはある。

　しかし、今のシロエはそんなことを考えられる立場ではないし、考えたくもない。アキバの街には１万５０００人、このサーバーには全部で３万人近くの〈冒険者〉がいるのだ。みんなを捨てられるくらいであるならば、最初から〈円卓会議〉などを夢見たりはしない。

　３万人の人間では〈大地人〉から隠れてこっそりと暮らすわけにはいかない。本拠地も必要だ。

　おそらく１５０万程度の人口しか存在しないこの日本サーバー管理区域において、１万５０００というアキバの人口は、大きすぎる。なにかアクションを起こしただけで、この世界に波紋のような影響を与えすぎてしまうのだ。現に新しいアイテム作成方法はこの世界に大きな影響を与えている。

　──もちろん、あの程度の工夫は、にゃん太が発見しなくても、数ヶ月もすれば誰かが発見して広めていただろう。あれは〈大災害〉でパニックになりみんなが気落ちしていたからこその、心理的な隙をついた独走だった。

　だからシロエは、新アイテム作成方法が広まったことに責任を感じている訳ではない。しかし、あの知識が世界に影響を与えてしまったという自覚だけはもつ必要があった。

　そして、これからもそのような事態は起こらざるを得ないだろう。どう言い繕おうと彼ら〈冒険者〉はこの異世界にとってはある種の異物なのだ。その結果をなるべく穏やかに、破壊的ではない方向に誘導するためには、深い知識が必要だ。今のシロエたちには、その知識が圧倒的に足りなかった。

（この会見は……。おそらく領主会議よりも重要度が高くなるだろう）

　表情を引き締めるシロエを、リ＝ガンは興味深そうに見つめて、語りはじめる。

「先ほどわたしは魔法学者、魔法研究者だと名乗りましたが、魔法といってもその種類は膨大です。またあつかう範囲も広範にわたります。わたしはその中でも世界級魔法を専門に研究しているのですよ」

「──世界級？」

　耳慣れぬ言葉を聞いたシロエは、顎に手をやって頷く。

「はい。魔法をその効果の規模で分類するやり方ですね。動作級、戦闘級、作戦級、戦術級、戦略級、国防級、大陸級、世界級となります。もちろんこれらの分類は一面的なものです。規模で分類する以外にも、例えばエネルギーをあつかうものや、ものの有り様を変化させるもの、召喚をあつかうものといった特徴からの分類も可能ですし、術者の実力ごとにわけるやり方もよく用いられますね」

　シロエは会話を聞きながらも思考を進めていく。

　確かに聞き慣れない考え方だ。魔法をその種別──例えば〈妖術師ソーサラー〉のあつかうエネルギー、〈召サ喚モ術ナ師ー〉のあつかう召喚──で分類するのは理解できる。わかりやすいやり方だ。

　また術者の実力ごとに分けるというのもよく理解できた。プレイヤー風にいうならばレベル別習得魔法というヤツだ、これなどは〈エルダー・テイル〉の公式ページの魔法紹介にも採用されている。

「規模による分類とは、魔法を規模の面から現象学的に、あるいはその目的と合わせて考察する際の分類方法です。動作級というのは、ひとつの動作を魔法で代だい替たいできる程度の魔法を表しますね。たとえば剣を振るって魔物に傷を負わせる。これを魔法で行なうのは、動作級です。〝魔物１体から数体に手傷を負わせる〟という効果は、一挙動でも可能だからです。ですから魔法兵たちが用いるほとんどの魔法が動作級となりますね。攻撃力が高まったとしても、動作級は動作級でしかありません」

　その考えでいくと、シロエの用いる基本的な攻撃呪文〈マインド・ボルト〉は動作級となる。あれは魔法の力で精神的なダメージ衝撃波を打ち出す呪文だが、その効能は「弓矢を射た」にほぼ等しい訳だ。ダメージや副次的効果はあれ、それは付帯的な条件に留まる。

「戦闘級とは、ひとつの戦闘の行く末を左右する魔法です。その魔法ひとつを使うことによって、敵小隊、もしくは味方小隊の命運を決することができる魔法というような意味合いでしょうか」

　どうやら、この魔法規模による分類というのはなかなかに奥が深いらしい。例えばシロエの使う催眠呪文〈アストラル・ヒュプノ〉は、その単独での意味合いは「動作級」だ。しかし用い方によっては、小隊規模の敵すべてを瀕死の縁に追い込む力がある。その場合は「戦闘級」に分類されてもおかしくはない。

「作戦級というのは、ふたつから３つの戦闘をまとめて左右するほどの規模をもつ魔法です。この世界における伝説的な戦闘魔術師たちが振るったといわれる大魔術は、ここに分類されますね」

　複数の戦闘、となると強力な能力付与の魔術だろうか？　シロエが自分の魔術をすべて検索しても、このランクにまで達する特技はたったひとつしか見あたらない。

「戦術級というのはその上の段階です。１日から数日、敵の集団でいえば、城じよう塞さいひとつ、塔ひとつ、館ひとつなどを一撃で左右するだけの規模をもつ魔法です」

　ここまでくると、シロエの想像限界を超えつつある。

　シミュレーションゲームならばともかく、〈エルダー・テイル〉はプレイヤーが〈冒険者〉というひとりのキャラクターを操って遊ぶＲＰＧだったのだ。個人としての〈冒険者〉がダンジョンごと破壊できるような力を有するのであれば、そもそもプレイヤー間の協力など不必要だということになってしまう。それは、圧倒的な破壊力だ。

「さて、後は駆け足でいきましょう。戦略級とはひとつの戦争を左右することのできる単一の魔法。国防級とは、敵対する国家ひとつを左右することができる規模の魔法。大陸級とは大陸ひとつ丸ごとを左右できる規模の魔法。そして世界級とは……」

「世界の存続、法則、運命を左右できる魔法……ということですか？」

「そのとおりです」

　概念としてはわかる。

　研究の対象としてならば理解可能だ。しかしそのような魔法が実在するのだろうか？　いや、〈エルダー・テイル〉の世界において自分自身も〈付与術師エンチヤンター〉だなどという魔術師の端くれをやっているシロエだ。魔法の存在を疑うのもばからしい話ではあるのだが、話の規模が大きすぎてピンとはこなかった。

「その……。失礼ですが、仮定というか、分類そのものは理解できるのですが、実際そのような魔法が存在するのですか？　それともこれはあくまで理論上の話なんですか？」

　シロエの質問を、リ＝ガンは唇の端を吊り上げる、どこか愛嬌のある笑みを浮かべて否定した。

「存在します。わたしが文献や実際に確認しただけでも、３回はその魔法が行使されている。その魔法は〈森羅変転ワールド・フラクシヨン〉と呼ばれています」

「……〈大災害〉、ですか」

　リ＝ガンの表情で、それは尋ねた瞬間にわかっていた。




　もはやその規模の魔法は、個的な能力の行使としてあるのではない。

　もしかしたらなんらかの超越的な存在が魔法を行使したのかもしれないが、研究者の視界にさえその全貌は入りきらないのだ。

　戦略級。国防級。大陸級。……なぜ実在もしないような魔法の等級が研究に必要なのか？　実在は、するのだ。

〈大地人〉にも〈冒険者〉にも手が届かないかもしれないが、例えば炎の精霊の活発化による火山の噴火、大地の精霊による大地震──そういった形で〈国防級・魔法災害〉は発生しうる。

　ゲームのプレイヤーとして〈エルダー・テイル〉に馴染みすぎていたシロエは、魔法といえば〈冒険者〉である自分たちが使う技術のひとつであると考えていた。物語の背景として考えれば、巨大な魔法が存在することも納得がいく。

　このリ＝ガンという瘦せた研究者の視界は、個人の用いる魔法を超えた部分にある。確かに彼は「魔術師」ではなく「魔法研究家」なのだ。彼の野心は能力の拡大ではなく、世界の謎の究明。それは世界の構造を解き明かそうとする野心に等しい。

「あなた方は５月に起きたあの事件を〈大災害〉と呼んでいるのですね。〈大地人〉たちはただ単純に〈革命〉とか〈五月事件〉等と呼んでいるようですが、わたしは〈第三の森羅変転ワールド・フラクシヨン〉と呼んでいます。今回お招きして言葉を交わそうと考えたのは、あなた方のもっている〈森羅変転ワールド・フラクシヨン〉の情報をなんでもよいから得るためなのですよ。わたしは研究者として、どんなことでも知りたいんです」

　リ＝ガンの瞳は好奇心で輝いてはいたが、その瞳は誠実そうだった。

（話すのは、かまわない。どうせ僕たちが知っていることなどほとんどないのだから。でも……）

「第三の、といいましたね？　──先ほど、この世界では、これまでに３回、世界級魔法が使われたとおっしゃいましたが、第一、第二の〈森羅変転ワールド・フラクシヨン〉について、お話を聞かせてもらってもよいですか？　僕ら冒険者がもつ〈大災害〉の情報だって多くはない。それはお話ししましょう。しかし僕たちも〈大災害〉については、少しでも多くの情報を手に入れる必要がある」




　　▼４




　シロエの言葉にリ＝ガンは飲み物を取ることで一拍おいた。

「それはかまいませんが、この話は長くなります。それでもよろしいですか？」

「……」

「ええ、お願いします」

　隣のアカツキが無言で頷くのを確認してから、シロエはリ＝ガンに返事をする。アカツキも緊張した面持ちで話を聞いているようだ。

「そうですね。どこから説明しましょうか。もちろん先ほどから申し上げているとおり、わたしも〈森羅変転ワールド・フラクシヨン〉のすべてがわかっている訳ではない……。いや、むしろほとんどなにもわかってないといってもよいでしょう。ですから『昔あった事件です』と切り上げるのはひどく簡単なのですが……それでは説明にならないでしょうね。よろしいでしょう。知りうる限りの根っこから。……古き話からはじめましょう」

　シロエはソファに座り直して深く頷く。

　そもそもの経緯から。それはシロエも望むところだった。




「──今から３５０年ほど昔。この世界は今よりもずっと繁栄していたといいます。もちろん、伝説の彼方に沈んだ〈神代〉とは比較にもなりませんが、人類の人口は今の３倍から５倍あったようですね。人類は主に大陸を中心に活躍し、その版はん図とは遍あまねく地の果てまで及びました」

「大陸というのは？」

「ああ、隣のユーレッドですよ」

　ユーラシア大陸──中国や中東諸国、ヨーロッパを含む大陸か、とシロエは頷く。いうまでもなく、この異世界においても最大の大陸だ。

　しかし〈神代〉ではない、ということがシロエには意外だった。〈エルダー・テイル〉のゲーム的な背景伝説によれば、この世界は進化しきった科学文明をもつ〈神代〉が「引き裂かれ」、再構成されたものとされていたはずだ。再構成されたあとには長い暗黒期があった、としか公式サイトにはなかったので、印象の中では〈神代〉が再構成され、その後〈エルダー・テイル〉のゲームとしてのスタートがはじまったとしか考えてはいなかった。

　しかし〈神代〉のビルや道路がこれだけ朽ち果てているのだ。考えてみれば、暗黒期とやらの間にさまざまな出来事があったのだろう。暗黒期などなんのイベントもない空白の時期だとばかり思っていたので、意表を突かれた形だ。

「世界には人間、アルヴ、エルフ、ドワーフの４種族が暮らしていました。互いに栄華を誇り、国々は平和で、富んでいたそうです。ダンジョンの奥深くで今でも見つかる高性能なマジック・アイテムは、この時代の作品が多い。また、今わたしたちがいる〈エターナルアイスの古宮廷〉のような魔法遺跡はあきらかに〈神代〉とは別の系統に属していますよね？　これらの遺跡は、この時代にアルヴが作ったものです。そう、アルヴこそが、魔法の発明者にして強大な魔法文明の先駆者でした。彼らはさまざまな魔法の器具を作り出して、この世の神秘を明らかにしたといいます」

　アルヴ──それは公式の説明によれば「すでに滅亡した古代種族」とされていた。シロエは〈ハーフ・アルヴ〉として遠くその血を引いているが、プレイする上でなんらかの歴史や因いん縁ねんを感じたことはない。魔法能力が高く、魔道具の使用に適性のある種族、という程度の認識だった。




「本筋とは関係ないので、細かいことは割愛しますが、その能力が仇あだになりました。アルヴは高い知性と、魔法の才能をもっていましたが、いかんせん種としての繁殖力は弱かった。国民も増えませんでしたし、あちこちにあるアルヴ系の王国はいずれも版図的には小さかったのです。そしてそんな少数部族が魔法技術を独占していることに憤りを感じた他の種族の連合国家に、アルヴ系の王国は次々と滅ぼされてゆくことになります。──アルヴ系の王国の滅亡でした。彼らの栄光ある歴史はここで途絶するのです」

　アルヴ族が絶滅している以上、そのようなこともあるのだろう。

　シロエ自身そのアルヴの血を引いている訳ではあるが、その悲劇は別にシロエの民族心を煽り立てたりはしなかった。そういう設定もあるのか、その程度の認識である。

「しかし、僕は？　……つまり、ハーフ・アルヴは少ないとはいえ、一定の数を見かけることができる」

「つまり、それこそがアルヴ系の末路を表すのです。人々がアルヴから略奪しようと望んだもの。まず最初に狙われたのは魔術の知識や高性能な魔法の道具ですが、次に狙われたのは……アルヴ族そのものでした。アルヴ族は、世界の奴隷になったのです。ありとあらゆる場所で──人間の王国で、エルフの王国で、ドワーフの王国でアルヴ族は売り買いされました。そして犯され、血を薄められたその末裔が現在の〈ハーフ・アルヴ〉なのです。もっとも今では隔世遺伝で、人間の両親からふと生まれることがある程度ですが……。おお、話がそれました。いけませんね。とにかく、アルヴ系の王国は滅びましたが、そのあとにはまだ一波乱が控えていたのです。そこに登場するのはアルヴの〈六傾姫ルークインジエ〉です」




「〈六傾姫ルークインジエ〉……？」

　聞き慣れない言葉だった。リ＝ガンはテーブルの上に指先で字を書いた。６つ、６人だろうか。傾く、姫。傾ける、姫。




「〈六傾姫ルークインジエ〉の正体については諸説あります。この場合正体というのは、それぞれの名前や出自、ということですね。しかし、確実なのは彼女たちが、大陸のあちこちにあったアルヴ系王国の姫君たちだったということでしょう。ちなみに〈六傾姫ルークインジエ〉という名称は後世の歴史家がつけたもので、彼女たち自身は別に知り合いでもなければ共謀した訳でもないとされています。他の大多数のアルヴの民同様、彼女たちも人間世界の奴隷となりました。出自が王族であったために処刑されなかっただけでも幸運だったのでしょうね。史書によれば〝そのあまりの美しさゆえ宝石のように愛めでられた〟とのことです。当時のさまざまな国家の王族や豪族、支配者たちの愛玩奴隷として捕縛され、六つの国において飼われることになった。しかし彼女たちは奴隷としては終わりませんでした。あるものはその魔力で、あるものは同じく奴隷となったアルヴの民を率い、またあるものは王族を籠ろう絡らくして陰からその社会を支配し、人類すべてに対して反撃の狼煙のろしを上げたのです」

　シロエはそんな話に引き込まれてはいったが、依然として心情的には中立に近かった。どちらかといえばアルヴ族寄り、といえる程度だろう。現代日本人の感覚で言えば、アルヴ族の魔法技術に嫉妬して攻め入ったのはこの異世界の人間族だ。アルヴ族の生き残りが、テロじみた行為であれ復讐を考えるのも無理はないと思える。

「アルヴ系の王国を滅ぼした人間やドワーフ、エルフ達は多くの魔法技術を手に入れましたが、当時はまだ使いこなすまでには至っていなかった。こうして凄まじい泥沼の戦いがはじまりました。なぜ泥沼になったかといえば、それは人間とドワーフ、人間とエルフ、エルフとドワーフの国々が互いに争いはじめたからです。〈六傾姫ルークインジエ〉は英雄ではなく復讐者でした。彼女たちは徹底して裏をかき、社会を混乱させ、人心を惑わすことによって人類社会に同士討ちの芽をばらまいていったのです。この戦いで多くの人類が死亡したといいます。その死亡者は、記録が正しいとするならば、今のこの世界のすべての人類に匹敵するほどです。しかし、その一方〈六傾姫ルークインジエ〉も追い詰められました。所詮アルヴ系です。その弱点は弱い繁殖力から来る数の少なさ。同士討ちの陰に隠れていても、発見されれば脆もろい。〈六傾姫ルークインジエ〉が討ち取られようとしたその時……発動したのが、〈第一の森羅変転ワールド・フラクシヨン〉です」

「第一の……」

　話の本題の登場に、シロエは固唾を飲む。

　気がつけばシロエの隣にいるアカツキもすっかり聞き入っているようだった。

「ええ。かなりの高確率で、この〈第一の森羅変転ワールド・フラクシヨン〉については、アルヴ系が用いた高位儀式魔法だと考えられています。もちろん数多い謎は残っているのですが。特に技術面では謎だらけで再現どころか基礎原理すらも不明の有様です。しかしとにかく〈森羅変転ワールド・フラクシヨン〉は起きた。その結果が、亜人間の発生です。……この世界には、３００年ほど前までは亜人間はいなかったのですよ」

　──亜人間は存在しなかった。

　それは想像もしなかった言葉だった。しかし、そうであるならば、アルヴ系を含む人類社会が今の何十倍も繁栄を遂げていたというのもわかる。まさに大地は人類のものだったのだ。




「亜人間の発生といいますが、ことは異種交配であるとか生化学的な問題ではないとわたしは考えています。これは師匠がやっていた辺りの研究なのですが、どうもこの〈森羅変転ワールド・フラクシヨン〉には〈魂〉が関係しているのではないかというのが、現在わたしの立てている仮説です。少なくともその当時、世界には非常に多くの魂素材が溢れていました。度重なる戦争により世界人口は半数近くにまで激減していたからです。そして、その魂素材が、亜人間発生の材料として使われた。戦争によって減少してしまった人類は、あちこちから雲うん霞かのように湧いてきた亜人間によって一挙に窮地に追い込まれます。多くの都市が陥落し、無敵を誇っていたはずの軍は壊滅。国という国のほとんどは解体されてしまいました。今現在、このヤマト列島において、この３００年前の国家として残ざん滓しが残っているのは〈古王朝ウェストランデ〉のみです。〈自由都市同盟イースタル〉の街や都の数々などは、田舎の小村でしかなかった。亜人間の発生により、世界は現在のような『亜人間の侵攻と戦いながら狭い文明圏を必死に守る人類』という構図に大きく変化を遂げたのです。世界は暗黒に閉ざされました。人間たちは、追い詰めた〈六傾姫ルークインジエ〉を倒しますが、彼女たちの復讐は成功したといってよいでしょう」

　倒された〈六傾姫ルークインジエ〉。

　発動した〈森羅変転ワールド・フラクシヨン〉。

　魂を素材にした亜人間の大量発生。




「こうしてやってきたのは鋼の時代です。先ほどもいったように、世界のあちこちで、〈緑小鬼ゴブリン〉、〈小コ牙ボ竜ル鬼ド〉、〈醜オ豚ー鬼ク〉、〈灰ト色ロ大ウ鬼ル〉、〈灰斑犬鬼ノール〉、〈水棲緑鬼サフアギン〉、〈蜥蜴人リザードマン〉といった亜人間の種族達が鬨ときの声をあげていました。これら残虐で醜悪な生命体が人類の文明圏を侵食していった。人類は徐々にその生命を暗く陰らせてゆきます。今現在でこそ研究が進み、防御魔術や結界術──これらもアルヴ系の遺産です──が発展しました。しかし、当時はそれらの助力もなかった。そこで人類は必死の反抗作戦を企てました。まず最初に為されたのは、アルヴ系の秘術を用いて、新しい戦士を作ることでした。ノーストリリア計画とよばれる大規模な実験の結果、今現在見られる〈猫人族ねこびとぞく〉、〈狼牙族〉、〈狐尾族〉の獣族と、〈法儀族〉は人為的に発生させられたのです。彼らは前線に送られる人造種族としてスタートを切りました」

　先ほどから、人間、ドワーフ、エルフの種族しか出てこないので不安に思っていたが、ここで残りの種族が登場したということらしい。〈猫人族〉〈狼牙族〉〈狐尾族〉〈法儀族〉は戦闘用に産み出された、人造種族ハイブリツトだったという訳だ。

「また、ユーレッドの幾つかの国家は、この戦いには勝てないと諦めました。彼らは大船団を組み、新大陸へと渡ってゆきます。結果からいうと、新大陸にも亜人間たちは存在したのですが、彼らはそこで新しい天地を切り開く開拓的な国家を築くために努力をはじめます。そしてさらに、人類がその信仰の力で誕生させたのが〈古来種〉です」

　──新大陸。これは「ウェンの大地」のことだろう。元の世界でいうところのアメリカ大陸だ。と、すると、この異世界においてアメリカ大陸が発見されたのは、この３００年の間ということらしい。

　もちろんこれはユーラシア─アジア世界での歴史伝承だから、現地にいけば詳細はまた変わるのかもしれない。シロエはほんのちょっとアメリカサーバー管理区域について想像を巡らせてみたが、頭を振ると思考を引き戻した。




「〈古来種〉の発生には諸説あるのですが、少なくない数の〈古来種〉の系譜がこの時期にはじまったのは間違いがありません。〈古来種〉については……まぁ、また別の機会にでも。ことは〈魂魄理論スピリツトセオリー〉の問題だった、とだけいっておきましょう。しかしこのように数々の技術を投下しても、人類が滅亡へ向かうのを食い止められませんでした。亜人間たちの勢力はそれほどに強大だった。その上、どうやら世界には〈第一の森羅変転ワールド・フラクシヨン〉の呪いのような効果がまだ残っていたようでした。これは、最初に話したとおり、魂の問題なのです。亜人間たちの勢力というのは、倒しても減らない。倒したとしてもその魂は亜人間に転生する……これは仮説ですが、そうとでも考えないと説明がつかないほどの奇妙な繁殖曲線を彼らはもっています。もちろん、亜人間とはいえ成人前の個体は存在しますから、一挙に数を減らせばその勢力は大きく減らすことができます。つまり、亜人間を殺せば、その個体は生まれ変わり幼少体に戻ってしまうからです。その個体に関しては、数年間のあいだ戦争には復帰できない訳です。しかし、３年も経てば彼らは戦場に戻ってくる。亜人間は根絶できない。それでは勝てる訳がない」

　──それは。

　それは〈エルダー・テイル〉のゲームとしての仕様上の問題ではないのか？　シロエはそう言葉をはさみたくなる。〈エルダー・テイル〉はゲームだ。少なくともかつてはゲームだった。ある特定のプレイヤーが、あるゾーンの獲物を根こそぎ狩りまくってしまい、他のプレイヤーがまったく手出しできないとすれば、これはフラストレーションがたまる体験になるだろう。

　だからゲームの仕様上、モンスターを倒しても、そのモンスターは一定時間後に補充される。プレイヤーに新しい獲物を提供する訳だ。そうしないと戦闘能力で勝るプレイヤーはすべてのモンスターを、さほど時間もかけずに狩り尽くしてしまうことになる。

「人類は怯え、絶望し、奇跡を願いました。この時期、世界は本当に暗かったようです。〈六傾姫ルークインジエ〉を打倒し〈第一の森羅変転ワールド・フラクシヨン〉発動からすでに60年が経っていました。その60年の間に人類は絶望と貧困と飢餓と恐怖のどん底に沈められた。ほとんどの人類は武装した集落や城塞に閉じ込められ、亜人間や魔獣の襲撃に怯える日々を過ごすことになったのです。むしろ、人類全滅は時間の問題だと思われた。〈六傾姫ルークインジエ〉の復讐は成功したかに見えた。──そこで起きたのが〈第二の森羅変転ワールド・フラクシヨン〉でした。これについては、第一の時のようにはっきりした考察ができるほどの資料が残っていません。人類は暗黒期だったようですから、資料を残すだけの余力も失われていたのでしょう。数少ない記録によれば、人間とエルフ、ドワーフ、そして多くの〈法儀族〉を動員した、神聖召喚術が使用されたようです。一部の教典にははっきりと『神の救い』として描かれていますが……。とにかく、再び〈森羅変転ワールド・フラクシヨン〉は起きた。今から丁度２４０年ほどまえ。──〈冒険者〉の出現です」




　今から２４０年まえ。

〈冒険者〉の出現。




「それから先の歴史は、あまり語るところがありません。〈冒険者〉の強大な戦闘能力は人類の大きな福音となりました。『死霊が原事件』、『冥府王事件』、『竜の玉座事件』。さまざまな危機がヤマトを襲いましたが〈冒険者〉がそのすべてを克服してくれた。もちろん平和になった訳ではありませんが、やっと多少の安定を手に入れ、じわじわとした復興の道を辿っていたのです」

（そして現在に繫がる、という訳だ……）

「〈冒険者〉ですか。……そういえば、リ＝ガンさんは、僕の名前を知っていましたよね？　あれはなぜなのですか？」

　シロエはふと気になって尋ねてみる。

「シロエ様は大魔術師ですからね。〈冒険者〉の中でも事情に明るいと考えたんですよ」

「大魔術師……？」

　シロエは首を捻る。そのような評判を得る高位クエストを実行した記憶はない。

「シロエ様が歴史にはじめて現れるのは98年まえのこと。もちろん他にも長命な冒険者の方はいるが、活動の頻度から見ても、シロエ様が大魔術師であることには間違いはない。そうでしょう？」




（98年!?　……って）

　シロエの脳内は一斉に火が付いたようにその回路を起動する。この世界の時間は。この世界の歴史は。……それでは、２４０年まえに起きた〈第二の森羅変転ワールド・フラクシヨン〉とは。

（……オープンβ、開始だ）




　　▼５




　４日目の朝、目が覚めると雨だった。

　夜半から降りはじめた雨はずっと続いていたようだ。

　その粒は小さく勢いも弱い。夏にしてはめずらしい小雨だった。この辺りの森は水はけがよいようで、テントが被害に遭うということもなさそうだ。

　いずれにせよ、ダンジョンに入ってしまえば、外部の天気などは関係なくなる。ミノリはそう思って朝の装備点検をはじめた。

　装備のチェックなど、昨日ダンジョン探索を終えた後にすぐすませているのだが、出かける前に再点検をするのは癖のようなものだ。

（不安になってるんだな……わたし）

　何度も水薬ポーシヨンを数えなおすのは、そのせいなのだ。ミノリは自分の気持ちに気がついて、ばつが悪い思いをする。なんだか子どものようだ。

　なるべく音を立てずに作業をしていたが、もう朝である。他の寝袋も動きはじめる。

　テントは合計で４つある。大型テントはふたつ。上位パーティー用と下位パーティー用。残りのひとつは付き添いの３人用。最後のひとつは女子用控えということで、着替えや荷物置き場に使っていた。

　だからミノリたちが使っている下位パーティー用テントの人数は５人。テントとはいっても旧世界のイベントで見かけるような、天幕である。広々としたものだ。

「おぁよ」

　隣に寝ていた五十鈴が、目を擦りながら呟く。

　五十鈴は髪の毛のコシが強く、癖がつきやすいらしい。一晩で後ろ髪が跳ね上がってしまっている。本人は気にしていて、いつも太い三つ編みにしているのだが、ミノリはそんな五十鈴の髪を可愛らしいと思っていた。

「も、朝だぉね？」

　まだ半分目があかない五十鈴は、テントの入り口の方に目をやる。このテントは、出入り口付近の布地が粗く、外部の明かりが見えるのだ。

「うん。雨が降っているから薄暗いけれど、もう朝のはず」

「そか……。眠いね、なんか」

「涼しいからかな」

「んぅ」

　五十鈴は、何事かをムニャムニャと呟くと、そのままもう一度寝袋に潜り込んでいく。ミノリは苦笑しながらも、寝袋の上に毛布をかけた。

　他のみんなも、起きた気配はあるけれど、起き上がってはこない。

　外はしとしとと雨が降っているが、逆にそのせいで昨晩は涼しくて寝やすい夜だったのだ。雨音に包まれたテントの中は、隠れ家のように平穏で、うとうとするような空気が漂っている。

　テントをこぼれ落ちる単調な水音が、まるでみんなを守っているようだ。この山中でキャンプを開始してから、はじめてといってよいくらい、ゆっくりした時間を過ごしている。

　ちらりと影が動いたような気がした。

　そちらに視線をやると、入り口の開閉部からにゃん太が顔を出す。ミノリはテントの中央を進んでにゃん太の元へと向かった。この大型天幕は、中央部分であればミノリが立ち上がってもなんの問題もないほどの高さがあるのだった。

「おはようございますにゃ」

「おはようございます、にゃん太さん」

「実は朝ご飯なのですが」

　にゃん太の潜めた声にミノリはこくんと頷く。

「この雨では、お外でみんなで食べる訳にもいかないのですにゃ。朝ご飯は、サンドイッチと、カニクリームスープをテントの中で各自とるということになったですにゃー」

「わかりました」

　にゃん太はわざわざその朝ご飯をもってきてくれたらしい。

　彼が差し出したのは優に10人は食べられる量のサンドイッチと、小鍋にいっぱいのクリームスープだった。

「ありがとうございます」

「ああ、よいですにゃ。にゃー。また後でにゃー」

　お盆と鍋をもったまま不格好に頭を下げようとするミノリに、にゃん太は手のひらをふにふに振ると、小雨の中を戻っていった。おそらく上位パーティーにも朝食を届けにいったのだろう。

　ミノリは、慎重にお盆をテントの中央に運ぶ。小鍋はどうしようかと悩んだが、自分の荷物に加熱用の足がついているランプがあったのを思い出して、その上に設置した。




「んぅ、ご飯か？」

　トウヤがぼさぼさの頭で起き出してくる。「うん。トウヤ、髪、すごいよ」とミノリは指摘してみたが、トウヤは「んー」という生返事を返すだけだった。

「食べない？」

「食べる。うー」

　もそもそと起き出すトウヤ。その隣では、ルンデルハウスも目を覚ました。こちらはまだ寝ぼけているらしく、「おはようミス・ミノリ。……今日も太陽のような麗しさだね」などと意味不明な声をかけながら、ふらふらとテントの入り口に向かう。

「雨降ってますよ、ルンデルハウスさん！」とミノリは声をかけたが、「顔を着替えて服を洗うだけだ」と出ていった。

　そこへ帰ってきたのが、セララだ。

　いつの間に、とも思ったのだが、セララはごきげんで、広げられたサンドイッチの隣に、果物を並べはじめる。どうやらにゃん太と一緒にいたらしい。早朝デート（？）なのだろう。

　そんなセララに手伝ってもらって、ミノリはカップにクリームスープを注ぎはじめる。温め直されたスープは、クラムチャウダーのような香りをテントに広げている。とてもおいしそうだ。

「もちろん絶品でしたよ」

　上機嫌のセララはそう話しかけてくる。たぶん、にゃん太のところで味見をしてきたのだろう。確かにおいしそうだとミノリは思う。こうやって給仕をしていても、トウモロコシとカニ肉の入ったミルク色のスープは魅惑的だ。




「んぅー」

　芋虫のように転がってくる五十鈴を、ミノリは抱きしめて起こす。

　荷物から櫛を取り出すミノリに、セララは「じゃぁ、こっちはわたしが」と食器を受け取った。

　しとしとと降り続く雨。

　その中で、朝食がはじまった。

　上半身だけを寝袋から出した五十鈴のうしろにミノリは腰を落ち着けると、その髪の毛をとかす。確かに量が多めのくせっ毛だ。五十鈴本人は女の子らしくないとぼやいていたが、その明るいブラウンの髪は、三つ編みにすると彼女にとてもよく似合っているとミノリは思っている。

「うまいな、これ」

　トウヤは呟く。Ｔシャツにハーフパンツで寝袋の上にあぐらをかいた姿は、レディに見せられるものではないが、合宿中なので仕方がないということにしておこう。

　戻ってきた早々「やぁ、今朝もよい匂い、素晴らしい朝食だ。そうは思わないかね、キミたち」と爽やかオーラを振りまくルンデルハウスは、短時間で身支度を整えてきて、完全にいつものペースだった。

　そのルンデルハウスに、五十鈴は半分寝袋に入ったまま「ルディ、これおいしいよ」とサンドイッチを渡す。

（ルディ？）

　ルンデルハウスは大人しくそのサンドイッチを受け取るとほおばり、「おお、これはカボチャをマッシュしたサラダではないかな。実に美味だ」などといっている。妙に品のよいところは、本当にしつけがよい家庭で育ったことをうかがわせる。

　そのまま朝食は静かに続いた。

　柔らかな雨の音がミノリと仲間たちのささくれた心を慰めているようだった。今日も挑まなければならないダンジョンのことを考えると、少しだけ気が重く、言い合うような気持ちになれなかったというのもあるだろう。

　たっぷりとあったサンドイッチの残りをバスケットに詰めて、昼食に回すことにする。３種類の味のサンドイッチはにゃん太の真心がこもった力作で、非常においしかった。ミノリは、フルーツ入りオムレツのものが一番気に入った。

　果物が残っていたが、みんなそれぞれの熱いカップを手にもったまま、ほっとため息をついていた。満腹後に訪れるあの空白のような精神状態が、メンバー全員に降りてきていたのだ。




「あのさー」

　そんな雰囲気の中、トウヤは声を上げる。

「おかわりですか？」

　セララはそんなトウヤに、小鍋の中を覗きながら問いかける。

「いや。そうじゃないけどさ」

　トウヤはなにかを考えながら、言葉を探す。

　もの問いたげな周囲の視線の中、トウヤは何度か口を開きかけながらも戸惑う。上手い言葉が見つからないのだろう。そんなに口達者でもないトウヤが、そうやって言葉に迷うのは、ミノリにとって見慣れた光景だ。

　一瞬だけ交わった視線で、ミノリには、トウヤがなにをしようとしているのかがわかった。この状況をどうにかしたくて、一石を投じるつもりなのだ。もしかしたら姉である自分をかばって、弟は自分自身が矢や面おもてに立とうとしたのではないか？　ミノリはそんなことすらも想像した。

　トウヤが決意をこめて口火を切るつもりなら、ミノリだって付き合わない訳にはいかない。

（ううん。むしろそれは、わたしがすべきことだったんだ）

　──いいか。もし困ったことになったら、前に出ろ。脚じゃなくて、心で、だ。

　いつの日か聞いた、直継の忠告を思い出す。

　心で、踏み出す。その言葉の意味が、今やっと少しだけわかるような気がする。それは、勇気を奮い起こせということ。勇気とは戦闘の最中に怯えないという意味ではなく、己の中の怯きよう懦だを乗り越えるという決意。

　怯えて留まっていたのは、自分の心だと、ミノリは気がつく。

　だからこそ、彼女はキッパリした声で告げた。

「皆さん。今日のダンジョン攻略は、午後からにしませんか？」




　　▼６




「え？」

　あっけにとられたような声が五十鈴から上がる。

「なにをいっているんだ、ミス・ミノリ！　我々はここに合宿にきているんだぞ？　一刻も早くダンジョンに赴おもむき、少しでも多くの経験を積み、レベルを上げるのが最優先課題だろう」

　ルンデルハウスはキツイ口調でミノリをしかりつける。

「でも、結局１日に１回しか挑戦できてないです。一昨日も昨日も、３時間も経たないで脱出してきていますよね？　だったら午後に入っても、昨日と同じ成果は十分に上げられるのではないでしょうか」

「それは……そうだが。しかし、いつまでも同じでは困る」

　ルンデルハウスは納得がいかないように苛立つ。

「いつまでも同じじゃ困るから、です」

「ミノリちゃん？」

　セララの心配そうな声は、ミノリとルンデルハウスが喧嘩になってしまうかもしれないと考えたためだろう。その呼びかけの中には「過激なことはいわないで」という懇願が込められているように、ミノリには感じられた。

「だから今日は午前中いっぱい」

　ミノリの言葉に、セララもトウヤも緊張する。

「だらだらごろごろとしていましょう」

　しかし、そんな緊張もミノリの台詞の後半で、一挙に砕けてしまう。「ミス・ミノリ。キミはふざけているのかッ？」

　声に怒気を含ませて膝立ちになるルンデルハウス。金髪のハンサムだけあって、性格はともかく、こうやって怒りを露わにすると相当に迫力があり、ミノリは内心で少し怯えてしまう。

　だがそのルンデルハウスに少しも気け圧おされない五十鈴は「落ち着いてね、ルディ」とあっさりとルンデルハウスの気持ちを逸らしてしまった。五十鈴は普段は周囲の空気を気にしすぎるくらい読む人なのに、とミノリは不思議に思う。ルンデルハウスに対しては、まるでそういう気後れを感じていないようだ。

「だらだらごろごろはいいすぎでしたけれど。自己紹介をするべきだと思うんです」

　ミノリは慎重に言葉を選んで続ける。首をかしげるメンバーたちに、ミノリはそのまま話し出した。




「わたしの名前はミノリ。レベルは21で14歳。この世界でも人間族です。そこにいるトウヤの双子の姉です。このパーティーでは一番低いレベルで、足を引っ張って、申し訳なく思っています」

　その言葉にルンデルハウスは小さく鼻を鳴らすが、ミノリは気にしなかった。いや、ここまできたら「気にする訳にはいかなかった」が、正しいだろう。

「わたしは〈神祇官カンナギ〉です。〈神祇官カンナギ〉は回復３職のうちのひとつです」

「そんなことは知っている」

「いいえ、知りません」

　中断させようとするルンデルハウスに、ミノリは真剣な面持ちで言い返す。

「知らないんです。本当です。わたしだって、皆さんのことをなんにも知らないです。なにが好きなのか、なにが嫌いなのか。前へ出たいのか、下がりたいのか。なにもわかりません。なにもわからないから、手伝いたくてもっ、……だめなんです」

「──」

　セララがびっくりしたように固まっている。ミノリがこんなにはっきりと他人の言葉を否定するのを、聞いたことがなかったのだろう。メンバーの中でトウヤだけが唯一驚いていない。ちょっと意外だったのが、五十鈴だった。驚いてはいるけれど、すぐに優しい笑みを浮かべたのだ。

「教えてください。わたしは弱いから、それを聞いて、全部覚えないと皆さんの役に立てないんです」

「全部って……？」

　セララは躊躇いながらもその言葉に疑問を投げかける。

「全部は、全部です。……例えば──ルンデルハウスさんが使う、あの溶岩の弾はなんですか？」

「ふん……。あれは〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉だ。溶岩のオーブ、といった名前だな」

　ルンデルハウスはこともなげに答える。

「それじゃ──その程度じゃなにもわかってないのと一緒なんです。たとえば……なんでルンデルハウスさんはあの呪文を使うんですか？　他の呪文ではなくあの呪文を。だって攻撃呪文はたくさんありますよね？」

「それはあの呪文が有効だからだ」

「有効ってなぜですか？」

　畳みかけるようなミノリの問いに、ルンデルハウスは少し言葉を整理して答える。

「あの呪文は、ボクの手持ちの呪文の中でも相当に強力なもののひとつだ。しかしそれだけじゃない。詠唱時間も短く２秒で完了する。その割には再使用規制時間リキヤスト・タイムは18秒とまずまずの短さだ。まず、このバランスが極めてよい。２秒と18秒なら合計20秒だ。連射というほどには回転が速くないが、20秒に１回使えるというのは相当に優秀といえる。１回の戦闘に数回使うことも可能だ。さらにあの呪文は集団攻撃呪文であるにもかかわらず、小さいオーブが敵陣を駆けめぐるという特性をもっている。前衛にトウヤがいたとしても、トウヤを巻き込むことなく敵だけを狙い撃ちできる優れものだ」

　ミノリは熱心に耳を傾け、その話に何度も頷いた。

「ちょっと待ってくれよ。〈武士サムライ〉の挑発特技タウンテイングは射程距離が短いし、詠唱１・５秒だぜ」

　トウヤは困ったような声を上げる。

「どういうことだ？」

「えーっと、つまりさ。敵が近くまで寄ってきたら、俺は〈武士の挑戦〉を使う。これは挑発タウン特技テイングっていわれている物で、ダメージそのものは与えないけれど、まるで巨大なダメージを与えたみたいに、敵の注意を引きつけるんだよ」

　セララも難しい顔をして聞いている。話の内容自体は理解できるが、他の職業の特徴なんて把握していない。はじめてきくような特技ばかりだった。

「ふむふむ」

　だがルンデルハウスはなかなかの理解力を示して聞いている。




　──それは当然の特技だった。

　もし、モンスターの警戒心がダメージを与えた相手に集中するのであれば、敵を固定するためには誰よりも大きなダメージ、つまり攻撃力が必要となる。しかし、敵の攻撃を受け止めるためにはＨＰと防御力が必要だ。

「壁役」であるトウヤは敵の攻撃を受けきること、つまり防御能力に特化している。攻撃力でいえばルンデルハウスの方が倍も上だ。

　だとすれば足りない攻撃力で敵を引きつけるなんらかの特技を習得するのは、理の当然といえただろう。優秀な壁役であれば、パーティーの誰よりもモンスターの敵意を集中させる特技をもっているはずなのだ。

　その特技が「タウンティング系」と通称される一連の技だ。これらは、実際にダメージを与える訳ではないが、モンスターにショックと痛みを与え、その警戒心に「壁役」の存在を深く刻みつける。




「だが、この挑発特技タウンテイングってのは、同じ戦士クラスでもいろんな特徴があるんだけど、〈武士サムライ〉のそれは射程距離が短い。３メートルくらいだったかな？　とにかく刀が届く距離だ。だから、こいつは引き寄せてから使用しなきゃならない。着弾するまでにかかる時間は２秒だ」

　五十鈴は、きょとんとした顔で話を聞いている。やはり、話が複雑なのだ。

「つまりさ。〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉と〈武士の挑戦〉は発動に要する時間がほとんど変わらない。でも〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉の方が射程ははるかに長い。どちらも射程に入り次第、攻撃を仕掛けているとすれば、〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉はその分先に命中しているんだ。〈動く骸骨スケルトン〉がルンデルハウスさんに向かうのは、当たり前だよ」

　結論としては、そうだったのだ。

　みんなを守るべきトウヤの挑発特技は、機能していない。

　敵が飛び道具使いならその射程距離外にいることにもなるし、そもそも挑発特技よりも先に、ルンデルハウスの攻撃呪文が敵に命中していることになる。




「じゃぁ〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉を使うな、ということなのか？」

「いや、２秒待ってくれよ」

「それでは２秒が無駄になるではないか。華麗なる戦闘において２秒のロスは致命的だ」

　言い合いを続けているトウヤとルンデルハウスは、どちらも段々声が大きくなっていく。喧嘩腰、というほどではないが、ふたりの間にある熱気が揺らめいて見えるようだった。

「……もしかして。その、さ。〈臆病者のフーガ〉とか、意味があるのかな？」

　五十鈴はためらいがちに声をはさむ。

「なにそれ？　五十鈴姉ちゃん」

　トウヤはきょとんとした顔で尋ねる。ルンデルハウスは「どうも卑怯者のような名称だ。特技なのか？　ミス・五十鈴」などといっている。

「〈臆病者のフーガ〉は覚えたばっかりの特技で、『永続式の援護歌』なんだけど。──『永続式の援護歌』ってのは、ようするにかけっぱなしで、ずっと効果がある特技ね。いっぺんには２種類までしか使えないんだけど、ずっと効果があるの。で、〈臆病者のフーガ〉は……。この歌をかけておくと、『戦士職以外の人が与えたダメージを低く見せかける』ことができるように、なるみたいなの」

「そんな特技があるのか!?」「本当かっ」

　トウヤとルンデルハウスは声を上げて驚く。

〈吟遊詩人バード〉の援護能力がバラエティ豊かなのは知っていたが、まさかそのような特技があるとは考えてもいなかったのだ。

「ううう、あるのよ。あるんですよぉ」

　五十鈴の方もその迫力に押されたのか、ちょっぴり後ずさり気味だ。問い詰めるふたりの剣幕も、五十鈴にはぴんときていないらしい。

「だってこの歌はダメージを増やしてもくれなければ回復もしないし、回避率とか攻撃力を上げてくれる訳でもないんだよ？　あたし、今まで、無駄な特技だなぁって思ってたし……」

　それは無理もないだろう。

　ミノリ自身だって、突然「戦士職以外の人が与えたダメージを低く見せかける」なんて能力を話されても、「なんて意味がない特技なんだろう」としか思わなかったと思う。

　しかし。それがわかっただけでも、一歩前進なのだ。

「もっと知らなきゃならないんです」

「ふむ。──ミス・ミノリ。これはボクが謝罪しなければならないようだ。確かにボクは無知で理解が浅かったことを認めよう」

　ルンデルハウスは潔く頭を下げる。

「いえ、わたしだって全然知りませんでした。だから、ルンデルハウスさんが知っている呪文も、全部教えてください。名前だけじゃなくて、性能だけじゃなくて、どこが好きなのか、嫌いなのか、どういうときに使うのか、使いたいのか。全部」

「全部……か。時間がかかるぞ、ミス・ミノリ？」

「いいんです。ゆっくりでも。わからなかったら何度でも聞きますから」




　外は小雨が降っていたが、みんなもうその音を聞いていなかった。

　自分ができること、できないこと。

　得意なこと、不得意なこと。

　ミノリたちは午後になっても、長い間話し合っていた。


































　　▼１




　シロエはベッドの中で寝返りを打った。

　時は夜明け前。暗い室内にはわずかな物音さえない。

　カーテンも閉めているために星明かりすら入ってこない室内は漆黒の闇に支配されている。目を開いていても、瞑っていても、わずかの差もないほどの濃密な闇。

　そのなかでシロエはここ数日のことを思い返している。

〈自由都市同盟イースタル〉の貴族たちは、予想通り、シロエたち〈円卓会議〉に個別に接触してきている。その要請はさまざまだが、兵力派遣を希望するところは少ない。技術供与や通商条約を結びたがるところがほとんどだった。思ったよりもしたたかで賢いというのが、シロエたちの印象である。

〈冒険者〉の派兵が都市間の戦力バランスを容易たやすく崩し、現在の均衡が失われかねないことを貴族たちは理解しているのだ。また、少なくない数の貴族が、〈海洋機構〉〈ロデリック商会〉〈第８商店街〉が共同で開発している、魔術式蒸気船試作機の情報を摑んでいることも意外だった。アカツキの報告から予想はしていたが、アキバの街には相当な数の密偵が入り込んでいるようだ。

　それだけ注目されているということだろう。

　アキバの街では技術情報の箝かん口こう令れいは敷いていない。聞き出すことはさほど難しくないのだろう。現在のところ、機密などあってなきがごとき有様だ。しかしながら、蒸気機関などの技術は高レベルの〈鍛か冶じ屋や〉や〈機工師〉などのサブ職業スキルが必要となる。「そういうシロモノを作成している」ということは周辺に漏れても、これが他の国ですぐさま生産できるような事態になるとは考えがたい。




　ミチタカやクラスティ、また念話によって他の〈円卓会議〉のメンバーとも話し合ったが、食料品関係は自由通商条約を結んでも損はなさそうだった。アキバの街の食品自給率はけっして高くない。

　特に米や小麦、豆類、芋類といったいわゆる主食は壊滅的だ。こういったジャンルにかぎれば、通商条約はアキバの街にとって有利に働く。一方で、食料品におけるアキバの街の主力輸出品となりうるのは、調味料だった。

　もちろん、塩、砂糖といった基本的な調味料やハーブの類は不得意だが、醬油やソースなどの加工型調味料は、元の世界の知識をもつアキバの街の〈醸造職人〉が強い。




　貴族たちからの幾つかの申し出は限定的にではあるが受け入れ、もしくは検討の約束をしてゆかなければならない。断るべき申し出はその数倍に及ぶだろう。いずれもアキバの街のスタンスをはっきりさせてゆくためにも必要なステップだった。

　しかし、そういった自由都市同盟領主たちとの会合よりもさらに衝撃が強かったのは、リ＝ガンとの出会いだった。

（落ち着かないな……）

　シロエはまたひとつ寝返りを打って考える。

　リ＝ガン本人は、けっして不愉快な人間ではない。なかなかに愛嬌のある研究者だとシロエは思っている。頭の回転も速いし、知識もある。信用は……できないかもしれないが、噓をいっているとは思えない。

　しかし、彼の話したこの世界の歴史は、シロエをひどく不安定な気分にさせた。




〈森羅変転ワールド・フラクシヨン〉。

〈魂魄理論スピリツトセオリー〉。




　世界規模魔術の研究をするに当たって、リ＝ガンの目下の関心事は上記の２点に絞られるらしかった。

「魂の問題」──とリ＝ガンはいっていたが、それがこの〈魂魄理論スピリツトセオリー〉だ。その技術的な側面は専門家ではないシロエには理解できなかったが、おおよそのところは以下のような論であるらしい。

　一般的にいって人間や亜人間を動かす霊的な力は魂こん魄ぱくであるのだという。そして「こんぱく」とは１層のものではなく、魂こんと魄はくという２種が密接に関わったエネルギー体だそうだ。

　リ＝ガンによれば──。

　魂こんとは精神を駆動するエネルギーである。人間の精神は魂こんの上に存在する。魂こんが強いとはすなわち、心の力が強いということをあらわし、魔法の威力などにも影響を与える。ＭＰとは、魂こんの力の表出なのだ。

　魄はくとは肉体を駆動するエネルギーである。人間の身体の肉体的な強靭さは魄はくに大きな影響を受ける。魄はくが強い場合、肉体的な強靭さばかりではなく肉体のもつ霊的エネルギーも強力となる。戦士などの武器攻撃職はこれを戦闘に利用する。ＨＰにもそれは現れるが、なによりも「気」は魄はくの力の表出なのだ。

　人が戦闘不能になると、まず最初に身体が動かなくなる。この時点では、精神は健在だ。しかし身体と精神は切り離され、精神の側は暗闇にとらわれた状態となる。外界の光を感じる肉体、魄はくから、意識である魂こんに流れるはずの情報が途絶するからだ。

　そして魄はくの拡散がはじまる。先に述べたように、魄はくは肉体の根源的なエネルギー、「気」だ。ゆえにこの拡散は、頑強で高レベルの肉体をもつ存在ほど時間がかかる。低レベルなもの、病弱なものの魄はくは数分で拡散してしまうが、強靭なものであれば半日ほど拡散は続く。この過程を落らく魄はくと呼ぶ。

　回復職の用いる〈蘇生魔術〉とは、この状態の死体に用いられるものである。周辺の大気に拡散してしまった魄はくを集めて再構築し、肉体に戻すという手法だ。

　足りない「気」については、回復術者自らの「気」を用いて再構築するのだが、この再構築については、構築情報を目の前にある死体にのこされた記録から逆算で作り出す。経験値がロスするのは、この計算時の誤差というか、避け得ない情報劣化によるものであるらしい。

　さて、〈蘇生魔術〉などが使用されず、魄はくが完全に拡散すると、身体は現状を維持できなくなる。物理的にいうと、腐りはじめるということだ。〈大地人〉の場合、この時点で死は決定的になる。……そう、意外だが、〈大地人〉にも〈蘇生魔術〉は有効なのだ。死の直後でありさえすれば。




　一方、冒険者の場合は落らく魄はくが終了した時点、もしくは死後その冒険者が望んだ時点で、肉体は装備もろとも粒子状に分解される。さらに魂こんの力を用いて大神殿に転送され、そこで自動的に肉体は再構成される。さらに大神殿に満ちる「気の力」を用いて魄はくを修復。そのうえ修復した肉体に魂こんを再結合して「自己蘇生」する。

　この奇跡じみた能力により、魂こんの力も魄はくの力も限界まで消費されるし、情報劣化により一部の経験値は失われるものの──〈冒険者〉は「生き返る」。事実上、不死の存在だ。

　リ＝ガンの研究によれば、これがこの異世界における死と、〈冒険者〉復活のシステムだ。

「それは意外なほど亜人間の転生システムと似通っているのですよ」

　リ＝ガンはそう語った。

「亜人間は、個体が死を迎えると……まぁ、この場合落らく魄はくするとですね、〈大地人〉と同様にその肉体は腐り、装備はそのまま遺棄されます。しかしその一方、その魂こんはすぐさま別の個体として生を受ける。成長には数年から十年程度はかかるでしょうが、転生、不死ではあるわけです」

　ある意味恐ろしい話だった。

　もっともこの話はリ＝ガンとその師匠が研究していた仮説であり、一般の〈大地人〉は知らない話だ。しかしそれが真実だとすれば、亜人間という種は、考えていたよりよほどやっかいな敵となりうる。

　──では亜人間は前世の、つまり死ぬ以前の記憶をもっているのでしょうか？　シロエはそう尋ねた。

「それについてはなんともお答えしかねます。この件にはふたつの要素が絡んでいるのです」

　リ＝ガンは答えづらそうに言葉を探す。

「まず、第一に精神の座は魂こんです。これは亜人間や〈冒険者〉において不滅だ。精神、人格、誓い、性向といったものは間違いなく魂こんに情報として蓄えられる。そして記憶も、少なくともその大部分が魂こんに蓄えられていることは判明しています。しかし、その一方、記憶は肉体の脳という器官に蓄えられることも判明しております。いうまでもなく肉体は魄はくの領域です。つまり、記憶とは魂こんと魄はくの両方にまたがって存在する情報連続体だということになります。そうである以上、落らく魄はくや魄はくの再構築により、記憶は欠損するのではないかと想定され、事実そういった事象が確認されています。記憶は、死により欠損、劣化していきます。

　また魂こんは感情の座でもあります。そうである以上、たとえ不死の存在であっても、恐怖や絶望、倦怠といった『毒』がまわることはあり得る。実際問題、亜人間はおそらく〈第一の森羅変転ワールド・フラクシヨン〉の呪いによって魂こんが歪わい曲きよくされた状態にあります。その状態の精神は、たとえ記憶そのものを保持していても、それを『自由に思い出し、自分の過去だと認識する力』が失われているのです。いわば分裂症のような、もしくは物語のような記憶として本人には観取されるでありましょう」

　それでは、死は。

　死は、この異世界において、ノーリスクではないのだ。

　それは恐ろしい事実だった。

　いや、まだすべては仮説にすぎないともいえる。

　だがそんな疑念の声をも沈黙させるように、シロエの大部分は事実であろうと納得していた。それは理屈以前の嗅覚だ。ノーリスクなどであるはずがないのだ。無限の命などというものが。

（記憶とは魂こんと脳の両方に蓄えられるとリ＝ガンはいっていた……）

　魔術師のファンタジー魔法理論を頭から信じる訳ではないが、それはシロエにも思い当たることがある。

〈エルダー・テイル〉というゲーム、いやオンラインゲームすべてにいえる構造だ。シロエたちプレイヤーは家のＰＣデスクに向かい、〈エルダー・テイル〉の世界で遊んでいた。おおよそオンラインゲームとは、すべてそのような状況で楽しむモノだ。

　それはいわば現実世界の人見知りする大学生「城しろ鐘がね恵けい」が、魂こんの役割を果たしていたという意味ではないのか？

　たとえキャラクターが死を迎えたとしても、プレイヤーである「城鐘恵」が死ぬはずはない。復活したシロエを再び操作して冒険に再度出発するだけのことである。

　リ＝ガンの理論を借りるとしても、記憶のすべては「城鐘恵」がもっていて、シロエには「肉体」しかなかったという理屈になる。




　しかしそれは〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代の話だ。

　どういう魔法が働いたかはわからないが、今のシロエはシロエそのものとして、丸ごとこの異世界に実在してしまっている。

　つまり、シロエの魂こんはこの世界に存在してしまっているのだ。旧世界の安全でぬくぬくとしたＰＣデスクに向かっている状況ではない。その記憶連続性はもはや守られてはいない。死は、シロエの魂こんを容赦なく傷つけるだろう。

　シロエは自分のステータス画面を呼び出した。

　そこには「死亡回数」という表示もある。

　シロエの長いプレイ歴を反映して、その数はけっして少なくはない。

　しかしシロエは〈大災害〉以降、一度も死を経験してはいなかった。どことなく薄気味が悪い。復活するとわかっていても生理的嫌悪感や恐怖心があった、といってしまえばそれまでだが……。そしてそれは〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のメンバーすべても同じはずだった。

　記憶の欠損がどの程度起きているかはわからない。

　大規模でないことは、確かだ。

　もしそうであるのならば、アキバの街でとっくに騒ぎになっているだろう。おそらくその規模は、１回１回はどうということがないものなのだ。もしくは本人も気がつかないような、重要度が低い記憶から消えてゆくなどといった選択性があるのかもしれない。

　もしかしたら、その欠損は日常的に起きる物忘れとなんら変わらないような、取るに足りないような量なのかもしれない。

（でも、そんなのいえる訳ないじゃないか……）

　このことは、ミチタカにもクラスティにも話してはいない。

　アカツキにも口止めをした。

　しかし、いずれ話さない訳にはいかないだろう。それはプレイヤー全員に関わる問題だ。

　シロエは暗闇の中でまた寝返りを打った。

　闇は、どこまでも苦かった。




　　▼２




「巡回が接近してる。えっと……５匹？　かな。だいたい10小節でくる」

　アーチから少しだけ顔を覗かせていた五十鈴が小声で報告する。

（えっと、10小節って……20秒くらいか）

　そこは〈ラグランダの杜もり〉の右折方面、第１の玄室だった。太い通路がそれ自体、階段のように段差をもって降りてゆく手前にある部屋だ。その広さは５メートル四方というところ。ドアはなく、アーチで通路とは接続されている。

　石造りの棺桶がいくつも設置された古代の墓室に、トウヤたちは息を潜めて隠れていた。




　廊下をゆっくりと巡回してくる〈動く骸骨スケルトン〉は５体。仲間の中でもっとも隠密性能が高い五十鈴が隠れて偵察した報告だ。今までの経験によれば、そのうち１体は飛び道具使いだろう。

「打ち合わせどおりにいこう」

　声を潜めたトウヤの宣言に、残りの４人は頷く。計画にしたがって部屋の各所に散らばると、それぞれが手持ちの装備を確認した。

（大丈夫だ。ちゃんと話したんだから、やれるはず。それにいつもみたいになったって──損をする訳じゃないんだしよ）

　トウヤは心の中で呟く。

（いや、そんな戦いになんてするもんかっ）

　今日の戦いは、昨日とは違うものにする。その強い決意が全員にあることは、表情を見ただけでわかった。




　ダンジョン攻略５日目。

　結局、小雨の降る昨日はダンジョンへは入らなかった。

　トウヤたちは昼過ぎまで話し合い、それぞれの疑問点や特技について説明しあった。そのうち実際技を見てみなければわからないという話になり、森の中へと移動したのだ。ダンジョンに入って実地で試してもよかったが、途中で疑問点が浮かんだ場合、ダンジョンでは敵が押し寄せてきて、説明どころではなくなる。

〈エルダー・テイル〉の世界ではフィールド上にも多数のモンスターや野生動物がいる。特に、〈緑小鬼ゴブリン〉や〈醜オ豚ー鬼ク〉、〈蜥蜴人リザードマン〉といった亜人間たちは、この荒廃した世界でそれなりの勢力を築いているために数も多い。

　しかしいくらモンスターが多くても、その闊歩するフィールド空間もまた広大なのだ。２分の１サイズになっていたとしても、この地球すべてを再現するプロジェクト下にある〈エルダー・テイル〉は、一般的なＭＭＯゲームやコンシューマーのＲＰＧとはその広さの桁が違う。

　必然的にモンスターと遭遇する確率は、こちらがモンスターの集落を襲うか、後を付け狙われて継続的な襲撃を受けるのでもない限り、けっして高くはない。１回の戦闘が終わってから次の戦闘がはじまるまでに、十分な休憩時間をとろうと思えばとれるのが一般的だ。

　一方ダンジョンではまずモンスターたちの密度が違う。なにせ彼らの本拠地、もしくは支部的な砦なのだ。フィールドゾーンよりも圧倒的に狭い空間に、数百匹の同種モンスターが存在している可能性もけっして無視し得ない。

　そのため、ダンジョンでの戦闘は連続的に発生し、そのインターバルは屋外に比べて短い。休憩時間が短い連戦となると、ＭＰが枯渇しやすく、また〈武士サムライ〉のように再使用規制時間リキヤスト・タイムが長い特技ばかりをもっている職業は、戦闘と戦闘の間に特技の使用制限を回復できない。

　ダンジョン特有の、光源の問題や立体空間的な制約も存在する。

　フィールドであれば通常、戦闘は敵との間に10メートル以上の距離を置いて開始される。互いが互いを発見するのはそれ以上離れた距離であることが多いからだ。

　しかしダンジョンの場合は角を曲がった瞬間、もしくは部屋に入った瞬間にそこに敵がいるというシチュエーションも存在するという。

　さまざまな要因が絡み合って、ダンジョンでの戦闘はフィールドのそれとは比較にならないほどシビアなのだ。ダンジョンであるレベルの敵を狩ることができる実力とフィールドで同じことができる実力の間には、明確な差違が存在するともいえた。

　トウヤたちは、この数日で、そのダンジョンの手強さを十分に確認したといえる。




　だからこそ各人の能力をもう一度よく確認したのだ。

　特技ひとつひとつの特徴もそうだが、その組み合わせは膨大な数にのぼり、疑問点は無数に出てくる。例えば〈輪唱のキャロル〉による魔法攻撃追加ダメージとはどれくらいの破壊力をもつのか。また発生確率はどれくらいなのか？

「自分の周辺を切り伏せる剣技」というのはどれくらいの攻撃範囲をもち、いかなるダメージを与えられるのか？　ひとつずつの疑問は単純で取るに足りないように思えるが、それらの組み合わせは数多く、時に意外な答えになることもあった。

　夕方にもなると、特技の解析は一段落したが、その後は「ではいかにして使うか」という問題が立ち現れてくる。




　ミノリが警戒隊列パトロールフアイル、戦闘陣形フオーメーシヨン、情報監視者オペレーター、戦域哨戒フイールドモニターの解説をはじめたのは、その後だった。




　──軽く掠れた足音が近づいてくる。

〈動く骸骨スケルトン〉は距離にして、もう５メートルほど先の地点にまで迫っているだろう。トウヤは無言でメンバー全員にハンドサインを送る。緊張した表情のメンバーは、それでも一斉に頷いた。

　トウヤはそれを見渡すと、今度こそ迷いを見せずに廊下に飛び出す。歩いてくるのは五十鈴の報告どおり、５体の〈動く骸骨スケルトン〉巡回小隊だった。トウヤは抜刀しざま、〈動く骸骨スケルトン〉の群れに〈飯い綱づな斬ぎり〉を放つ。深紅の衝撃波が空中をくねるように飛来し、〈動く骸骨スケルトン〉１体の腕を浅く傷つけた。

　トウヤはそれを確認すると、脇目もふらずに玄室の中に飛び込み、その奥へと一気に駆ける。近づいてくる乾いた骨音は乱れて音高い。先ほどまでの足音のリズムは、あくまで巡回時のもの。発見されてしまえば、当然敵は駆けつけてくる。距離を詰められるまでほんの数秒にすぎない。

　駆け込んできた骸骨は、あちこちが黒ずみ、死霊の気配を漂わせている。

　暗い眼がん窩かに燃える青白い炎。アーチの入り口をくぐった５体の〈動く骸骨スケルトン〉は、うち４体が部屋の奥にいるトウヤへと突進し、アーチの入り口に弓使いだけが残る。

　しかしそれはパーティーの全員が予測していた。

「そっちは任せた！」




　トウヤの叫びに押されるように、まずは五十鈴がその両手槍を、弓持ち〈動く骸骨スケルトン〉の両手に叩きつける。ミノリも不慣れながら、手にもった刀を振るった。

　ふたりの少女の攻撃は、アンデッドにそれなりのダメージを与えたかもしれないが、その行動を停止させることはできない。彼ら不死のものは、活動を完全に停止させない限り、痛みにひるむというがないのだ。

「……君１体ならば〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉なんかより相応しい呪文は別にもあるんだよ。──さぁ、喰らいたまえ。華麗なる〈妖術師ソーサラー〉の魔力をっ！　〈ライトニング・チャンバー〉っ！」

　引き攣れるような違和感に、ミノリと五十鈴は飛び退く。

　先行放電が五芒星を描いた瞬間に、〈骸骨の弓兵スケルトン・アーチヤー〉は紫色の電光に閉じ込められた。地面から天井へ、そして天井から地面へと往復する〈妖術師ソーサラー〉の電撃呪文は絶大なダメージを対象へと叩きつけて、炭化させる。

「よしっ」

　部屋の奥からそれを見ていたトウヤは、にやりと笑う。彼は壁を背にするように４体の骸骨を引き受け、一歩も引かずに戦っていた。その回復はセララが行なっている。




「現在ＨＰ84％っ。このまま維持可能ですっ！」

〈ハートビート・ヒーリング〉による定期的な回復効果と、それで足りないときは即時回復呪文インスタント・ヒールの重ね掛けにより、トウヤは４体もの敵の攻撃に耐えきったのだ。ＨＰも80％をキープしている。

　もちろん、身体は痛む。

〈動く骸骨スケルトン〉たちの手斧の攻撃力はなかなか手強く、ヒールがなければ１分保ったかどうかはわからないが、今はセララの回復呪文がしっかりとトウヤを支えていた。

「ミノリは確認っ。五十鈴姉ちゃんと、ルディ兄は攻撃準備たのむ」

　トウヤの声に、メンバーは口々に答えながら所定の位置へと向かう。ミノリはすぐそばのアーチへ。ルンデルハウスと五十鈴は、トウヤに夢中な４体の〈動く骸骨スケルトン〉の背後へ。

「こいつらはもう茹であがっているのか？」

　ルンデルハウスは傲慢な視線で〈動く骸骨スケルトン〉を見下ろす。

「ああ、時間あったから〈武士の挑戦〉を２回ずつかけてある。そう簡単にはルディ兄の方にはいかねぇよ」

「それはよかった。それなら安心していけるっ」

　ルンデルハウスは即座に攻撃呪文の詠唱をはじめる。

　それは五十鈴も一緒だった。後発したにもかかわらず、呪文を早く完成させたのは五十鈴。地面に槍を突き立てると、その首につけられた鈴が鳴り響き、音波は指向性の破壊衝撃波となって〈動く骸骨スケルトン〉たちに浸透してゆく。

「通路確認っ。後続の巡回、視界になし。大丈夫です、やってください。ルンデルハウスさんっ！」

「任せたまえ、ミス・ミノリっ！　〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉ッ！」

　ミノリの声に呪文を解放するルンデルハウス。その指先には圧縮のあまり溶岩のようにとろけて輝き出す岩の塊が浮遊する。

　トウヤは再び〈武士の挑戦〉を使用する。

　ルンデルハウスの攻撃能力は桁外れだ。より強くモンスターの敵てき愾がい心しんを煽り立て、その意識には自分以外に存在しないようにしておくべきだろう。

　挑発特技は何回か使用してあるが、念には念を入れるべきだ。トウヤは〈武士サムライ〉。その脳裏に浮かぶのは直なお継つぐの背中。

　──敵の攻撃のすべてを引き受けて、仲間を信じるのが前衛壁職の役目なんだぜ？　トウヤ。それが男の誓い祭りだろっ？

　トウヤが強い視線で〈動く骸骨スケルトン〉どもをにらみつけるその向こう、〈動く骸骨スケルトン〉の視界の後ろでは、ルンデルハウスが詠唱によって魔力を破壊力に変換している。

　ぐつぐつ煮えたぎる灼熱の溶岩球が、熱気と、奇妙に揺れるオレンジ色の影を玄室の中に現出させる。ルンデルハウスの手から放たれた火球は一番左の〈動く骸骨スケルトン〉をぶち抜くと、空中でなにかに衝突するように跳ね回りながら２体目の身体をも貫く。

　跳ね躍る高熱の小さな死神は、〈動く骸骨スケルトン〉の身体を貫き、あるいは粉砕して次々と破壊してゆく。畳みかけるように範囲攻撃呪文〈フリジット・ウィンドゥ〉を重ねるルンデルハウス。




「これでお終いだ。諸君、その命に相応ふさわしい闇の世界に帰り給えっ！」

　凍てつくような風に、先ほどまでは灼熱にもだえていた骸骨たちは、突然強度を失って床に散乱する。

　突然戦闘音が途絶え、無音になった玄室に、メンバーの荒い呼吸が響く。

　刀を構えたまま、警戒を緩めないトウヤ。魔力を結晶化させたまま杖を構えているルンデルハウス。条件反射的にトウヤに回復呪文を投射して後始末をするセララ。

　その全員が部屋の奥からミノリを注目している。

　ミノリは慎重に通路の奥を確かめてから、仲間を振り返る。

「後続はきません。今回の戦闘は終了です」

　その言葉でメンバーの緊張が解けた。

「ふっ。やはりこれがあるべき姿だ」

「今の、めちゃくちゃ綺麗にいったよねっ!!」

「ええ、皆さんお疲れ様でしたっ！」

　喜ぶメンバーの笑顔を見ながら、ミノリとトウヤもまた、その拳を打ち合わせる双子の挨拶を交わすのだった。




　　▼３




　みんながんばった。

　ミノリはそう思い、頰がゆるむのを感じる。

　ミノリたちのパーティーは、攻略５日目にしてやっと７時間の探索を行なうことができたのだ。戦闘回数は23回を数えた。１回だけふたつのモンスター小隊と同時交戦ということになってしまったが、それも昨日までに比べて数倍する鮮やかさで処理することができたと思う。

　１回戦っては小休憩をする。

　その小休憩はもちろん、ＨＰや状態異常を癒し、ＭＰを最大値まで回復するためのものだが、それ以上の意味があった。

　先ほどの戦いを振り返り、上手くいった場所を認め合い、改善できそうな点を探す。次の戦闘の場所と作戦を話し合い、実行するための準備を整える「小休憩」だ。




　一番最初に確認したのは戦闘陣形フオーメーシヨンだった。

　トウヤが前線を支える〈武士サムライ〉。だからトウヤが敵の攻撃を一身に引きつけるというのは戦術の基本だ。しかし、その「当たり前」を成立させるには、全員の協力が必要なのだ。

　どうすれば「トウヤ以外の仲間が自由に動ける状況」になるのか？　それを考えて動かなくては、トウヤも十分に敵の注意を集めることはできない。




　次に気を遣ったのは情報監視者オペレーターである。全員のＨＰを監視して気をつける役割だ。今の〈エルダー・テイル〉では、激しい戦闘中に各自のステータス画面を確認する余裕はなかなかもてない。白兵戦闘を行なう前衛職は特にだ。

　それはすでにこの異世界において常識となりつつある。

　今回、ミノリたちにはふたりのヒーラーがいた。

　それはもちろん、回復魔法の充実という意味ではメリットだったが、同時に弱点でもあったのだ。

　ＨＰが一番減っている人に、ふたりのヒーラーが同時にヒールをかける。当然ＨＰは大きく回復して、多くの場合過剰回復、つまりは無駄になってしまう。

　その間に他の犠牲者があらわれても、その時には主力回復呪文は、ミノリのものもセララのものも、再使用規制時間リキヤスト・タイムに巻き込まれている。大事な回復呪文を同時投入したために、同時に隙が生まれる──つまり、傷口を広げていたのだ。

　ミノリとセララは話し合って、トウヤのＨＰ管理はセララが一手に引き受けることになった。もしそれでは間に合わないときは、セララが大きな声で助けを求める。




　手があいたミノリは戦域哨戒フイールドモニターを買って出た。戦闘中にも周辺地域を監視する役割だ。予備兵力として回復や攻撃の呪文詠唱をしながらも、周辺を監視することによって、敵モンスターの援軍や巡回について報告を行なう。

　この役割を置くことによって、ミノリたちは乱戦に陥る可能性をぎりぎりまで下げることができた。もし仮に避けることができないような敵の援軍があっても、こちらが先に発見することさえできれば、回復量を増やしたり、援護魔法を入れ替えたりと事前にケアができる。




　警戒隊列パトロールフアイルは、移動中にも戦闘陣形フオーメーシヨンと戦域哨戒フイールドモニターを維持する行動方法だ。

　隊列先頭にはトウヤ。後方警戒をミノリ。

　ふたりは双子だから、こうして死角を互いにカバーし合うことによって、敵の接近や戦闘の気配をいち早く察知することができる。パーティー中もっとも隠密性能と監視性能が高い五十鈴は、ミノリとトウヤの両方を視界内におさえて、全周囲近距離の警戒を行なうと共に、偵察が必要な場所では単独行動を行なうこともある。

　こうやって行動することにより、移動中であっても、セララは仲間のＨＰ管理に、ルンデルハウスは自身のＭＰ回復に集中できるようになった。セララは回復の中心であり、ルンデルハウスは敵を殲せん滅めつする攻撃の中心だ。このふたりを自分の仕事に集中させるというのが、ミノリたちが考え出した計画の中心だった。




　これら４つはミノリがシロエから教えられていた、ダンジョンにおけるパーティー行動の基本だった。ゲームのシステムではない。〈冒険者〉の知恵と工夫だ。

　しかし、ミノリにさえ、これらの基本がどのような意味合いをもっているのかはわからなかった。おそらく言葉で理解しても意味のない技術なのだ。そして理解できていなかったから言い出せなかった。




　為すべきことはひどく単純だった。

　お互いに声を掛け合い、相談するのだ。




　手助けが欲しければ「手助けが欲しい」といえばよいのだ。

　回復呪文をかけるときには「わたしが回復する」といえばよい。

　敵が迫ってきたならば「敵が近づいてくる」と。

「飛び道具持ちから先に倒す」でも「こいつは任せろ」でも「あと２発でＭＰがなくなる」でもなんでもいい。

　それは簡単なことだった。それだけで、昨日までの苦労が噓のように敵を撃破してゆける。

　それは友情とか思いやりごっことは違う「生き残るために必要な技術」だった。

　お互いの連携が取れないパーティーは、自分たちの能力を封印しているに等しい。ミノリたちのような〈冒険者〉は、互いの力を合わせることによってはじめてモンスターに対抗することができるようになる。それがこの異世界なのだ。

　しかし、その一方でその技術は、友情とか思いやりごっこを超えた、ひどく温かくて神聖なものだった。一瞬一瞬が生死を分かつような戦闘の現場において、自分の必要な救援を素直に願い、相手が今必要としているであろう助けの手をさしのべるためには、相手の技術やもっている能力に対する知識と共に、深い相互理解が必要だった。

　部屋の手前で戦いたいのか？　奥まで引き寄せてから戦いたいのか？　突撃で戦闘を開始すべきなのか？　それとも誘い込むべきなのか？　この戦闘に勝利のビジョンをもっているのか？　それはどのようなイメージなのか？　任せてよいのか、悪いのか？

　ありとあらゆる問いに対して、ミノリたちは互いに答えを出し合った。それは「相手のことをどれくらい理解していますか？」というシビアなテストでもあり、それをクリアしつつあるミノリたちは、今はじめて「５人の冒険者」から「仲間たちパーテイー」になったのだった。
















「あはっ。ミノリ、鼻くろいよぉ」

　五十鈴が笑い声を上げる。

　ダンジョンから脱出すると、午後の最後の日差しが森に差し込んでいた。あと30分もすれば茜あかね色いろに染まるであろう、夕暮れ前の穏やかな時間。その中で、五十鈴がミノリの鼻を指さしている。

「ホコリですか？　蜘蛛の巣かな……」

　そんなミノリにくすくす笑う五十鈴。でも、その五十鈴だって、汗と土埃が混じって、革鎧も額もまだらに染まっている。

（でも、微笑んだ瞳は澄み切っていて素敵だよね）

　ミノリは微笑むと、荷物から小さな布を手渡して「そっちだって」と笑ってみせる。慌てたように顔を拭う五十鈴だが、拭い終わったミニタオルを見てがっかりした顔をする。

「んぅ。あたしも真っ黒？」

「真っ黒ってほどでもないです。でも、泉にでもいきましょうか？」

「そだね。あー。セラちゃんも誘おうか？」

　五十鈴は前を歩くセララに声をかける。

「なんだミノリらも泉いくのか？」

　その声に気がついたトウヤは、列の先頭で振り返った。どうやらトウヤとトウヤに並んだルンデルハウスも、泉にいく相談をしていたらしい。

「むぅ。俺たちも汗だくなんだけどな」

「ご婦人の方が切実なのだ。我慢したまえ、トウヤ君」

　そんなトウヤを、ルンデルハウスはいさめる。

　その当のルンデルハウスはといえば、いつもの洒落者の面影もないほど、煤すすまみれだ。光沢のあるチュニックも、今はくすんで薄汚れている。




　今日の探索は大いに進んだ。

　右折ルートの最さい奥おう部ぶと思われる、地下工房まで到着したのだ。

　そこでは魔法の炎でコークスが燃えさかり、黒煙が立ち上る中、怨念を残した死霊が〈動く骸骨スケルトン〉となって働かされていた。

〈動く骸骨スケルトン〉を使役していたのは〈燃えさかる悪霊バーニングデツド〉だ。普通の〈動く骸骨スケルトン〉とは違い、関節の各部分から冥界の青黒い炎を上げる死霊は魔術さえ操る強敵だったが、巡回を各個撃破したミノリたちは、電撃的制圧作戦でこの強敵を打ち破ったのである。

　もっともその一戦のおかげで、部屋に充満した煤がこびりつき、姿の方はごらんの有様だった。

「別に一緒にいけばいいじゃない」

「い、五十鈴ちゃんっ！」

　けろりとしていう五十鈴にセララは手をバタバタとふって否定する。それを見て理解したのか、五十鈴の方は五十鈴の方で急に慌てて、さらに言葉を継いだ。

「一緒にっていうのは、一緒に池を使うっていう意味じゃなくてっ!!　あたしたちは、茂みの泉で身体を拭けばいいし、トウヤ君とルディは池の方で顔でも身体でも洗えばいいでしょってことだよっ!!」

　慌てていいつくろう五十鈴に、セララも「そ、そうですよねーっ」などとごまかし笑いをしている。

「どうするミノリ？」

「トウヤたちがそれでもいいなら」

　双子の方は至し極ごくあっさりと了解して、テントから着替えを持ち出した。５人はがやがやと話しながら泉に向かう。




　話すのは今日の戦闘と攻略に関してだ。

〈燃えさかる悪霊バーニングデツド〉のレベルは24だった。おそらく右折ルートではもっとも強力な敵なのだろう。シロエの解説でも今の戦闘の雰囲気の中で、安全に勝利できるのは「自分たちのパーティーの平均レベル－５」以下の敵だと説明されていた。今のミノリたちのパーティーの平均レベルは24と少し。安全に戦える相手はレベル19までとなるから、それを遙かに超える強敵を倒したということになる。

　それがわかっているだけに、みんな少し興奮気味だ。

　５人だけのパーティーで同格の敵を倒すというのは、相当な手柄である。はじめてマジック・アイテムを手に入れたのもびっくりだった。

　だがそれよりも嬉しかったのは、道中の通常戦闘が非常にうまくいったことだった。敵を引き寄せ、あるいは突破して、有利な位置で戦闘することの重要性は想像もつかないほどだった。

　なにより声を掛け合うことがどんなに大事かがわかった。

（わたしたち、パーティーになったんだ）

　ミノリはひとりでこっそりと微笑む。

　シロエの言葉の意味が、胸の中にすとんと落ちたことがうれしい。

　レベルだけじゃなかった。

　強くなる正解は、レベルじゃなかった。

　この世界で戦うためには「仲間」が必要だ。

　仲間を作るためには、言葉をかけて、行動を重ねる必要がある。それは強力な特技やレベルでは手に入れられない宝物なのだ。

〈ハーメルン〉での日々が溶けてゆく。

　あの強制的にレベルを上げられる日々では、少なくともここへ辿り着くことはできなかっただろう。レベルを上げることでは辿り着けない確かなものがここにはある。

「ミーノリーぃ？　はーやくぅ！」

　森の茂みの奥で、五十鈴がぴょんぴょんと跳びはねて手招きしているのが見える。ミノリは元気よく返事をすると、赤く染まりはじめた夕暮れを背に泉へと向かって駆け出すのだった。




　　▼４




（ふぅ……）

　シロエは束ねた紙を、革の書類入れにまとめた。

　整理していたのはありとあらゆる種類の書面だった。

　報告書、調査書、レポート……呼び方はさまざまだろうが、雑多な情報の書類。それらの中には、アカツキや〈円卓会議〉のメンバーがまとめてくれたメモも含まれている。そういった情報は日々取りまとめ整理しておかなければならない。

〈大地人〉との交渉においては、どこから伏兵が現れるかわからないからだ。

　その一方、より大きく厳重な書類入れにまとめているのは、その名のとおり「書類」だった。ギルドからの届け出、賃借対照表、契約書、借用書に、権利書──。

　シロエは〈筆写師〉だ。その職能は、書類や本の複製。そして呪文書や技術書、地図などを筆写すること。

　どんな複雑なものであっても、製法を知っているアイテムであれば、10秒で作り出すことができる。

　しかし、〈料理人〉がそうであったように、〈筆写師〉にも新しい可能性がないとはいえない。シロエとしてもその辺を研究したい気持ちはあるのだが、〈円卓会議〉の仕事に取り紛れてしまい、遅々として進んでいないというのが現状だった。




　シロエは、〈エターナルアイスの古宮廷〉で与えられた居室の大テーブルの前で、背筋をうんと伸ばす。日は暮れたが、すべての部屋に魔法の灯りが点るこの宮廷では、就寝時間はまだ先だ。

　別の書類入れから取り出したのは、〈自由都市同盟イースタル〉の地図だった。美しいだけの複製地図ではなく、今ではシロエによってあちこちに注釈がびっしりと書き込まれている。

〈筆写師〉というサブ職業に、自分はずいぶん助けられているな、と感じる。その最たるものは紙の質だろう。

　この異世界において、紙の質はずいぶん悪い。旅や冒険の途中には羊皮紙さえもよく見たし、木の皮同然の紙を使っているところもあった。シロエは幸い〈筆写師〉だ。〈筆写師〉の職能は、魔法の手引きや地図や書類を筆写したり作成したりすることだ。

　これらはゲームのシステム上マジック・アイテムであり、そこらの紙にただ書き付ければよい訳ではない。アイテムのレベルにもよるが、高レベルのものを作ろうとするのならば、それ相応の素材──紙やインクが必要となる。〈筆写師〉の仕事には特殊な紙やインクを作り出すことも含まれており、シロエはそういった魔法の素材も豊富にもっているのだ。

　こうやってメモ用紙を作る程度であれば、そこまで高級な魔法の素材は必要ない。書きやすく、高い品質があればよい。

　紙においてそれは、薄さ、軽さ、均一さ、それに白さとなるだろう。インクにおいては耐光性とにじまなさ、乾きの早さ、色の鮮やかさだ。

　シロエは、使いやすい紙とインクを量産していた。そのおかげで、書類仕事は大いに助けられている。




　シロエはお手製の地図をじっくりと眺めた。

　指先で山脈や海岸線を辿り、つながりに思いを巡らせて、眉を寄せては、疑問点をメモに書きつける。

　しばらくの間、ペンが紙をはしる掠れた音だけが室内に響いていたが、突然それを遮るような鈴の音が、シロエの耳にだけ響く。




「はい？」

『シロエさんですよねっ。わたしですっ。ミノリです』

　フレンド・リストの通知によって、着信時には判明するのだが、ミノリは毎回こんな風に念話を切り出す。礼儀正しい性格が出ているのだろう。「兄ちゃん俺だけど！」と元気よく話しはじめるトウヤとは大違いだ。

「こんばんは。そっちはもう、訓練上がったの？」

『はいっ』

　ミノリの声が明るい。ここ数日の報告では暗かったのに──壁をひとつ乗り越えたんだな、とシロエは推測する。

　ミノリたちは合宿で初心者用のダンジョンの攻略に挑戦している。ただし、この場合「初心者用」という言葉は「攻略が容易い」という意味ではない。むしろ逆だ。初心者を手荒く歓迎するハードなダンジョンである。

　つまり、「初心者が乗り越えるべき障害がすべて詰まっている」という意味なのだ。

　立体的に交差する通路や、見下ろしの部屋、吹き抜けの階段。定期的に巡回に現れるモンスターのグループ。ほぼ無尽蔵にわき出すアンデッドの群れ。

　これらは、職業の性能に寄りかかった力尽くの攻略を拒否する、手強い牙城だ。特にアンデッドモンスターたちは、地下の怨念のエネルギーで幾らでもわいてくるために、考えなしに突破した場合は無尽蔵の敵の増援に苦しめられることになるだろう。

「攻略、進んだ？」

『はい！　ご報告します。本日の攻略は朝７時半に突入。約７時間の探索を経て15時に脱出。その間に右回廊ルートを突き当たりまでいき、溶鉱炉にて〈燃えさかる悪霊バーニングデツド〉を撃退しましたっ！』

「おっ、すごいじゃないかっ」

　シロエの記憶が確かであれば、バーニングデッドのレベルは変動制で23～25。ミノリたちの平均レベルとほぼ等しい。自分たちのレベルとほぼ等しい敵を、しかも５人で倒すのは、かつての〈エルダー・テイル〉であるならともかく、現在ではベテランのパーティーでさえもなかなか難しいだろう。

　敵モンスターとの相性もあるだろうが、よほどうまく戦闘をしたと思われた。先日までの落ち込みようからすれば、まさに快挙というほかない。

『はいっ』

　ミノリの声が明るいのもわかる。大戦果だ。

　一昨日まではあんなに沈んだ声をしていたのに。

　シロエは胸が温かいもので満たされるのを感じる。

　昨日から、シロエは精神的にも追い詰められたような気分でいた。〈魂魄理論スピリツトセオリー〉に込められた不吉な予感。この世界の歴史に感じた、自分でも説明できない薄気味悪さ。

　それらが、いい出せない圧迫となって胸を重く塞いでいたのだ。

　焦燥感といってもよいだろう。

　自分がなにもできないような、なにも知らないかのような不安感。それでいて、事態はどうにもならない勢いで押し流されてゆく。そんな予感とシロエはひとり戦っていた。

　しかし、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉所属の、この若くて健けな気げな仲間の声を聞くと、そんな暗さは、光を含んだ風に吹かれたかのように霧散してゆくのを感じる。

　──仲間のありがたさ。

　言葉にしてしまえば陳腐だが、それをシロエは感じるのだった。

「みんなは、どう？」

『元気ですっ！』

「そうじゃなくてさ」

　シロエは小さく笑いながらも聞き返す。今晩のミノリはどうやらとても上機嫌のようだ。もちろん言葉遣いはいつもどおり丁寧だが、こんなに弾むような声で間髪入れずに答えられると、シロエにしたって困ると共に、嬉しくなってしまう。

『？』

　念話の向こうで、行儀良く小首をかしげているミノリの姿が浮かぶようだ。

「みんなの活躍は、どうだった？　どうやって攻略できた？」

『それはですね。えっと、トウヤは前衛で敵を取りまとめ、引きつける。そこまでは一緒なんですけれど、今回は戦闘の位置を最初から計算して、安全な部屋の中なんかに移動して小さく敵を分断する作戦に変更しましたっ』

　──おびプき寄ルせと呼ばれるテクニックだ。連戦のコツは、数的有利な状況をいかに維持し続けるかにある。単純にいえば１対１００で戦うよりも、１対１を１００回繰り返した方が勝率は高いということだ。

『敵は飛び道具をもっているモンスターを優先的に処理。そのあとは、わたしが周辺警戒をしながら補助ヒーラーを。敵は集中撃破で戦力を削りながら戦いました。……えっと、わかりますか？』

「うん、わかるよ」

　ミノリのとった作戦は、正しい。




　シロエが教えた基本を守っている。

　だがそれらの基本は、聞いただけで実行できるようなものではないのだ。回復にしろ、攻撃にしろ、戦闘時にはすべての行動に優先順位がついてまわる。その優先順位を誰がどうやって判定するのか？　その判定結果をどうやって共有するのか？

　ミノリが「わかりますか？」と不安になる気持ちもわかる。

　自分の話した内容が伝わっているのかどうかもどかしいのだろう。

　口でいってしまえば、「周辺警戒をしながら各個撃破」。

　それだけのことだが、それを成立させるためには、どれだけ多くの細かい工夫と手順が必要になるだろうか。──周辺地形の把握や、互いにフォローしあえる距離の把握。攻撃魔法や、回復呪文の射程距離も全員が身体に染みこませる必要がある。パーティーのうち誰かがピンチになったときのカバーリングにも、理解と訓練が必要だ。

　ミノリがピンチの時はセララがフォローを。

　ルンデルハウスがピンチの時は、ミノリがダメージ遮断魔法を。

　五十鈴がピンチの時にはセララが即時回復をしながら、五十鈴自身が下がる。そういった細かい連携が、無数に積み重なって「戦闘の動き」という連携は完成してゆく。

　そんな細かい積み重ねが、果たしてこんな説明で伝わるのだろうか？　ミノリの不安は、そんなもどかしい気持ちだとシロエには自分のことのようにわかる。

（大丈夫。わかるよ。伝わるよ。どれだけそれが些細で、大事なことか。……安全を守り目標を達成するためには、どれだけ小さな工夫を積み上げなければならないのか）




「大丈夫。伝わってるよ。みんなも活躍してた？」

『もちろんです！　セララさんの回復魔術はすごいですね！　わたしの何倍も速いペースでＨＰを盛り返すんです。わたしかなり自信なくしそうです。呪文のバリエーションも豊富ですし』

　純粋な回復に関して、〈神祇官ミノリ〉は〈森呪遣いセララ〉に及ばないだろう。そもそも、味方をヒールするに当たっての思想が異なるのだ。ミノリの職業である〈神祇官カンナギ〉は「ダメージを回復する回復職」ではない。その固有呪文によって「ダメージを遮断して、被害そのものをゼロにする」タイプの回復職なのだ。

　ダメージを受けた後の事後的回復力では、〈森ド呪ル遣イいド〉に圧倒的な軍配が上がってしまう。

「呪文バリエーションは、レベルが上がれば追いついていくよ」

『そうですか？　五十鈴さんは、もうすごいですよ。バリエーションというか、レパートリーというか。覚えるだけで大変なくらいたくさん特技あるんですよっ』

　五十鈴はたしか〈吟遊詩人バード〉だったはずだ。それならば特技のバリエーションが豊富なのも頷ける。むしろ自分と比べてはダメだろう。豊富な種類の特技が〈吟遊詩人バード〉の特徴なのだから。シロエはくすくすと笑ってしまう。

『トウヤもがんばってましたよ。ちゃんと敵をがっちり固定してましたし、大技を我慢するのも覚えてきたし……。シロエさん？　もう、笑っているんですかっ？』

「ごめん。笑ってない。ほんとだよ」

　シロエは小さく笑いながら応える。念話の向こうのミノリも、声が照れくさそうに笑っているから、きっと大丈夫だろう。

『ルンデルハウスさんは、皆さんからルディって呼ばれているんですけれど。〈妖術師ソーサラー〉ってすごいですね』

「無所属の人だよね？」

『そうです。ハンサムな人なんですけれど……おバカというか。でも、すごく意地っ張りで格好悪くて楽しい人です。五十鈴さんと仲がいいんですけれど、すごい魔法を使います。それに、敵を倒すまで一歩も引かないです。たぶんわたしたちの中で、一番真面目じゃないでしょうか』

　ハンサムでおバカで格好悪くて楽しくて真面目？

　ミノリのいうことは支離滅裂だが、なんとなく、気持ちのよいヤツなのだろうということは伝わった。

　そのあとも、ミノリはさまざまな報告をしてくれた。〈動く骸骨スケルトン〉と戦ったこと。その追撃を防いだこと。

　トウヤの勇戦。セララの献身。五十鈴の忍耐強さ。ルンデルハウスの果断。……そしてミノリの活躍も、ほんのちょっぴり。

　楽しそうに弾む彼女の声に、シロエはひとつひとつ頷く。

　トウヤのいったくだらないジョークに笑うメンバーや、鼻の頭が真っ黒になってしまった五十鈴。セララが相変わらずにゃん太に首くびっ丈たけなこと。そのにゃん太は、全くそのことに気がついていないこと。ルンデルハウスがサンドイッチを食べる時に、なぜか両手で行儀よくもつということ。まるで自分もその場にいたかのように思えるほどだ。




　楽しい時間はあっという間にすぎる。

　シロエはミノリに、命の危険は避けるように念を押すと、念話を切った。直継やにゃん太がいる以上大丈夫だとは思うが、今はまだリスクを冒す気にはなれない。

　念話が切れた静かな部屋には、まだ楽しげなミノリの明るい声が聞こえているような気がする。




　──この世界には、どこか酷く奇妙な部分がある。死にはリスクがあることも、今はまだいい出せないが、いずれ皆には話さなければならないだろう。

　しかし、ミノリの明るい声を聞いていると、それでも過ごしていかなければならないこの世界で生き抜くことも、可能に思えるのだった。




　　▼５




　パチパチと火花が躍っていた。

　ここはザントリーフ中央山地。森の中にある切り開かれた敷地。五十鈴たちが〈ラグランダの杜もり〉攻略を進めているベースキャンプだ。

　たき火のそばには、五十鈴と、ルンデルハウス。

　先ほどまではもっとたくさんの人がいたのだが、みな三々五々、テントへと引き上げてしまった。

　攻略も１週間になる。今日が第１回遠征の最終日で、明日の昼過ぎには合同キャンプの廃校舎へと帰還する予定だ。そのため明日は、午前中に軽くダンジョンに入るだけ、というつもりである。

　チームワークが固まってきた五十鈴たちは、先ほどまでこのたき火を囲んで、夕食後の蜂蜜入りの黒薔薇茶を飲んでいた。武器や鎧の手入れをしながら、とりとめのない、それでいて楽しい雑談を繰り返す。セララはにゃん太に頭を撫でてもらい、ミノリはまたしてもこっそりとどこかへ念話をかけていた。




　五十鈴はといえば、荷物からリュートを取り出してつま弾いていた。リュートは中世ヨーロッパの弦楽器だ。その形は、ギターと琵び琶わのあいのこのようで、やせぎすな五十鈴の腕の中にすっぽりと収まるサイズをしている。

　ギターよりは単調だが、どこか典雅な響きをもっているリュートの音色は、こうした野営にこの上なく贅沢な雰囲気を与えていた。リュートは、この異世界における代表的な携帯楽器であるらしい。ピックではなく、指先でたおやかにかき鳴らすと、弦楽器特有のふるえるような音が流れ出す。




（わぁ……。悪くないよねぇ、リュートも……）

　先ほどまでは雑談に加わっていて、それはそれでとても楽しかったけれど、自分にはやはり音楽が必要なんだと五十鈴は思った。

　こうやって弦を爪弾いているだけで、懐かしさと慕わしさで胸があふれそうになる。

　五十鈴は音楽が好きである。楽器全般も好きだ。

　ごく普通の田舎の女子高生、五十鈴の「好きだ」というのは、熱烈に愛しているとか、将来はその道で絶対食べていく、というほどのそれではなかったけれど、逆にだからこそ素朴で偽りのない気持ちだった。

　どちらかといえばそれは「ああ、楽器触ってると気分よいなぁ。ずっと触っていたいなぁ」というような気持ちであって、それは小学生のときからかわりがない。

「ミス・五十鈴は典雅だな」

「んー。一応〈吟遊詩人バード〉だからね」

　視線をあげて微笑む五十鈴。

　みんなが去ってしまった今、たき火の近くには五十鈴とルンデルハウスだけだった。




　別段決まった楽譜もなく、コードのようなものをかき鳴らす。

　そもそも、五十鈴は今まで「リュート」なる楽器をさわったことがない。音楽雑誌の記事かなにかで、ギターの祖先に当たるようなヨーロッパの楽器で、中世に使われていたとかなんとか……と読んだ覚えはあるが、実際にふれたのはこの世界にやってきてからだ。（基本はギターだのヴァイオリンだのと一緒だもん）

　五十鈴の家にはギターと安いウッドベースはあるけれど、ヴァイオリンはない。

　まいったのはリュートには弦が15本もあることだ。

　それでも、２ヶ月あれば、コードを鳴らすことくらいはできるようになる。短音旋律だって問題はない。

　ルンデルハウスは、その演奏ともいえないようなセッションを、ブリキのカップを手にしたまま、黙って聞いている。その視線を、五十鈴は居心地が悪いなんて感じなかったし、ルンデルハウスの方も口をはさむということはなかった。

　音楽は寄せては返す波のように、繰り返された。

　もとより、なにか明確な曲を意識して弾いていた訳ではないので、あっちへふらふら、こっちへふらふらと寄り道続きの演奏だった。五十鈴が知っている旧世界の歌謡曲ポツプソングが不意に現れたり、またコードの海に消えていったり。教科書に載っているような童謡や、古典楽曲クラシックが浮かび上がってきたり、また溶けたりした。

　別に止める必要もないのだが、とりあえず切りのよいところで和音を鳴らして一段落すると、ルンデルハウスが感心したように、拍手をはじめる。

「よしてよ、そんなっ。たいしたものじゃないんだし」

「いや、良かったぞ。音がこぼれて空気に溶けていくようだった」それはそうかもしれないと、五十鈴も思った。

　だが、リュートの音色が、そんなに心地よく響いたのだとすれば、それは五十鈴の手柄というよりは、シチュエーションのおかげだろう。

　星の瞬またたく夜の森の中で、たき火に、夏の香を残した少し涼しい山風。そんな状況で弾けば、どんな楽器の音も天上の調べになるに違いない。

　そういいかけた五十鈴だったが、ルンデルハウスの瞳には、純粋に賞賛の念しかなかった。その気持ちにけちをつけてはいけない。五十鈴はただ短く、「ありがとう」というに留めた。




　その後は、またくだらない雑談に戻った。

　腕の中に抱えたリュートを時折戯れるように鳴らす。

　音の粒が夜気の中に浮かび上がるのは、うれしい。

「ルディは、普段はなにを食べてるの？」

「ホットサンドとかホットサンドとかホットサンドとかだ」

「ホットサンドばかりじゃない。もしかして、明太子のヤツ？」

「そうだよ、ミス・五十鈴」

　それはアキバの街の駅構内で売っている〈RP.jrレイパーカー〉というギルドの移動売店だった。小規模ギルドのくせに、超人気メニュー「明太子ホットサンド」をひっさげて大きな利益を上げているのだ。人気の秘密は毎日６回は焼き上げるという美味なパンだろう。

「明太子ポテトサラダ」という、肉系のメニューよりも原価が安い材料に注目したのも、商売上手で、五十鈴もお気に入りだ。

「あれ、おいしいよね」

「うむ。あの明太子のプチプチと弾ける食感が絶品だ」

　ひとしきり食料事情の話で盛り上がる。

　ふたりとも、お気に入りの飲み物は、今アキバで流行中の黒薔薇茶。

　蜂蜜とレモンの果汁をちょっぴり入れた水を、精霊によって凍らせた「クラッシュ・シャーベット」もおいしい。ちょっとご馳走が食べたいときには〈キッチン・ぶう〉の「とんかつ」も最高だ。




　五十鈴にしては珍しく饒じよう舌ぜつな気分だった。

　地味な女子を自認している彼女としては、男子とこんなに長く喋った記憶はほとんどない。

　相手がルンデルハウスだからだろうか？

　このルンデルハウスという青年は、改めて観察してみると、まつげも長いし、美形だし、モデル的アングロサクソン人顔だ。つまりは王子様フェイスであり、五十鈴の通っている田舎学園にやってきたりしたら、騒ぎになって１週間は授業にならない。

　しかし、その顔を見ていても五十鈴としては微塵もロマンチックな気分にならないのだ。

　うーん。と五十鈴はうなる。

（そうだ！　ゴールデン・レトリバーっだ!!）

　あのスマートで英国貴族風のハンサムな大型犬。ルンデルハウスは、あの手の犬によく似ている。頭がよくて気品があって、偉そうなところも似ている。たれ目なところとか、よく付き合ってみるとバカなところとか、人なつっこいところもそっくりだ。

　五十鈴の頭の中で、ルンデルハウスはすっかりゴールデン・レトリバーのポジションなのである。

（そうかぁ。だからルディのことちっとも怖くないんだなぁ）

　五十鈴は犬が大好きだし、犬に好かれるとも思う。

　ルンデルハウスの相手をするのは、大型犬の世話をしている気分とそっくりだ。だから緊張しないのだと、五十鈴は妙に納得してしまった。




　話は巡って、定宿。五十鈴はギルドハウスに寝泊まりしているが、ルンデルハウスは未所属である。

「ふふぅん。ぼくはシデンの酒場２階のロイヤルスイートを常宿にしているのさぁ」

　その自慢げな物言いも、今の五十鈴にはわんこワンワン的な気分で、まったく気にならない。それにシデンの酒場は、アキバの街の酒場としては中の下のランクだ。場所がよいので人気はあるが、値段も格式もそこそこである。

（いや、そこ。そんなに自慢顔でいえる場所じゃないから）

　その２階の宿屋のロイヤルスイートといえば、名前は立派だがごく普通の〈冒険者〉宿であって、それ以上のものではない。

　そんな場所を自慢そうな顔でいってしまうのが、ゴールデン・レトリバー的なのだと五十鈴は思う。

　もちろんそれは可愛い点でもあるのだけれど。

「そか。そういえば、ルディはなんでギルド入ってないの？　入らないの？」

「僕のこの輝かしい才能をひとつの場所に縛り付けるのは罪悪というものだろう？」

　ルディは気取って答えると、さり気なくウィンクする。

（あたし、こんなに自然にウィンクできる人ってはじめてみた。ルディってすごい……。バカだけど）

　ルディはバカだが、ギルドへの参加は個人の自由だ。

　他人がとやかくいうものではない。

「そっかぁ」

「しかし、ミス・五十鈴は麗質を備えた女性だ。僕はこんなに切々とした独奏をはじめて聴いたぞ。本当に音楽が好きそうだった。……戦闘の時にも頼りになるしな。両手槍の吟遊詩人なんてはじめてみたよ」

「う、うるさいなぁ。ルディは」

　五十鈴はそのルディに言い返す。両手槍は、あれはなんとなく父親のコレクションで見た「ギターをアンプに叩きつけて壊すロックスター」っぽいかなぁと思って選んだだけなのだ。

　かなり重い武器なのだが、案外使いこなせて自分でもびっくりしている。ウッドベースだって、ああ見えて重さは15キロはあったりするのだから、両手槍くらいは振り回せて当然なのかもしれない。つまりは、物事はなんでも慣れだと思う。

「ははははっ！　迫力があってよいじゃないか、ミス・五十鈴！　キミは一緒にいて落ち着く得難い仲間だ。どうせ同じアキバの街に住んでいる。合宿が終わってからだって顔を合わせるときはあるさ。そのときはよろしく願いたいな！」

「そうだね」

　五十鈴は素直に頷いた。




　この世界からは当分、抜け出られそうにはない。

　それは、やはり戦闘なんかは怖い。未だに〈ハーメルン〉にいたときの真っ黒な気持ちを思いだして胸が潰れそうになったりもする。

　それでも五十鈴の手元には音楽があるし、仲間もいる。まだ帰れないのなら、今を少しでもよくしなければならない。その意志を、五十鈴はミノリから学んだ。だから、ルンデルハウスの言葉を素直に受け取ることができる。

「あ。それじゃさ。ルディのこと、お友達帳フレンド・リストに登録しとく。儲け話あったら呼ぶからね。あと、こんど『明太子ホットサンド』も食べにいこうね。ふふふっ。よっし、登録、登録っと」

「え──」

　ルンデルハウスの表情が、陰った。

　それは自らの失敗を悔やむ表情。

　自らの甘さを責める表情。




　五十鈴のメニュー画面からは、ルンデルハウスを、フレンド・リストに登録することは、できなかった。




　　▼６




　激しい剣けん戟げきの音が森の中に響く。

　打ち合わされる剣と盾。

　互いに隙を狙う斧と槍。




　小しよう竜りゆうは相手をしていた〈神祇官カンナギ〉との距離を一気に詰める。38レベルのその若手は、今からまさに〈剣の神呪〉を放とうと距離をとって詠唱開始をしたところだったのだ。

　小竜は〈盗剣士スワツシユバツクラー〉の基本的な剣技〈レイザー・エッジ〉で追撃を行ない、その距離を潰しながら詠唱を妨害する。

　咳き込んで倒れる若手に、小竜は手を貸して立たせた。

「距離とって詠唱したいのはわかるけど、出がかり読まれると止められる。普通のモンスター相手ならそんなの気にしなくてもいいけれど、敵も強くなっていくからね。連携練度あげないと」




「やっぱ遅いっすかね」

「遅いってか、素直すぎるかな。動きのパターンを増やすって考えるといいよ」

　小竜のアドバイスに、若手は素直に頷く。

　40レベルともなれば、〈エルダー・テイル〉においては中堅クラスだ。このレベルに辿り着く実力を備えるためには、相当数の戦闘をくぐり抜けることが必要になる。生産職の護身としては十分なレベルだろうが、この先も戦闘系の〈冒険者〉としてやっていくためには、付け焼き刃ではない戦闘技能が必要になる。

　それはゲームでなくなった〈エルダー・テイル〉において、生死を分ける重要なポイントだった。

　この世界の〈冒険者〉には死がないとはいえ、苦痛はある。

　死んだことのあるプレイヤーに聞けば、その痛みは十分我慢できる程度──だという。例えば骨折したときや車に轢ひかれた程度だという話だが（それだって十分以上に苦痛のはずだが）、その苦痛を差し引いたとしてもデメリットは小さくない。




　たとえば、時間の問題だ。

〈エルダー・テイル〉がゲームだった時代、この世界では12倍速の時間が流れていた。現実世界で２時間が経つ度に、こちらの世界では１日が経過していたのだ。

　これはゲーム内のクエストなどの関係上とられた措置だ。あるクエストに、夜の間しか起きないイベントが存在したとする。現実世界と〈エルダー・テイル〉の世界の時間が完全に同期していると仮定すると、〈エルダー・テイル〉の世界が夜になるのは、現実世界も夜の間だ。

　もし仮にそういうシステムだとすると、毎日昼にしか〈エルダー・テイル〉をプレイできないユーザーは、このクエストをクリアすることが不可能になってしまう。プレイヤーは現実世界で実生活を行なう人間であり、当然のようにゲームを行なう時間には一定のリズムが存在するのだ。

　こういったプレイヤーに配慮するため、ゲーム世界内では時間を12倍速にし、約２時間で１日が経過するように調整されていた。

　しかし、異世界化した〈エルダー・テイル〉では、その世界の内側にプレイヤー、つまり〈冒険者〉が存在する。ゲーム時代と違って休息も必要なら睡眠も必要だ。

　そのため、ゲームとしてのプレイなら１時間の旅でたどり着ける──つまり距離にして12時間必要だった目的地であっても、現在では休憩や野営を含め、旅をするだけで丸２日かかるというような事態が発生している。

〈妖精の輪フエアリー・リング〉をはじめ、各種移動手段が大幅に制限された現在の状況において、その傾向はさらに顕著だ。

　ダンジョンへいくにせよ、高レベルの敵が出現するゾーンへいくにせよ、まず移動そのものが大変なのだ。

　その結果、経験値の重みは、ゲーム時代よりも増すことになる。レベルアップするのに要する経験値が増えた訳ではないが、時間当たりに稼げる経験値の量は相当に減少してしまったのだ。当然、死によって失われた財産や経験値ペナルティを取り戻すのにもより労力を要するようになっている。

　そう考えると、戦闘そのものの敷居が上がっているともいえるだろう。死がない以上、いざとなればどんなプレイヤーでも最低限の身の安全は保証されるが、日常的に争いの場に身を置く〈冒険者〉は相当な覚悟で技術を身につける必要がある。




〈神祇官カンナギ〉の若手もそれはわかっていたのだろう。真剣な表情で、刀を構えると、一連の技の流れを何度も確認しはじめる。

〈神祇官カンナギ〉は回復職の中でも東洋的なイメージの職業であり、刀の装備が可能だ。

　世界ではどうか知らないが、日本サーバーにおける〈神祇官カンナギ〉は、男性プレイヤーであれば「禰ね宜ぎ」、女性プレイヤーなら「巫み女こ」と呼ばれることが多い。その名にふさわしい、水すい干かんと緋ひ袴ばかまの専用装備は、40レベル以上の装備なので、これを目標にするプレイヤーも多かったはずだ。

〈エルダー・テイル〉におけるアイテムは、下請け会社によっても追加されていた。日本サーバーでは、特に〈神祇官カンナギ〉や〈武士サムライ〉用の専用装備が数多い。中には魔法使用能力を高める「神刀」などもあり、この若手のような単ソ独ロ活動する〈神祇官カンナギ〉には好まれている。

　小竜はそんな若手を見て、にっと笑う。

　筋は、悪くない。〈神祇官カンナギ〉は元々回復職で、近接戦闘武器に関わる特技は一部の例外を除いて覚えないのだが、こうして近接戦闘訓練をすること自体は、無駄にならないのだ。遠距離の呪文と、近距離の武器攻撃の両方を使いこなせるのは、戦闘行動におけるバリエーションが飛躍的に広がることを意味する。同じ〈神祇官カンナギ〉の中でもアドバンテージになりえるのだ。




　小竜はその〈神祇官カンナギ〉にもう一手、実践向きの歩法を教えようとして、弾かれたように振り返った。

　悪い予感はいつも正しい。

　その時鳴った鈴の音の陰鬱な響きを、小竜は忘れないだろう。それは現実の音ではなく、メニューから発せられるシグナルだった。

　不吉なその音は念話の着信を知らせている。

『小竜か!?　早く浜辺にきてやっ』

「どうしたんですかっマリエさん？」

『海から〈水棲緑鬼サフアギン〉が上がってきとるっ。新人たちがっ──っく。……急いでっ!!』

　念話の接続を放置した小竜は、手近な〈神祇官カンナギ〉の若手に叫ぶ。「全員を集めろ！　至急だっ！」と。

　海岸の状況はわからない。

〈水棲緑鬼サフアギン〉の数も、戦力も、だ。

　しかし通話の音は粗く、マリエールの呼吸は乱れて、戦闘音が響いていた。海岸にいるのは低レベルの新人プレイヤーたち。それだけに、同行している高レベル〈冒険者〉も多いが、敵の数次第でどんな状況になっているのかはまったくわからない。

（どうなってんだよっ!?　こんな場所で、〈水棲緑鬼サフアギン〉なんて出現するのかっ!?）




「全員集合した時点で、そちらから念話をいれてくれ。──10分おきに定期連絡もだっ！」

　そう言い捨てて小竜は走り出す。素早く召しよう喚かん笛てきを吹き、馬を待つ間も惜しむように、木立の中を駆け抜ける。

　もちろん、ここにいる中堅プレイヤーの付き添いも大事だ。しかし、海岸線の新人たちのレベルは、さらに30は低い。

〈水棲緑鬼サフアギン〉とはモンスターの一種だ。

　名前のとおり海や湖などに住む亜人間で、姿形は手足を生やした魚に似て、全身は淡い灰色から濃紺色。茶色のまだらをもつモノが一般的だ。

　体長は１６０センチから大きなものでは２メートルを超える。体重でいえばおそらく１００キロ前後だろう。

　太い前肢の指の間には水かきがあり、えら呼吸を行なうために水中での活動が可能だ。その上肺呼吸もできるためか、陸上に上がってくる場合もある。

　皮膚の問題なのか、身体の構造上の問題かはわからないが、水辺から離れることはないために、通常の荒野やダンジョンでは滅多にお目にかかれない種類のモンスターだともいえる。

　知能は〈緑小鬼ゴブリン〉並みで、武器は投げ槍や〈三つ叉槍トライデント〉を用いることが多い。だが、小竜の知識は、その辺りが限界だ。

　戦った回数も、さほど多くはない。

（レベルは確か……。20から30くらいまで、だったような……）

　駆けつけてきた栗毛の馬に併走状態から駆け乗ると、小竜は一路海岸部を目指してひた走る。




　馬は駆ける。

　緑に満ちた木立を。ベリーのなるスグリの茂みを。

　タイルのように区切られた丘陵の畑道を。

　空は青く、そこには夏の象徴たる入道雲が浮かんでいる。

　なんて綺麗な光景だろう。

　こんな時なのに、小竜はそう感じてしまう。

　夏はこんなにも澄んで美しいのに。

　耳元で接続を保っている念話通信からは荒い呼吸音、剣戟の音、魔法が空を裂く甲高い物音が連続して聞こえてくるのだ。

　その向こうにあるのは〈水棲緑鬼サフアギン〉たちの歯ぎしりのような咆ほう吼こうと、戦いの混沌。

　小さく聞こえるなにかが滴したたるような音は、マリエールが出血でもしたのか。




　小竜は、喉に石がつかえたかのような切迫感に襲われる。

　ひとけのない廃校舎の校庭を馬は駆け抜け、そのまま一直線に海岸を目指す。この広い坂道は、おそらく〈神代〉の農道。左右には朽ちた電柱が、もはや目的のない標識のように埋もれている。菜の花畑も、青菜の畝うねも飛び越えて、小竜の馬はひた走る。




　逃げてきた新人プレイヤーとすれ違うように辿り着いた海岸が、戦闘の最前線。そこには〈黒剣騎士団〉や〈キール〉の面々に混じって、マリエールも仲間を守るように戦っていた。

　小竜は〈水棲緑鬼サフアギン〉の間に馬を躍り込ませて、トライデントを構えた数匹を蹴散らす。高レベル専用の軍馬は小竜の期待に応え、存分の戦いくさ働ばたらきを見せた。

「マリエさんっ！」

「小竜っ！」

　蒼白なマリエールをかばって小竜は立ちふさがる。〈三日月同盟〉の戦闘班長は小竜なのだ。

　マリエールを守って戦うのは小竜の役目。敵するは〈水棲緑鬼サフアギン〉。レベルは低いが、その数は海岸を埋め尽くすほどだった。

「マリエさん、下がって!!　近隣キャンプに散らばってるグループを呼び集めないと。──急いでっ!!」

　双剣を引き抜いた小竜は、京劇の少年俳優さながらの華麗な動きで、〈水棲緑鬼サフアギン〉の爬は虫ちゆう類るいとも魚ともつかぬおぞましい姿に躍りかかった。

　彼は一陣の旋か風ぜとなり、蒼黒い血煙を避けもせずに、突撃を繰り返す。作戦も熟慮もない。ただ駆けつけて、乱戦に身を投じ、あたるを幸いがむしゃらに切り伏せる。

　小竜にはまだわかっていなかった。

　次から次へと、まるでわき出すように、海岸線に〈水棲緑鬼サフアギン〉が上陸していることを。これがただ偶然起こった散発的な戦闘などではなく、ザントリーフ半島を襲う、暗雲のような危機のはじまりであることを。

　双剣をあやつる少年は空中に火花を散らし、ただ仲間を守るために戦うのだった。





〈ログ・ホライズン３　ゲームの終わり〔上〕　了〉


























































































　　［あとがき］




　２ヶ月ぶりのこんにちはです。橙乃ままれです。

　今回は『ログ・ホライズン３　ゲームの終わり（上）』をお買いあげくださってありがとうございます。今回は上下巻構成でして『ログ・ホライズン４　ゲームの終わり（下）』は来月本屋に並びます。毎月刊行ログホラであります。関係各位にはお世話になりっぱなしであります。お小遣いが足りない方は申し訳ない！　でも、下巻も上巻同様、盛りだくさんでお送りの予定ですよ。




　……。

　…………。

　と、社会人のロールプレイをしておいたところで盆踊りの話です。




　暑かったり涼しかったりする毎日ですが、橙乃の住むあたりではそろそろ盆踊りの季節です。橙乃が住んでいるのは葛飾区という東京有数の下町でして、それは世界的にも指折りのボンオドリタウンであることを意味します。どれくらいすごいかといいますと、町内会によって日程をずらすためこの季節になるとすべての週末が盆踊りであり、東京音頭がヘビーローテーション。この時のために一年間苦しい修行を積んできた婦人会の皆様が、隣接する町内会の盆踊りに繰り出しては示じ威い外交を行なうありさま。

　リオだの浅草だののサンバカーニバルよりも生活密着でドンドドン、カンカララという太鼓の音が息づいております。

　それにしてもお祭りの屋台ってなんでああも無意味に魅惑的ですかね。

　焦げたソースの匂いとか、合成な感じの甘味料の色とか、どう考えたって健康にいいはずがないのにたまりません。

　そんなわけでたまたま遭遇した盆踊り会場より橙乃（妹）に焼きそばの写真をメールしてやると「はらたつ」との返答。なにをいっているかわからないので焼きイカ写真を送ると「むかつく」。仕方ないのでチョコバナナの写真を送ると「死ねばいいのに」。調子にのって焼きトウモロコシの写真を送ると電話がかかってきました。

　食いたいならそういえばいいのに。

　そういえば子どもの頃、「盆踊りの屋台は町内会のおじさんたちがやっている。彼らはこどもを喜ばせたい一心でボランティアしているから、どの屋台もひとつ売るたびにものすごい赤字が出ているんだよ」と妹に教えたことがありました。本家が商売をしているせいか小学生時代から損益を語っていたいやらしい橙乃少年です。

　その関係で橙乃（妹）はその年、焼きそば買うのにすごく悲痛そうな顔してましたっけ。

　もちろんそんな話も今は昔。

　差し入れしたのでふたりでがっふがっふと食い散らかしました。

　別に行儀悪く食べたいわけではないですが、祭りファーストフードは食い荒らすイメージが重要です。散財感あふれるくいっぷりですね。

　ひとしきり食べて満腹になった橙乃（妹）に「盆踊りの屋台は町内会のおじさんたちが～」と話し始めたらものっそい怒られました。覚えていたらしい。ちっ。

　仕方ないので「最近の屋台は規格化が進みフランチャイズによって経営されている。屋台配置はＩＴ化されつつあり、東日本を中心とするグループは構成する屋台店主に対してセントラルキッチンから食材を提供しているために、粗利率は通常の飲食店の数倍に及ぶ」とデタラメこいておきました。

　コンビニのアイスの高い方のやつを与えながら話したので、ひたすら感動されてしまって、なんだか罪悪感を覚える橙乃です。

　妹よ、「わたしもお金たくさん儲けたらボンオドリヤタイに投資しようかなっ」とかそんな金融商品ないから。

　テキーヤ・ファミリーによるコンツェルンがフランチャイジー運営とかどこのサイバーパンク世界観だよ。ネオサイタマかよ。焼きトウモロコシくらいいくらでも買ってやるので、バイオエタノールの先物とかだけは勘弁して欲しいところです。

　フローズンヨーグルト程度で懐柔されてしまうお前がアキバあたりでシルクスクリーンを買ってほくほく顔で帰ってこないか兄はとても心配だよ。

　それにしてもアイス一個で一喜一憂できる橙乃（妹）は本当にちょろ……いや大物だと思いました。頭は悪いですけどね。

　後日談。

　ふと気が向いて調べたところ、屋台の規格化もセントラルキッチンもＩＴも粗利率も、おおむね噓ではなかったことが判明して複雑な気分です。この調子じゃ金融商品が出ても不思議ではありません。世界っておっかないなぁ！

（なんと！　『ログホラ』のコミカライズ企画が進んでたりするあたり、まさにこの世はおっかない場所である証左といえましょう）




　さてそんな現代ボンオドリ・エコノミーとは関わりなく、８月９月連続刊行の『ログホラ』です。本巻ではトウヤ＆ミノリの双子に、〈三日月同盟〉のセララ、五い十す鈴ずにルンデルハウスという新キャラも登場。彼ら新人パーティーがシロエたちベテラン抜きでダンジョン攻略に挑戦します。

「おもうにまかせぬ」つまり、思い通りにならないなんてこの世にはありふれています。この世界の出来事の大半は全く思いどおりになりません。だからこそ、自分自身くらいは思い通りにしたいのですが、その自分自身の心の持ちようや成長や努力さえ、やはり「おもうにまかせぬ」時は多々あります。今そういう時を送っている人にも、かつてそういう時を送っていた人にも読んでほしい。そんなミノリたちの悪戦苦闘がこの巻です。




　今回も章扉の登場人物ステータス画面に記載されたアイテムは、ツイッターで２０１１年６月に公募させて頂きました。545454248さん、FroisLさん、IGM_masamuneさん、Mrtyinさん、RyosukeKadohさん、ebius1さん、gontan_さん、hige_mgさん、hpsukeさん、makiwasabiさん、roki_aさん、sig_catさん、x_unizou_xさんのものを採用させていただきました。ありがとうございました!!　ここでは名前をあげきれませんが、投稿してくださった皆様に感謝です。このアイテムデータ、なにかのチャンスに使えないかな。

　詳しい、そして最新のニュースはhttp://www.mamare.netへ。『ログホラ』以外の橙乃ままれ情報も扱っております。コミカライズ情報もこちらへ！

　最後になりましたが、今回もプロデュースして頂いた桝田省治様、マリエールの水着を描いていただいた（重要！）ハラカズヒロ様、モンスターをデザインしてくださった橋本モチチ様、デザインしていただいた椿屋事務所様（マップなんかもお願いしました！）、編集部の小さなＦ田様っ！　もはや橙乃の文章お師匠様といってもよい大迫様！　ありがとうございました！

　あとは、みなさんがこの本を味わうばかりです。どうぞめしあがれ！





〝イカ焼きは胴体よりゲソだよね？〟橙乃ままれ





















ログ・ホライズン ３




ゲームの終わり【上】
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